
地 域 地 質 研 究 報 告

5 万 分 の 1 地 質 図 幅

秋田（ 6） 第 46・47号

鳥 海 山 及 び 吹 浦 地 域 の 地 質

中野　俊・土谷信之

平 成 4 年

地　　質　　調　　査　　所





目次

1

i

a

U

Q

U

ハU
A

U

O

U

つω

つh
q

d

q

d

A

吐

A
吐

A
吐

F
D

門，

t

Q

U

A

吐

F
h
d
£
U
Q
U

ハU
O

U

1

ょ

っ

臼

q

d

A
吐

ウ

d

司

i

Q

U

Q

U

Q

d

Q

d

可

E
-
-
t
Eム
噌

Eム
司

E・4

司

Eム
唱

E
4

噌
E
4
1
4
4

唱

E
A

唱

E
A

唱

E
A

唱

E
4

唱

Eム
内

FUM

内
ノ

u

-

n

F白
内

F白
内

t

u

q

t

u

n

《

u

n

《

u

q

t

u

n

t

u

q

t

u

n

ぺ

u

n

ぺ

u

n

《

u

n

く

u

q

t

u

俊

俊

…

…

…

…

…

…

…

…

俊

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

俊

野

野

…

…

…

…

…

…

…

…

野

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

野

中

中

…

H

H

H

H

口

一

日

中

一

一

一

口

一

一

口

一

一

日

口

一

一

H

H

H

H

H

H

中

之

…

…

…

…

…

…

…

…

之

…

…

信

回

…

…

…

…

…

…

…

…

信

回

谷

…

…

…

…

…

…

…

…

谷

土

…

…

…

…

…

…

…

…

土

…

山
石
…
…

入

口

…

貫

H

h

H

…

び

一

及

…

雪

物

岩

時

積

山

当

堆

火

k

の

の

晴

世

世

駐

新

新

川

崎

鮮

鮮

…

物

h
u

期

期

ト

積

M
H

前

前

勲

堆

イ
4

・

・

・

・

・

跡

跡

焼

酎

切

勅

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

サ

…

…

前

後

後

の

新

出

…

…

…

…

…

…

…

…

告

…

…

…

ト

岩

…

河

…

…

…

…

い

…

世

世

世

世

噴

…

史

明

捕

時

問

問

刈

…

…

…

…

…

…

…

…

刈

ト

ト

問

問

即

崎

時

ト

…

…

ト

一

一

…

概

期

期

期

期

新

海

…

・

層

・

・

・

川

山

岩

花

ド

変

安

流

寺

層

層

寺

院

十

蜘

問

駒

円

門

川

は

ほ

日

張

問

問

調

押

珂

時

同

明

間

臥

J

j

j

j

u

珊

州

四

軒

目

自

2

2

2

2

2

第

m

M

M

U

l

l

-

音

地

地

1

2

[

[

[

[

[

[

新

1

2

3

4

5

6

7

8

9

m

l

l

L

L

L

日
ロ
ロ

M

下

1

n
u
n
u
H
U
H
U
H
U
 

n

u

n

u

n

u

H

u

v

v

 

V

I

 



IV. 2 常禅寺層...・H ・.................................................................................................. 39 

IV. 3 鴬川玄武岩 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 40 

IV. 4 天狗森火砕岩 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 40 

IV. 5 下玉田川層…...・H ・..………………………...・H ・..……………...・H ・..……………...・H ・..…… 42 

IV. 6 蕗沢層 ……・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 43 

v. 鳥海火山噴出物…・..............................................................................べ中野俊) 44 

v. 1 ステージ Iの噴出物………...・H ・.....・H ・..……………………………...・H ・..…………...・H ・.. 48 

V.2 ステージIIaの噴出物……………...・H ・..……...・H ・..…………………...・H ・H ・H ・.....・H ・..… 66 

V.3 ステージIIbの噴出物...・H ・..……...・H ・H ・H ・..…………………...・H ・H ・H ・..…………...・H ・.. 74 

V.4 ステージIIcの噴出物……...・H ・..………...・H ・..…...・H ・..……・H ・H ・..……………………… 79 

V.5 ステージIIdの噴出物………...・H ・..………………...・H ・H ・H ・.....・H ・..……………...・H ・..… 82 

V.6 ステージIIIaの噴出物...・H ・.....・H ・..……………...・H ・.....・H ・H ・H ・..…...・H ・..……...・H ・..… 86 

V.7 ステージIIIbの噴出物…………………...・H ・..…...・H ・.....・H ・..……………...・H ・.....・H ・..… 88 

V.8 歴史時代の活動記録………...・H ・.....・H ・H ・H ・.....・H ・..……...・H ・..……………...・H ・.....・H ・.. 91 

V. 9 1974年の噴火…………...・H ・..………………...・H ・.....・H ・..……...・H ・.....・H ・..……...・H ・..… 94 

V. 10 噴出物の化学組成と鉱物組成...・H ・.....・H ・H ・H ・..……………...・H ・..………...・H ・.....・H ・..… 94 

VI. 中部更新統一完新統…・…・......................................................ぺ中野 俊・土谷信之) 97 

VI. 1 扇状地堆積物及び崖錐....................................................................................... 97 

VI. 2 子吉川岩屑堆積物 ……・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 97 

VI. 3 崩積堆積物 ...・H ・..…・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 98 

VI. 4 段丘堆積物 …・・…・…・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 100 

VI. 5 砂丘堆積物…・・…..............................................................................................100 

VI. 6 沖積層….........................................................................................................101 

刊. 地質構造…・.............................................

一一 11



文献........................................................................................................................113 

Abstract .…… .. ….口.….口….日….口….日…….日….. … .. ….一….一…….口….口…….日…….口…….口…….口….日….υ….リ…….口….口…….日….口….日….口….日…….日….口…….口…….υ…….υ….口….日….日….日…….口…….υ….日…….口…….υ….日….υ….口….日….い…….口….口…….日….口….日…….日….口….日…….日…….日….口….日….口….日…….υ….口….日….日….口….日…….日….口….日…….日….口….日….口….口….. …….日….口….日….. ….日…….日…….日….口….日…….日….口….日….υ….日…….υ…….υ….. ….υ…….日…….日….口….口….口….日…….日….口….日….. ….日…….日…….υ….口….日…….口…….口….日..….日.123 

図・表・付表・図版目次

第 1図 鳥海山及び吹浦地域の接峰面図...・H ・.....・H ・..…...・H ・.....・H ・..…...・H ・..…・H ・H ・H ・H ・..……… 2 

第 2図 鳥海山及び吹浦地域の鳥轍図...・H ・..…...・H ・..…...・H ・.....・H ・H ・H ・..……...・H ・.....・H ・.....・H ・ 2

第 3図 庄内平野から望む鳥海火山の全景………………...・H ・H ・H ・..………...・H ・..……..，・H ・..……… 3 

第 4図北西上空からみた鳥海山…...・H ・..………...・H ・H ・H ・..…………...・H ・..……...・H ・H ・H ・.....・H ・ 4

第 5図 鳥海火山周辺地域の立体視地形図…..，・H ・..…...・H ・..…...・H ・..…...・H ・..…...・H ・H ・H ・..……… 5 

第 6図 鳥海火山主部の立体視地形図……...・H ・H ・H ・..……...・H ・..…...・H ・.....・H ・H ・H ・..……………… 5 

第 7図 鳥海火山の地形分類図...・H ・..……・H ・H ・..…...・H ・.....・H ・.....・H ・.....・H ・..……………………… 6 

第 8図 象潟岩屑なだれ堆積物の流れ山地形…...・H ・...............・H ・-…H ・H ・...・H ・.....・H ・...・H ・....・H ・ 7

第 9図 鳥海火山にみられるカルデラ及び崩落地形と山麓の岩屑堆積物の分布…...・H ・.....・H ・..…… 7 

第 10図 鳥海山及び吹浦地域の地質総括図…...・H ・.....・H ・H ・H ・.....・H ・..……...・H ・..…..，・H ・H ・H ・..… 11 

第 11図青沢層の岩相柱状図…...・H ・.....・H ・..……...・H ・.....・H ・..…...・H ・.....・H ・H ・H ・.....・H ・.....・H ・.. 16 

第 12図 青沢層の玄武岩火山角操岩...・H ・.....・H ・.....・H ・.....・H ・..…...・H ・..……………………...・H ・.. 16 

第 13図大川層の岩相柱状図...・H ・H ・H ・.....・H ・H ・H ・.....・H ・.....・H ・H ・H ・.....・H ・H ・H ・.....・H ・..………… 18 

第 14図 女川層の暗灰色泥岩勝ちの互層...・H ・.....・H ・..…...・H ・..……...・H ・..…...・H ・H ・H ・..…・H ・H ・.. 19 

第 15図 草薙層の硬質泥岩 …・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 24 

第 16図船川層の暗灰色泥岩…・H ・H ・H ・H ・..…...・H ・H ・H ・.....・H ・..…………...・H ・.....・H ・..…………… 25 

第 17図 百宅火山岩の安山岩溶岩縁辺部...・H ・H ・H ・..……...・H ・..……...・H ・..…...・H ・..……………… 29 

第 18図 百宅火山岩の火山醸凝灰岩を主体とする部層…...・H ・..…...・H ・..…...・H ・.....・H ・..…...・H ・.. 31 

第 19図 女川層に貫入しているドレライト岩床…………・H ・H ・..……...・H ・..…...・H ・H ・H ・.....・H ・..… 32 

第 20図 上玉田川陥没構造付近の岩脈の分布……...・H ・.....・H ・..………...・H ・H ・H ・..…..，・H ・.....・H ・.. 34 

第 21図 デイサイト貫入岩の柱状節理.............................................................................. 36 

第 22図 天狗森火砕岩の露頭 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 41 

第 23図下玉田川層の成層構造……...・H ・..…...・H ・.....・H ・..……………...・H ・.....・H ・..…...・H ・..…… 43 

第 24図蕗沢層の醸層…...・H ・..………...・H ・.....・H ・..……...・H ・.....・H ・.....・H ・.....・H ・.....・H ・..……… 44

第 25図 鳥海火山の古期成層火山体(ステージI)の復元図…...・H ・.....・H ・..………...・H ・..………… 47 

第 26図 鳥海火山ステージIIの噴出物と火口の分布…...・H ・..…...・H ・.....・H ・.....・H ・H ・H ・..…...・H ・.. 47 

第 27図 石禿川火山岩の火山醸凝灰岩……………...・H ・.....・H ・..………...・H ・..……...・H ・..…...・H ・.. 49 

第 28図 石禿川火山岩の凝灰角磯岩…'"・H ・..……...・H ・.....・H ・.....・H ・H ・H ・.....・H ・..…..，・H ・.....・H ・.. 49 

第 29図下玉田川溶岩の柱状節理…...・H ・.....・H ・.....・H ・.....・H ・H ・H ・

一一 111一一



第 31図槽ノ沢火山岩の溶岩………………...・H ・H ・H ・.....・H ・..…………・H ・H ・H ・H ・..…………...・H ・.. 55 

第 32図 白沢川溶岩の柱状節理………………...・H ・.....・H ・..…...・H ・.....・H ・..…………...・H ・.....・H ・.. 57 

第 33図 御滝火山岩の火砕岩を貫く岩脈…...・H ・.....・H ・H ・H ・..…...・H ・.....・H ・..………………...・H ・.. 60 

第 34図 御滝火山岩上部の玄武岩溶岩流...・H ・.................................................................... 61 

第 35図奈曽谷溶岩を貫く岩脈....................................................................................... 63 

第 36図 東鳥海馬蹄形カルデラの西壁……...・H ・..……...・H ・..…………・H ・H ・.....・H ・..……………… 63 

第 37図 東鳥海馬蹄形カルデラ南壁の谷橿川下部溶岩の変質帯……H ・H ・...・H ・...…H ・H ・...・H ・H ・H ・. 64 

第 38図 奥山岩屑なだれ堆積物の露頭...・H ・..…...・H ・.....・H ・..……...・H ・.....・H ・..……...・H ・..……… 66 

第 39図 小砂川溶岩の板状節理 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 70 

第 40図 ツキダシにみられる成層構造...・H ・H ・H ・.....・H ・.....・H ・..………・H ・H ・.....・H ・..……...・H ・..… 72 

第 41図 吹浦溶岩と砂丘堆積物 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・… 75 

第 42図 吹浦溶岩の溶岩塊状部 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 75 

第 43図 法体溶岩にかかる法体の滝...・H ・H ・H ・.....・H ・..…...・H ・..………...・H ・..………………...・H ・.. 80 

第 44図千畳ガ原スコリアの露頭...・H ・..……………………...・H ・..……・H ・H ・-・…...・H ・..…...・H ・..… 83 

第 45図 千畳ガ原スコリアのクローズアップ...・H ・H ・H ・..…...・H ・..………...・H ・H ・H ・..………...・H ・.. 83 

第 46図 千畳ガ原スコリアのスコリアに含まれる軽石包有物……...・H ・..……...・H ・H ・H ・.....・H ・..… 84 

第 47図 北から望む鍋森溶岩円頂丘...・H ・.....・H ・.....・H ・..……...・H ・..……...・H ・..……………...・H ・.. 85 

第 48図猿穴溶岩の上部クリンカー……………...・H ・H ・H ・..……………...・H ・..…………...・H ・H ・H ・.. 87 

第 49図 カルデラ壁に露出する七高山溶岩...・H ・.....・H ・..………...・H ・..…………………...・H ・H ・H ・.. 87 

第 50図七高山溶岩の柱状節理...・H ・H ・H ・..…………...・H ・H ・H ・..……………...・H ・..…...・H ・..……… 88 

第 51図 新山溶岩に発達するほぼ垂直の節理………………...・H ・..……………………………...・H ・.. 90 

第 52図 鳥海火山の 1740，1801及び 1974年の噴火の火口分布...・H ・..………………………...・H ・.. 93 

第 53図 鳥海火山 1974年噴火の火口と泥流分布……...・H ・H ・H ・..……...・H ・..…………...・H ・H ・H ・..… 94 

第 54図 鳥海火山噴出物のハーカー図…...・H ・..…...・H ・.....・H ・..…………...・H ・H ・H ・..…...・H ・..…… 95 

第 55図 鳥海火山噴出物中の斑晶鉱物の出現頻度………………………………...・H ・..…...・H ・H ・H ・.. 96 

第 56図鹿ノ俣川上流の崩積堆積物…...・H ・..……............................................................... 98 

第 57図 東鳥海馬蹄形カルデ、ラ内の崩積堆積物…...・H ・..……………………...・H ・..………………… 99 

第 58図 鳥海山及び吹浦地域の地質構造図……………………………...・H ・..…...・H ・..………...・H ・..103 

第 59図 鳥海山及び吹浦地域の活断層の分布...・H ・..…...・H ・.....・H ・.....・H ・..……...・H ・..…………… 105

第 60図 a

第 1表須郷田層の放散虫化石………………...・H ・.....・H ・H ・H ・..…...・H ・H ・H ・..……………...・H ・..…… 15 

第 2表 女川層及び船川層の放散虫化石...・H ・H ・H ・..…………...・H ・..…...・H ・..……...・H ・.....・H ・H ・H ・.. 20 

一一 IV一一



第 3表 女川層及び船川層の有孔虫化石・H ・H ・.....・H ・..……...・H ・H ・H ・..……...・H ・.....・H ・..…...・H ・..… 21 

第 4表女川層の放散虫化石・H ・H ・..………...・H ・..…...・H ・.....・H ・.....・H ・.....・H ・.....・H ・H ・H ・..…...・H ・.. 22 

第 5表 草薙層，女川層及び船川層の放散虫化石……・H ・H ・H ・H ・.....・H ・..………・H ・H ・.....・H ・.....・H ・.. 23 

第 6表 女川層及び船川層の珪藻化石………...・H ・..……...・H ・H ・H ・..…...・H ・..……...・H ・.....・H ・..… 22-23

第 7表 船川層の放散虫化石……・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 26 

第 8表上玉田川火山岩及び百宅火山岩の K-Ar年代...・H ・..………...・H ・..……...・H ・..……...・H ・.. 27 

第 9表百宅火山岩の化学組成…...・H ・..……………...・H ・.....・H ・..…………...・H ・.....・H ・H ・H ・.....・H ・.. 30 

第 10表鷺川玄武岩の化学組成………...・H ・..………...・H ・..………...・H ・H ・H ・..……・H ・H ・.....・H ・..… 40 

第 11表鳥海火山の形成史の大略…………...・H ・..…...・H ・.....・H ・..…...・H ・.....・H ・..……...・H ・..…… 45 

第 12表 鳥海火山噴出物の層序関係…...・H ・..…...・H ・.....・H ・H ・H ・.....・H ・.....・H ・H ・H ・..……...・H ・..… 46 

第 13表七高山溶岩のマブイツク斑晶組合せ...・H ・H ・H ・..…...・H ・..…...・H ・H ・H ・..…...・H ・..…...・H ・.. 89 

第 14表 鳥海火山の噴火活動に関する古記録...・H ・..……...・H ・H ・H ・..…...・H ・H ・H ・.....・H ・H ・H ・..…… 92 

第 15表 鳥海山及び吹浦地域の活断層...・H ・..…...・H ・..……………...・H ・.....・H ・H ・H ・.....・H ・..……… 106

付表 A-1 鳥海火山噴出物の全岩化学組成 ・・1…...・H ・.....・H ・.....・H ・.....・H ・..…・H ・H ・..…...・H ・..…… 119

第 I図版 1.東鳥海馬蹄形カルデラと後カルデラ期の溶岩流...・H ・..………...・H ・.....・H ・H ・H ・..…… 131

2.新山溶岩円頂丘と舌状溶岩流……....・H ・......・ H ・...・H ・-……...・H ・...・H ・....・ H ・...・H ・..… 131

第II図版 東鳥海馬蹄形カルデラ壁の成層した溶岩・火砕岩……………...・H ・..……・H ・H ・.....・H ・..… 132

第凹図版 (偏光顕微鏡写真) 1.上玉田川火山岩のデイサイト軽石凝灰岩・H ・H ・.....・H ・..………… 133

2.上玉田川火山岩の安山岩…...・H ・..……...・H ・.....・H ・..…………… 133

第IV図版 (偏光顕微鏡写真) 1.鷺川玄武岩……...・H ・-…・…...・H ・.....・H ・..…...・H ・-…………H ・H ・.134 

2.下玉田川層に挟在する玄武岩溶岩...・H ・H ・H ・..…・H ・H ・H ・H ・..…… 134

第V図版 (偏光顕微鏡写真) 1.鳥海火山ステージ Iの朱ノ又川溶岩…...・H ・..…...・H ・..…...・H ・..135 

2.鳥海火山ステージ Iの下玉田川溶岩...・H ・..…...・H ・.....・H ・H ・H ・..135 

第VI図版 (偏光顕微鏡写真) 1.鳥海火山ステージ Iの鳳来山火山岩……...・H ・H ・H ・..…...・H ・..… 136

2.鳥海火山ステージ Iの藤倉川溶岩...・H ・H ・H ・..………...・H ・..…… 136

第四図版 (偏光顕微鏡写真) 1.鳥海火山ステージIIaの笠ガ岳溶岩………...・H ・..……...・H ・..… 137

2.鳥海火山ステージIIbの鳥ノ海溶岩……...・H ・.....・H ・..…...・H ・..137 

第VIII図版 (偏光顕微鏡写真) 1.鳥海火山ステージIIdの万助道溶岩...・H ・H ・H ・..……...・H ・..…… 138

2.鳥海火山ステージII1aの猿穴溶岩…...・H ・.....・H ・..……...・H ・..… 138

一一 V一一



－1－

 * 地　質　部

Keywords: areal geology, geologic map, 1: 50,000, Ch-okaisan, Fukura, Akita, Yamagata, Ch-okai Vo1cano, Dewa
＿

Hill, Neogene, Quaternary, Aosawa Formation, Okawa Formation, Onnagawa Formation，Kusanagi Formation,
Funakawa Formation, Tentokuji Formation, collapses  structure, caldera,  active fault, andesite, lava, debris avalanche,
volcano, oil field.

地域地質研究報告

5 万分の1 地質図幅

秋田(6)第 46・47号

（平成 3年稿)

鳥海山及び吹浦地域の地質

中野　俊＊・土谷信之＊

「鳥海山」及び「吹浦」地域は，地震予知研究の上で緊急性がありかつ重要な地域として指定された

特定観測地域 8 か所のうちの一つ「秋田県西部・山形県西北部」に位置する．

鳥海山地域の現地調査は，「特定地質図幅の研究」として北隣矢島地域及び南隣大沢地域の研究に引続

き昭和 62 年 - 平成元年度に行い，さらに平成 3 年度に若干の補備調査を実施した．調査・研究と執筆は，

新第三系を主に土谷が，鳥海火山噴出物及び第四系を中野が担当した．なお，新第三系及び第四系の取

りまとめには，地質調査所の仁賀保油田地質図（三土，1 9 3 8 ），飽海油田地質図（三土・金原，1 9 4 0 ）及び

白雪川油田地質図（金原，1 9 4 3）の一部を使用した．さらに，断面図中の石油試掘井資料は，地域地質研

究報告「矢島地域の地質」（大沢ほか，1988）の第 34 図より引用した．

新第三系の地質については石油資源開発株式会社の荒木直也探鉱部長及び佐賀　肇主査のご好意によ

り，社内報告資料の一部を引用させていただいた．また，秋田大学的場保望教授のご好意により同大学

の卒業論文を引用させていただいた．さらに，山形大学大沢　せ教授より有益なご教示をいただいた．

鳥海火山の地質に関しては秋田大学林　信太郎助教授に多くのご教示をいただいた．金沢大学守屋以智

雄教授からは鳥海火山の地形分類図の原図を，防災科学技術研究所の井口　隆氏からは立体視地形図の

原図をお借りした．これらの方々に厚くお礼申し上げる．

岩石薄片の製作は地質標本館宮本昭正，安部正治，佐藤芳治，野神貴嗣，大和田　朗各技官による．

地形鳥瞰図は地質情報センター野呂春文技官の作成による．

Ⅰ．　地　　形

（中野　俊）

鳥海山及び吹浦地域は秋田・山形両県にまたがり，行政区画上は秋田県由利郡象潟町・仁賀保町・矢

島町及び鳥海町と山形県飽海郡遊佐町及び八幡町，最上郡真室川町を含んでいる．吹浦地域の西半分は
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海域である．地形的には，東部の出羽丘陵山地，中部から西部の独立峰をなす鳥海火山，南西端の庄内

平野の三つに区分できる（第 1 及び 2 図）．
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にっこう ひのと

出羽丘陵山地は子吉川及び日向川以東の鳥海山地域の東半分を占め，最高峰は 1,145.6 m の丁岳であ

る．丁岳から東西ないし東南東 -西北西方向に水無大森・三滝山・兜山と標高 800-1,100 m以上の稜線が

続き，別名，丁山地とも呼ばれ秋田・山形県の県境である．この稜線は日向川と子吉川水系の分水嶺と

なっている．分水嶺付近では地形が急峻で，起伏量が大きく，多数の崩落崖があり，河川は深い V 字谷
ももやけ ひ たね

を刻んでいる．分水嶺から離れた鳥海山地域北東部（鳥海町百宅・中直根・上直根・小川）では高度を下

げ標高600 m以下のややなだらかな丘陵になっており，子吉川とその支流の直根川沿いには沖積低地や

河岸段丘が形成されている．分水嶺付近の急峻な地形を構成する地層は主に新第三紀の火山岩，それに

対し、北東端部のやや緩やかな地形を構成する地層は主に新第三紀の堆積岩である．丘陵地の中には所々

に大森山，朝日森などの目だって突出した小山があり，それらは流紋岩などの貫入岩体からなる．

鳥海火山は鳥海山地域西半の子吉川・日向川以西と，吹浦地域の庄内平野を除いた大部分を占める．

最高点は標高 2,236 m に達し，東北地方では福島県の燧ヶ岳に次ぐ第二の高峰である．鳥海山は溶岩流

を主体とした第四紀後半の成層火山で，出羽丘陵山地の日本海側にそびえる独立峰をなし，出羽富士と

も呼ばれている．火山体の基底部は東西約 26 km，南北約 14 km に達し，日本でも有数の規模を誇る火

山である（第 3 及び 4 図）．第 5 及び 6 図に鳥海火山及びその周辺の立体視地形図（井口，1988）を示す．

噴出年代の若い溶岩流では，溶岩堤防，溶岩条溝や溶岩じわなどの表面地形の保存が良好で，フローロー

ブの識別が容易である（守屋，1983；第 7 図）．

鳥海火山はおおまかに西部（西鳥海）と東部（東鳥海）に分けられる．“西鳥海”は南西に開いた西鳥海馬

蹄形カルデラからその西側に，溶岩流に覆われたなだらかな山容が日本海に向かって広がっており，海

岸線は溶岩の断崖からなっている．西鳥海はその山頂部を除くと大部分が吹浦地域に含まれる．山体の
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上部には東西ないし北西 -南東方向に延びた北ないし北東落ちの正断層群が発達する．一方，“東鳥海”

は北に開いた東鳥海馬蹄形カルデラを中心とし，鳥海山地域に含まれる．山体の表層部は若い溶岩流で

覆われている．山頂近くは 30°近い傾斜をなし，比較的なめらかな円錐形の山体である．東鳥海も西鳥海

も，山頂部を中心に放射状に河川が刻まれているが，一部を除いて谷幅は狭く下刻作用もそれほど著し

くない．

鳥海火山の周辺には火山岩屑よりなる堆積物が広く分布し（主に，北の象潟及び矢島，南の酒田及び大

沢地域内），流れ山地形が見られることも多い（第8図）．それらの給源としていくつかのカルデラないし

崩壊地形がみられる（第 9 図）．カルデラ地形として東鳥海馬蹄形カルデラ（第 9 図の A）や西鳥海馬蹄形

カルデラ（第9図のB）が顕著である．これらのカルデラ内は新しい溶岩円頂丘や溶岩流により一部が埋

め立てられている．東鳥海馬蹄形カルデラは 3,000-2,600 年前の象潟岩屑なだれの発生源である．奈曽

溪谷（奈曽川中・上流の渓谷，奈曽谷とも呼ぶ；第 9図のC）は，鳥海火山に刻まれる谷としては著しく幅

が広く深い溪谷の一つで（幅 500-1,000 m，深さ 300-500 m），谷頭で広がっており，単に河川の下刻作用

のみでなく谷頭の崩壊により拡大した可能性が大きい．また，南麓の鳳来山から北へたどる尾根（第9図

のD）や上ノ台の西縁（第 9図のE）で囲まれる凹地形も古い崩落崖である可能性がある．その内側の鶴間

池を囲む直径 1.5 km の凹地形（第 9 図の F）も崩壊によるものであり，その滑落ブロック上には鶴間池

がある．火山体の北や南に分布する古い時代の岩屑堆積物はその多くが山体崩壊によるものと考えられ，
おおだいら

その一部はこれらのカルデラないし崩壊地形に由来するのかも知れない．また，西鳥海の大平周辺にも

第 4図　北西上空からみた鳥海山（大阪 -秋田間の定期航空便より原山　智技官撮影）
奈曽渓谷（手前）及び後カルデラ期の溶岩流に埋め立てられた東鳥海馬蹄形カルデラ

がよくわかる
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西に開いた凹地形がある．そのほか，日向川北岸，上ノ台の溶岩末端崖や大台野の火砕流台地の東縁で

も多数の滑落崖が発達している．

　庄内平野は南隣酒田地域からその南の鶴岡地域を中心に広がっており，吹浦地域内の庄内平野はその
がっこう

北端部に当たる．月光川下流域の標高 20 m 以下の沖積平野と，海岸線と平行に幅 1.5-2 km にわたって

発達する比高 45-60 m の庄内砂丘からなっている．
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第 8図　象潟岩屑なだれ堆積物の流れ山地形（北隣矢島地域内・仁賀保町冬師の南）
この岩屑なだれ堆積物は，今から 3,000-2,600 年前に発生し，東鳥海馬蹄形カルデラを形成した
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Ⅱ．　地　質　概　説

（土谷信之・中野　俊）

Ⅱ．1　研　究　史

　　　

鳥海山及び吹浦地域の鳥海火山噴出物を除く新第三系 -第四系の調査研究は佐川（1898-99）の 20万分

の 1 酒田地域の調査から始まった．戦前には油田・ガス田の探査のため，仁賀保油田（三土，1938）及び

飽海油田（三土・金原，1940）などの精密な基礎調査によって鳥海山周辺の第三系 -第四系の基本的な岩相

層序が明らかにされた．

戦後も石油探鉱が行われ，吹浦油田などの開発に伴って，調査研究が行われた（鯨岡，1953；沖，1960；

井上，1962；猪俣，1962；片平ほか，1977）．それらの成果のうち，最初に鯨岡（1953）は山形県庄内・新

庄地域の第三系の層序を確立した．続いて井上（1962）は秋田県本荘市付近から庄内及び新庄に至る地域

で層序学的，古地理学的研究を行って，女川層とそれ以降の海成層の堆積過程を示した．すなわち女川

層及び船川層の堆積時期には鳥海山周辺の仁賀保町及び鳥海町下直根-上直根付近に沈降帯が存在し，そ

の間に海底高地が存在することを明らかにした．また，池辺（1962）は秋田県下の石油探鉱調査成果をま

とめ，新第三系の層序を確立し、油田堆積盆の地史を生成期・積成期及び解体期に分けられることを示

した．

一方，東北大学の研究者は昭和50年代から秋田・山形県境地帯付近で精力的な調査研究を行い，Kato

（1955）が新第三系下部の火山岩の層序と火成活動を初めて明らかにした．その後，半沢ほか（1958），田

口・阿部（1953），田口（1959）などが成果を公表し，Taguchi（1962）がこれを総括した．Taguchi（1962）の

研究は秋田県南部から山形県北部に至る広範囲の層序・構造を明らかにし，本地域の新第三系の下部が

多様な火山噴出物からなり，上部が厚い海成層からなることを示した．さらに，海成層の積成は北西-南

東に延びた基盤ブロックの傾動運動に支配されていたことを明らかにした．この基盤の傾動方向は本地

域東部の新第三系中・下部の主要な地質構造にも反映している．

近年の研究では，本地域周辺において酒田（池辺ほか，1979），湯沢（大沢ほか，1979a），浅舞（大沢ほ

か，1979b），象潟（大沢ほか，1982），矢島（大沢ほか，1988），大沢（土谷，1989）の各地域の 5 万分の 1

地質図幅が出版された．これらの研究を通じて，第三系下部の層序，青沢層の玄武岩類や油田地帯の深

部地質構造について新たな知見が示されている．第三系下部についてはOhguchi（1983）がその層序区分

を改訂し，詳しい火成活動史を明らかにした．青沢層の玄武岩類について田口（1973）や今田（1977）はそ

のオフィオライト的性格を明らかにした．Tsuchiya（1990）はこれを背弧リフト火成活動によって形成さ

れたと考えた．深部地質構造については南北性の断層及び褶曲構造が支配的であることや，仁賀保衝上

断層群，酒田衝上断層群などの大規模な逆断層の実体が明らかにされた（大沢ほか，1989）．

鳥海火山の地質に関する研究は中島（1906），安斎（1950），Onuma（1963a），柴橋・今田（1972），柴橋
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（1973），後藤（1981）及び林（1984a）がある．中島（1906）は鳥海火山を新火山と旧火山に区分した．Onuma

（1963a）は西鳥海と東鳥海の二つの火山体に区分し，それらは指交関係にあるとした．安斎（1950）は，初

期火山体，笙ヶ岳火山錐，猿穴火山体及び新山溶岩錐に分けた．柴橋・今田（1972）及び柴橋（1973）は初

期火山体，西鳥海火山体，猿穴火山体及び東鳥海火山体の四つに分けた．後藤（1981）の研究は詳細は公

表されていないが，全体を 6つのステージに区分した．安斎（1950）以後の研究は初期の噴出物が現在の

鳥海火山の全周囲の山麓に分布し，それが古い成層火山を形成していたという点で共通している．そし

て，最も詳細な研究は林（1984a）により行われ，火山活動全体がほぼ解明された．林（1984a）は鳥海火山

を三つのステージに大きく区分している．ステージⅠでは古期の成層火山体が形成されたが，林（1984a）

は初めてその形態や規模を明らかにした．ステージⅡは主に西鳥海火山，ステージⅢは猿穴火口と東鳥

海火山の活動であるとした．

鳥海火山の岩石学的研究としては，林　信太郎による一連の研究が最も重要である．鳥海火山の岩石

はカルクアルカリ安山岩と少量の玄武岩からなる．岩石と活動順序の関係は小藤文次郎が中島（1906）の

中で指摘しているのが最初である．「旧火山に於ては火山完成に近づくに従い益々角閃石を増加し…（略）

…新火山溶岩に砂ては一も角閃石の存在せるものなくかつ旧火山丘に於けるよりもかんらん石を減ずる

の傾あるが如き…（略）…酸性岩に多く含るる角閃石が基性岩に好んで出づるかんらん石と量の増減を同

軌一にするは岩石学上の常規を脱す，この異常は果してこの火山の特質なるかな，将来火山学者の注目

すべき要点なりとす」と述べている．その後，岩石記載は Onuma（1963a）や林（1984b），岩石の化学分

析は主にOnuma（1963b）と林（1984b）により行われている．石川（1958）はかんらん石と角閃石の共存す

る岩石は玄武岩マグマに地殻の同化あるいは酸性マグマの混合が起こった結果生成されたとした．

Onuma（1963b，1964）は，カルクアルカリ系列の安山岩は高アルミナ玄武岩系列の岩石の地殻物質の同

化作用により生成されたとし，角閃石斑晶の有無は同化作用の違いのみでなく，同化する以前のマグマ

の化学組成に依存するとした．また，林・青木（1985）は造岩鉱物の化学組成，林（1986）は微量元素組成

を発表し，それらの検討から，かんらん石斑晶を含まない安山岩は玄武岩マグマの結晶分化，かんらん

石斑晶を含む安山岩はマグマの混合により形成されたことが明らかになった（Hayashi，1985）．混合マグ

マの端成分については林・藤巻（1984），林・大友（1987）及び林（1990）の研究がある．

鳥海火山の山麓に広く分布する岩屑堆積物の地形及び成因に関する研究もいくつか行われている．水

野（1962）は北麓に分布する岩屑堆積物を，新しい象潟“泥流”と由利原一帯の古い“泥流”に分けてい

る．このうち，3,000-2,600 年前の象潟岩屑なだれ（象潟泥流）堆積物は詳しく研究されており，加藤

（1977，1978），大沢ほか（1982）や宇井ほか（1986）などが記載している．また，それより古い岩屑堆積物は

北麓の由利原では加藤（1984）や大沢ほか（1988）が，南麓の堆積物については土谷（1989）が記載している．

また，宇井（1972）は火砕岩中の岩塊の帯磁方位を測定することにより，八幡町大台野と遊佐町東山付近

の火砕岩が高温の火砕流堆積物であることを明らかにしている．鳥海山周辺の岩屑堆積物とその供給源

についての関係は加藤（1986）及び井口（1988）により記述されている．

鳥海火山の地形の研究は佐藤（1950）により行われた．佐藤（1950）は中腹及び山麓の断層地形，側火山

と溶岩流の流動方向について記述している．宇井（1972）及び林（1984a）は同一断層でも切られる溶岩流

によって変位に差があることから，変位は一度に起こったのではなく，繰り返し起こったと述べている．
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周氷河地形や扇状地については米地（1972）が記述している．守屋（1983）は空中写真判読に基づく鳥海火

山の地形分類図を作成した（第 7 図）．

鳥海火山の歴史時代の活動については中島（1906），大森（1918, p. 154-159）及び植木（1981）によりまと

められている．また，1974 年の噴火に関しては宇井・柴橋（1975）や Ui et al.（1977）などに詳しく述べ

られている．

Ⅱ．2　地 質 の 概 要

鳥海山及び吹浦地域は東北日本背弧地域に属し，中期中新世までのいわゆるグリーンタフ火山活動地

域に当たり，それ以降の油田堆積盆の中に位置している．本地域の新生界は中期中新世前期の火山噴出

物主体層，中期中新世後期から前期鮮新世の堆積物，後期中新世後期から前期鮮新世の火山岩，後期鮮

新世の堆積物，更新世から完新世の堆積物，中期更新世から完新世の鳥海火山噴出物に大きく区分でき

る．第 10 図に本地域の地質と層序の概略を示す．

ⅡⅡⅡⅡⅡ．2．1　中期中新世前期の火山噴出物主体層

本地域の下部新第三系の地層は畑村層，須郷田層，青沢層及び大川層である．畑村層と須郷田層は鳥

海山地域北東端に分布する．畑村層は酸性火砕岩を主とし，台島型植物群化石を産し，これを覆う須郷

田層は薄い礫岩・砂岩及びシルト岩からなる．須郷田層は周辺地域から浅海貝化石及び有孔虫や放散虫

などの微化石を多産しており，中期中新世前期（西黒沢期）の急速な海進時の堆積物である．青沢層は鳥

海山地域南西部に露出し，さらに吹浦地域の地下に伏在する．本層は主として玄武岩溶岩及び火砕岩か

らなり，海成泥岩を挟み，中期中新世前期の秋田・山形油田地帯の海底で噴出した膨大な玄武岩の一部

である．大川層は鳥海山地域南東部に分布し，主として変質した安山岩の溶岩及び火砕岩からなり，海

成泥岩層を挟み，中期中新世前期の海底火山活動及び堆積作用により形成された地層である．

中期中新世前期の鳥海山及び吹浦地域を含む東北日本背弧地域は，全般に活発な火山活動が行われ，

急速な海進の場であった（池辺，1962：Ohguchi, 1983）．このとき鳥海山地域北東部では陸域ないし浅海

での畑村層の酸性火山活動とそれに続く須郷田層の海成層の堆積が行われた．これに対して鳥海山地域

西部以西では海底で膨大な青沢層玄武岩の噴出が行われていた．大川層の安山岩火山活動の場は鳥海山

地域付近の岩相分布からみて，おそらく青沢層分布域と畑村・須郷田層分布域との境界部にあった．

ⅡⅡⅡⅡⅡ．2．2　中期中新世後期-前期鮮新世の堆積物

この時期の堆積物は秋田県側の女川層，これと同時同相の山形県側の草薙層，さらに船川層，天徳寺

層及び丸山層からなる．女川層及び草薙層は須郷田層，青沢層及び大川層を整合に覆って鳥海山地域東

部及び南部に露出し，主として硬質泥岩及び暗灰色泥岩からなり，酸性火砕岩及び安山岩の火砕岩を挟

有する．両層の下部は主として硬質泥岩からなり，暗灰色泥岩を挟む．両層の上部は暗灰色泥岩及び硬

質泥岩からなり，両泥岩はしばしば互層していわゆる硬軟互層をなす．女川層からは中期中新世後期か

ら後期中新世前期の放散虫化石が報告されている．船川層は女川層を整合に覆って鳥海山地域北東部に
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分布し，主として暗灰色泥岩からなり，シルト岩を挟有する．船川層は砂質種の底生有孔虫化石と後期

中新世後期から前期鮮新世の珪藻化石を産する．

女川・草薙層及び船川層の堆積時，これらの地層の分布からみて，鳥海山及び吹浦地域の大部分は海

域となり，主として泥質砕屑物が堆積した．女川・草薙層は整然とした層理を示し，火山噴出物も少な

かったので , 中期中新世後期から後期中新世前期までの本地域では，火山活動，構造運動ともに比較的

静穏であった．しかし，後期中新世後期頃からは火成活動が活発化した．

ⅡⅡⅡⅡⅡ．．．．．2．3　後期中新世後期-前期鮮新世の火山岩及び貫入岩

後期中新世後期-前期鮮新世の火山岩は安山岩を主体とし，上玉田川火山岩及び百宅火山岩からなる．

従来，上玉田川火山岩は大川層の一部とされ，百宅火山岩は鳥海火山の基底部と考えられていたが，本

報告の研究によって，いずれも後期中新世後期-前期鮮新世の火山岩であることが明確になった．また，

鳥海山地域の中部，南部及び東部には中新統から鮮新統下部の地層を貫く多数の貫入岩があり，花崗岩

類，ドレライト，変質安山岩，安山岩及び流紋岩 - デイサイトからなる．

上玉田川火山岩は鳥海山地域中部の上玉田川陥没構造の内部に分布し，酸性火砕岩とやや変質した安

山岩の溶岩及び火砕岩からなり，5-6Ma の K-Ar 年代を示す．百宅火山岩は女川層を覆い，船川層上部

と指交し，鳥海山地域東半部に分布し，主として安山岩火砕岩及び溶岩からなり，安山岩-デイサイトの

貫入岩を伴っていて，3-7Ma の K-Ar 年代を示す．

花崗岩類は大川層を貫き，主として花崗閃緑岩，石英閃緑岩及び流紋岩からなる．ドレライトは大川

層から上玉田川火山岩までを貫いて，主に岩床や岩脈をなす．変質安山岩は女川層を貫き，ドーム状の

岩体をなすことが多い．安山岩は女川・草薙層から百宅火山岩を貫いて，岩脈及び岩床などをなす．流

紋岩 - デイサイトは主として女川・草薙層から百宅火山岩までを貫き，岩脈やドーム状岩体をなす．

本地域では，後期中新世後期から火山活動が活発化し，上玉田川火山岩及び百宅火山岩が後期中新世

の海成層の堆積盆内に噴出した．これらの火山岩は一部で海成泥岩を挟んでいるので，主に海底で噴出

活動を行い，火山体を形成したとみられる．上玉田川火山岩は鳥海山地域中央部に形成された陥没構造

内に噴出し，百宅火山岩はこれを覆って噴出した．本地域の貫入岩はその貫入層準や産状からみて，中

期中新世から前期鮮新世にかけて貫入したが，安山岩貫入岩体の多くは岩質の類似性からみて百宅火山

岩の活動期とほぼ同じ時期に貫入したと推測している．

ⅡⅡⅡⅡⅡ．2．4　後期鮮新世の堆積物

この時期の堆積物は秋田県側の天徳寺層及び笹岡層，山形県側の丸山層及ぴ観音寺層からなる．天徳

寺層は船川層を一部では傾斜不整合で覆い，鳥海山地域北部から吹浦地域北東端にかけてわずかに分布

し，主としてシルト岩からなっている．山形県側の丸山層は天徳寺層にほぼ相当し，主として灰色シル

ト岩からなり，有孔虫及び貝化石を産する．笹岡層は天徳寺層を覆い，主として砂からなり，これに相

当する山形県側の観音寺層は丸山層を覆って主として中粒-細粒砂からなる．両層は大桑-万願寺動物化

石群の貝化石を多産し，後期鮮新世から一部は前期更新世にかかる地層である．

船川層と天徳寺層の間の傾斜不整合は前述の後期中新世後期-前期鮮新世の火山活動に伴った局地的
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構造運動によるものかもしれない．後期鮮新世の堆積物は上位ほど粗粒化し，浅海貝化石を多産するよ

うになり，海退期の堆積物であったことを示している．

ⅡⅡⅡⅡⅡ．2．5　更新世 -完新世の堆積物

笹岡層及び観音寺層の堆積から引き続いた，粗粒砂を主体とする前期更新世の西目層及び常禅寺層の

堆積期には，本地域は次第に陸化していったとみられ，火山活動はやや活発化した．鳥海火山南麓の天

狗森火砕岩は一部常禅寺層と指交している．さらに，鳥海火山の下に分布する陸成層の下玉田川層・蕗

沢層の堆積期にも火山活動は小規模に起こっていた．これらの火山活動は，時代未詳の鶯川玄武岩とと

もに鳥海火山に先行する火山活動である．このうち，天狗森火砕岩と下玉田川層中の火山岩は鳥海火山

の火山岩と岩質が類似しており，それらと鳥海火山の活動の区別は明確なものではない．天狗森火砕岩

の堆積期には，現在の庄内平野では庄内層群と呼ばれる粗粒砂を中心とした地層が堆積しており，その

後には庄内平野が形成された．

鳥海火山が形成されつつあるとき，山麓では土石流を中心とした火山麓扇状地の形成が続いた．また，

完新世になると，海岸沿いでは風成砂が鳥海火山の溶岩を覆い，また，庄内平野では庄内砂丘が形成さ

れた．

ⅡⅡⅡⅡⅡ．2．6　鳥海火山噴出物

先行する火山活動に引き続き，鳥海火山の活動は約50万年前に開始した．鳥海火山噴出物は下位から

ステージⅠ，Ⅱ及びⅢの噴出物に分けられる．大まかには，ステージⅠは中期更新世，Ⅱは後期更新世，

Ⅲは後期更新世 - 完新世の活動である．いずれも安山岩溶岩の流出を主体とした活動であった．

ステージⅠは古期成層火山の活動期である．中心噴火によるほぼ円錐形の火山体が形成された．この

ステージの噴出物の総体積は 47km3 に達し，鳥海火山の大半を占めている．また，ステージⅠに大規模

な山体崩壊が何度か発生しており，火山体の北麓と南麓に大量の岩屑堆積物を供給した．

ステージⅡは西鳥海馬蹄形カルデラ付近を中心とした“西鳥海”の活動期である．このステージの噴

出量は 22km3である．このステージの特徴として，ほぼ東西方向に配列した観音森や大平などの側火口

群の存在があげられる．ステージⅡの活動の始まりは約16万年前で，ステージⅠの活動と連続しており，

大きな活動休止期はない．ステージⅡの噴出物は下位からⅡa,Ⅱb,Ⅱc及びⅡdの噴出物に区分される．

ⅡaとⅡbの噴出物は岩質の変化によって区分される．ⅡbとⅡcは西鳥海馬蹄形カルデラの形成をもっ

て区分される．Ⅱ cは“東鳥海”の活動期で，火山体の東麓や，西鳥海馬蹄形カルデラ内に溶岩が流出し

た時期である．Ⅱ d は西鳥海の中央火口丘（鍋森溶岩円頂丘や鳥ノ海火口）の活動期である．

ステージⅢは東鳥海馬蹄形カルデラを中心とした”東鳥海”の活動期である．現在の山頂付近を中心

とした溶岩の流出が繰り返され，その後山頂付近の大規模な山体崩壊により東鳥海馬蹄形カルデラが形

成された（3,000-2,600年前）．その後の活動はすべてこのカルデラ内で起こっている．ステージⅢはこの

カルデラ形成をもってⅢa とⅢ b に区分される．ステージⅢの噴出物の体積はおよそ4.3km3 と見積られ

ている．また，西鳥海西斜面の側火口活動（猿穴溶岩の噴出）もステージⅢaに起こっている．なお，有史

時代の活動は，1801 年の新山溶岩円頂丘の形成を除くとほとんどが水蒸気爆発である．
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Ⅲ .　新　第　三　系

（土谷信之・中野　俊）

Ⅲ．1　畑　村　層（Ht）

命名　畠山（1954）

模式地　秋田県由利郡東由利町畑村付近（矢島地域）．

分布及び層厚　鳥海山地域の北東縁，鳥海町酢々内から新沢平にかけて狭く分布する．本地域の周辺で

は，北隣矢島地域東部から東隣湯沢地域西部にかけて広く分布している．全層厚は400-600mであるが，

鳥海山地域内には上部 200m が露出している．

層位関係　畑村層は鳥海山地域北東部の最下部の地層である．これより下位の地層は露出していないの

で , 下位の地層との層位関係は不明である．隣接する矢島及び湯沢地域内では下位の鹿ノ爪層，飯沢層

及び皿川層を整合に覆う（大沢ほか，1979a，1988）．

岩相　本層は主として酸性火山礫凝灰岩及び凝灰岩からなり，上部では凝灰質砂岩及び泥岩を挟む．本

層は通常塊状ないし弱い層理を示すが，上部では凝灰質砂岩及び泥岩を挟んで互層し，明瞭な層理を示

す．また，薄い玄武岩質火山礫凝灰岩層を上部に挟む．酸性火山礫凝灰岩及び凝灰岩は淡緑-青緑灰色，

一部紫褐色を呈し，やや軟弱で変質した軽石に富み，流紋岩-安山岩の細かい岩片を含む．凝灰質砂岩及

び泥岩層は淡緑灰色を示し，軟弱である．

化石　本地域内ではわずかな植物化石片を認めたのみである．しかし，周辺地域内では温暖な気候を示

す台島型植物化石，珪化木及び Balunus（フジツボ）を産する（大沢ほか，1979a，1988）．

Ⅲ．2　須 郷 田 層（Sg）

命名　大ご（1936）の須郷田凝灰質砂岩層を改めて片山（1941）が命名した．

模式地　秋田県由利郡東由利町須郷田付近（浅舞地域）．

分布及び層厚　鳥海山地域北東部の鳥海町酢々内西方から新沢平南方にかけてわずかに分布する．層厚

は 30-50m と薄い．模式地付近では 100-300m である（大沢ほか，1979b）．

層位関係　下位の畑村層を整合に被覆する．

岩相　須郷田層は主として砂岩，シルト岩及び泥岩からなり，薄い礫岩を挟む．礫岩は本層下部に挟有

され，流紋岩 -安山岩の礫に富み，小 -中礫を主としている．砂岩は主として本層の下 -中部に卓越し，灰
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色-淡緑灰色 , 凝灰質でやや軟弱であり，弱い層理を示す．シルト岩及び泥岩は本層の中-上部に挟在し，

灰色ないし暗灰色，やや軟弱で弱い層理を示すが，上位に向かって次第に硬くなり，明瞭な板状層理を

示すようになる．

化石　本層は浅海生貝，有孔虫及び放散虫の化石を多産し，本地域内では第1表の放散虫化石が報告さ

れている．北隣の矢島地域内では，浮遊性有孔虫化石の Globorotalia Peripheroronda, Glt. quinifalcata,

Glt. birnageae などが報告され（大沢ほか，1988），本層が中期中新世前期の地層であることを示してい

る．

Ⅲ．3　青沢層（Al, Ab, Am）

命名　鯨岡（1953）による．半沢ほか（1958）の中野俣川層及び Taguchi（1962）の大川層青沢玄武岩質凝灰

角礫岩部層及び西川安山岩質（玄武岩質）凝灰角礫岩部層に相当する．

模式地　山形県飽海郡八幡町青沢東方一帯（大沢地域）．
か の ま た

分布及び層厚　青沢層は鳥海山地域南西部の日向川東岸から日向川支流の鹿ノ俣川及び白沢川にかけて

分布する．本層の下限は不明であるが，層厚は800 m以上と見積られる．また，模式地付近では1,500 m

以上である（土谷，1989）．

層位関係　本層より下位の地層が露出していないので下位の地層との関係は不明である．本層は産出す

る化石や周辺の層序・構造からみて須郷田層及び畑村層上部と同時異相であろう．

岩相　本層は主としてかんらん石玄武岩及びかんらん石普通輝石玄武岩の溶岩及び火砕岩からなり，暗

灰色泥岩を挟有する．玄武岩溶岩は主に八幡町前ノ川流域の本層下部で認められ，主として塊状溶岩か

らなり水冷破砕溶岩や枕状溶岩を伴っている（第 11図）．塊状溶岩は厚さ数10 m以下，暗灰色ないし暗

緑灰色，柱状及び板状節理が発達し，気泡に乏しい．溶岩内部はところにより粗粒でドレライトのよう
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な外観を呈する．水冷破砕溶岩及び枕状溶岩は塊状溶岩の周辺部などに見いだされ，体積比で10％程度

の気泡を含んでいる．玄武岩火砕岩は本層の主体を占めるもので，緑灰色-暗緑灰色，一部紫褐色を呈し，

主として凝灰角礫岩及び火山角礫岩からなり，火山礫凝灰岩及び凝灰岩を含む．凝灰角礫岩及び火山角

礫岩は不規則な形態の岩片とそれらの細片からなる．岩片は通常長径1 mから数 cm程度，気泡に富み，

急冷縁を持ち，アメーバ状の形態を呈していることがある（第 12 図）．このような岩相は Yamagishi

第12図　青沢層の玄武岩火山角礫岩（八幡町，鹿ノ俣川下流）．気泡に富み，急冷縁を持つ岩片を含む
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（1987）のハイアロクラスタイト（A）に類似し，水底での噴出活動によって形成されたらしい．火山礫凝灰

岩及び凝灰岩は通常細かい気泡を含む玄武岩岩片及び細片からなり，層理を呈することが多い．火砕岩

は玄武岩岩脈に貫かれ，岩脈は主として北東 -南西方向を示し，その幅は 3m 以下で，一部は水冷破砕さ

れ，発泡している．

かんらん石玄武岩（YD 1867 ／ GSJ  R 57841）

産地・産状：八幡町，熊沢川中流．塊状溶岩．やや粗粒でわずかな気泡を有する．

斑晶：かんらん石

　　　かんらん石は径 0.5-2 mm，少量，緑泥石及び炭酸塩鉱物に変質し，仮像となっている．

石基：斜長石，単斜輝石，変質鉱物，鉄鉱

　　　斜長石は 0 . 4 mm 以下，配列に方向性がある．単斜輝石は一部斜長石をポイキリティックに取り込ん

　　　　でいる．鉄鉱は一部針状である．ハイアロオフィティック組織を示す．

暗灰色泥岩は前ノ川沿いの 2-3 層準にわずかに挟有され，厚さは数 10 m 以下である．暗灰色 - 灰色を

呈し，明瞭な層理をもち，やや石灰質である．

化石　本地域内の青沢層からは報告されていない．南隣大沢地域内では浮遊性有孔虫，漸深海帯の底生

有孔虫及び浅海貝化石を産し，本層は男鹿半島の西黒沢層に対比されることを示している（佐藤，1986；

土谷，1989）．

Ⅲ．4　大川層（Op，Ob，Os）

命名　Taguchi（1962）．ただし，Taguchi（1962）は青沢層も大川層の一部層として記載していたが，本報

告では青沢層とは区別する．大川層上部には泥岩があり（第13図），この泥岩についてはTaguchi（1962）

が石蓋狩沢泥岩層と呼び，草薙層下部に含めていて，大沢地域の報告（土谷，1989）でもこれに従った．

しかしこの泥岩は草薙層の硬質泥岩より下位にあって，青沢層の泥岩に類似した岩相を持つ．さらに，

鳥海山地域内では大川層の安山岩火砕岩中にも同様の泥岩が頻繁に挟在することが確かめられたので，

本報告ではこの泥岩を大川層に含めることがより合理的と判断した．本層は猪俣（1962）の石蓋狩沢層に

相当する．

模式地　山形県最上郡真室川町大沢川（大川）上流の明神沢中流．

分布及び層厚　鳥海山地域南東部，鳥海町遠上山から真室川町明神沢及び小又川上流にかけて分布する．

本層の下限は不明であるが，層厚は 900 m 以上と見積られる．

層位関係　本層の下位の地層が露出していないため不明である．青沢層との関係は直接露頭で観察でき

ない．しかし，本層に挟有される玄武岩火砕岩や暗灰色泥岩が青沢層のそれらと岩相がよく類似してお

り，両層は同時異相の関係にあると考える．また，本層は女川層にも直接整合に覆われるので須郷田層

とも同時異相であろう．

岩相　大川層は主として安山岩の溶岩及び火砕岩からなり，泥岩及び酸性火砕岩を挟有している（第13

図）．安山岩溶岩及び火砕岩は主として変質した（かんらん石）普通輝石安山岩及び紫蘇輝石普通輝石安山

岩の溶岩及び火砕岩からなり，玄武岩溶岩及び火砕岩，流紋岩溶岩，少量の酸性火砕岩及び暗灰色泥岩

を挟有する．安山岩溶岩は緑灰色 -灰色を呈し，塊状で厚さ数m-数 10 m，溶岩縁辺部は気泡を含み，急
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冷縁を伴い水冷破砕されたことを示すものもある．安山岩火砕岩は主として溶岩と同質の火山角礫岩及

び凝灰角礫岩からなり，灰緑色，ときに紫褐色を呈する．火砕岩の岩片は一部よく発泡している．泥岩

は主として本層の上部を占め，安山岩溶岩及び火砕岩中にも挟在する．黒色-灰色を呈し，シルト岩，砂

岩，安山岩及び酸性凝灰岩を挟有する．泥岩は数 10cm 単位の弱い層理を示し，層理に沿って割れやす

い．やや石灰質で軟弱な岩相と黒色でやや硬質な岩相があり，本層の上部には硬質なものが多い．酸性

火砕岩は淡灰色-淡緑色の火山礫凝灰岩及び軽石凝灰岩からなり，ところにより黒色泥岩の岩片を含む．

化石　大川層中の泥岩は有孔虫化石を産し，猪俣（1962）によって大沢川中流及び石蓋狩沢から Hopkin-

sina morimachiensis などの石灰質底生有孔虫が報告されている．

Ⅲ．5　女川層（Om1，Om2，Kb，Ot）

命名　外山（1925）が男鹿半島で女川珪質頁岩層と呼んだ地層を千谷（1930）が女川層と改めて命名した．

模式地　秋田県男鹿市女川付近の海岸．
じ ねご

分布及び層厚　鳥海山地域東部の鳥海町小川，上直根，上笹子から丁川上流の県境付近まで広く分布す
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いたびら

る．また，鳥海町百宅大森の西方及び板平南方にも分布する．本層の層厚は 600-700m である．

層位関係　女川層は鳥海山地域北東部では須郷田層を整合に覆い，南部の県境の山岳地帯では大川層を

整合的に覆っている．また，本層は山形県側の草薙層とほぼ同じ層準・岩相で一連の地層である．

岩相　女川層は岩相上，硬質泥岩を主体とする地層と，暗灰色泥岩及び硬質泥岩からなる地層に大きく

区分できる．

硬質泥岩を主体とする地層は主として本層の下部に発達するが，丁川上流では発達しない．下部には

海緑石を含む砂岩-シルト岩を挟む．硬質泥岩は珪質で明瞭な板状層理を持ち，硬質シルト岩，暗灰色-黒

色泥岩，酸性凝灰岩を挟有する．また，層状ないし団塊状の炭酸塩岩を有する（鹿野ほか，1981）．硬質

泥岩及び硬質シルト岩は灰白 -灰色を呈し，珪質で非常に緻密である．通常 10 数 cm 以下の単位の規則的

で明瞭な板状層理を示し，単層内部にも細かい縞状の葉理が認められることがある．板状ないし角片状

に割れ，割れ口はときに貝殻状断口を示す．単層の間にはやや軟らかい暗灰色泥岩 -シルト岩の薄層を挟

む．硬質泥岩の一部には長径数10 cmないし100 m程度のコンクリーションが含まれ，ときに一つの層準

に並んで挟まれている．丁川中流では安山岩火砕岩を挟む．

暗灰色泥岩及び硬質泥岩からなる地層は主として本層上部を占める．主として暗灰色泥岩及び灰白-灰

色の硬質泥岩からなり，灰色シルト岩，酸性凝灰岩，凝灰質砂岩及び安山岩火砕岩を挟有している．暗

灰色泥岩及び硬質泥岩は , しばしば数 10-数 cm 単位の互層状となり , いわゆる硬軟互層となっている

ことが多い（第14図）．この地層は上位の船川層に近づくにつれて硬質泥岩が乏しくなり , 層理が弱くなる．

暗灰色泥岩は弱い層理を示し，緻密である．風化すると褐色がかって節理が発達し，数 cm大の破片に割

れやすい．硬質泥岩は本層下部のものと比べて，やや軟らかく泥質またはシルト質である．灰色シルト

岩はやや厚い単層を示し，ときに凝灰質または珪藻質である．

第14図　女川層の暗灰色泥岩勝ちの互層（鳥海町，大火山南東方の林道沿い）
硬質泥岩（白色部）を挟む
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酸性凝灰岩は通常厚さ数 10 cm 以下で，灰白色を呈し，一部軽石質である．丁川上流では厚さ数 10 m

の変質した火山礫凝灰岩及び凝灰岩層が挟有されている．この凝灰岩は緑灰色ないし灰褐色で，側方へ

の連続性に乏しい．

安山岩火砕岩は東隣湯沢地域（大沢ほか，1979a）では加無山安山岩とされたものの一部に相当し，本層

中に整合的に挟在する．主として無斑晶質または斜長石斑状の（紫蘇輝石）普通輝石安山岩の火砕岩から

なる．火砕岩は暗灰色-灰色を呈し，主として火山角礫岩及び凝灰角礫岩からなり，局地的に同質の円礫

及び巨円礫の層を挟む．

化石　女川層は大型化石に乏しいが普遍的に Sagarites chitanii Makiyama，魚鱗，有孔虫，放散虫及

び珪藻化石を産する．有孔虫化石は本層下部で乏しいが，高野ほか（1991）が Spirosigmoilinella com-

pressa などを報告し（第 3 表），瀬能ほか（1989）も Cribrostomides spp．や Bathysiphon aremacea など漸

深海域を示す種を報告した．放散虫化石（第 2, 4 及び 5 表）は八幡（1990）が Lychnocanoma nipponica

magnacornuta Sakai（生息期間 8-10 Ma）を笹子峠西方から報告し，瀬能ほか（1989）が板平南方の子吉川

沿いから同様の化石を報告した．珪藻化石は本層からの産出は乏しいが，瀬能ほか（1989）の報告がある

（第 6 表）．以上の微化石から本地域の女川層は中期中新世後期ないし後期中新世前期の地層であろう．
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Ⅲ．6　草薙層（Km1，Km2，Kb）

命名　飯ご（1930）

模式地　山形県最上郡戸沢村草薙の最上川沿い（清川地域）．

分布及び層厚　鳥海山地域南部の八幡町日向川上流から真室川町大沢川及び明神沢下流にかけて分布す

る．本層の層厚は大沢川沿いで 500 m，日向川上流で 600-700 m である．

層位関係　青沢層及び大川層を整合に覆う．秋田県側の女川層とは層準及び岩相がほぼ一致し，一連の

地層である．

岩相　草薙層は主として硬質泥岩，暗灰色泥岩及びシルト岩からなり，岩相によって，硬質泥岩主体の

下部と暗灰色泥岩及び硬質泥岩からなる上部とに区分される．

草薙層下部の硬質泥岩を主体とする地層は主として珪質で明瞭な板状層理の発達した硬質泥岩からな

り，硬質シルト岩を挟み，暗灰色泥岩及び酸性凝灰岩を挟有する．硬質泥岩及び硬質シルト岩は灰色で

緻密であり，通常暗灰色泥岩やシルト岩の薄層を挟有して数 -10 数 cm 単位の規則的な層理面をもって

いる（第 15 図）. 風化すると板状または角片状に割れやすい．シルト岩はときに凝灰質である．酸性凝灰

岩は厚さ数 m 以下，通常数 10 cm 以下で，軽石質である．硬質泥岩中にはところによって数 10 cm のコ

ンクリーションが散在している．

草薙層上部は主として暗灰色泥岩及び硬質泥岩からなり，シルト岩や酸性凝灰岩及び安山岩火砕岩を

挟有し，数 m-数 10 cm 単位のいわゆる硬軟互層になっている．暗灰色泥岩は塊状ないしやや層理が発達

第15図　草薙層の硬質泥岩（八幡町，日向川・小八重川合流地点付近）
層理が発達し，ひとつの層準にコンクリーションが並んでいる．右下白線の長さ 2 m
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し，緻密で風化すると数 cm 大の細片に割れやすい．硬質泥岩は下部のものとほぼ同じ岩相である．シル

ト岩は灰色でところによってやや凝灰質または珪藻質である．

化石　草薙層は Sagarites chitanii Makiyama や魚鱗などの化石を産する．また , 瀬能ほか（1989）は日

向川上流の草薙層下部から，Eucyrtidium inflatum など中期中新世後期の放散虫化石を報告した（第 5

表）．

Ⅲ．7　船 川 層（Fm）

命名　男鹿半島において，外山（1925）が船川黒色頁岩層と呼んだ地層を千谷（1930）が改めて船川層と命

名した．

模式地　秋田県男鹿市船川付近．

分布及び層厚　鳥海山地域北東部の鳥海町下直根，中直根及び外山付近に分布する．層厚は約 600m で

ある．

層位関係　下位の女川層を整合に被覆し，その境界付近の岩相は漸移する．

岩相　本層は主として暗灰色泥岩及び灰色シルト岩からなり，わずかな酸性凝灰岩及び凝灰質砂岩を挟

んでいる．暗灰色泥岩は暗灰色ないし黒色，均質で，層理に乏しいが層面節理が発達し，風化すると数

cm 以下の細片に割れやすい（第 16 図）. シルト岩は本層上部に挟在し，灰色を呈し，泥岩よりやや硬い．

弱い層理を示し，泥岩よりやや大きな角片に割れやすい．泥岩及びシルト岩はときに油臭を発し，それ

らの風化面は硫黄様の粉末に覆われることがある．酸性凝灰岩は灰白色で，厚さ数-数 10 cm，軽石質で

ある．本層の上部は分布域西部の猿倉に近づくにつれて側方に粗粒化し，シルト岩が優勢になってくる．

第16図　船川層の暗灰色泥岩（鳥海町外山南方）
細片状劈開が発達し，白色の酸性凝灰岩の薄層を挟む
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また，本層に岩相が類似した泥岩及びシルト岩の薄層が上玉田川火山岩中にも挟まっており，これらの

泥岩・シルト岩は船川層相当と考えられる．さらに，猿倉東 - 南東方の本層のシルト岩は百宅火山岩の安

山岩溶岩・火砕岩と指交している．

化石　本層は大型化石に乏しいが，Sagarites chitanii Makiyama を産する．底生有孔虫化石は高野ほ

か（1991）によって Cribrostomoides renzi, Martinottiella communis などが得られ，漸深海域の種も報

告された（第 3 表）. 放散虫化石は瀬能ほか（1989），高野ほか（1991）及び八幡（1990）によって第 2, 5 及び

7 表の化石が得られた．珪藻化石は，瀬能ほか（1989）によると Neodenticula kamtschatica 帯，Rouxia

californica 帯及び Thalassionema schraderi 帯の化石が得られ（第 6 表），本層が後期中新世から前期鮮

新世にかけての地層であることを示している．

Ⅲ．8　上玉田川火山岩（Kt，Ka）

上玉田川火山岩（新命名）は鳥海山地域中部，上玉田川上流の上玉田川陥没構造内に分布する後期中新

世-前期鮮新世の火山岩であり，酸性火砕岩部層及び安山岩部層からなる．従来，本酸性火砕岩及び安山

岩部層は大川層の一部とみなされていた（Taguchi，1962；大沢ほか，1988）．しかし，本研究により，す

べて後期中新世から前期鮮新世にかけての火山噴出物であることが明らかになったので，新たに命名す

る．
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（1）酸性火砕岩部層（Kt）

酸性火砕岩部層は本火山岩の中・下部を占めて，上玉田川上流から大沢川源流にかけて分布している．

この火砕岩部層の下位の地層は露出していないので，下位との関係は不明であるが，その層厚は400-500

m かそれ以上であろう．火砕岩は淡緑灰色 -淡灰色を呈し，主として流紋岩 -デイサイト凝灰角礫岩，火

山礫凝灰岩及び軽石凝灰岩からなり，凝灰質礫岩及び砂岩を挟有している．凝灰角礫岩及び火山礫凝灰

岩は変質し，やや軟らかく軽石質で，流紋岩 -安山岩の岩片を含み，塊状ないし弱い層理を示す．軽石凝

灰岩は少量の本質岩片を含み，弱い層理を示す．また，上玉田川流域の軽石凝灰岩は角閃石斑晶を含む．

凝灰質礫岩は上玉田川中流及び百宅大森東方に局所的に挟在し，安山岩 - デイサイトの亜角礫ないし亜円

礫を含み，層理に乏しい．百宅大森東方の礫岩は不淘汰で硬質泥岩の角礫を含み，上玉田川陥没構造縁

辺の崩壊堆積物である可能性がある．凝灰質砂岩は本火砕岩部層の上部に挟有され，淡緑色，軟弱，軽

石質で明瞭な層理を示し，一部で船川層相当の暗灰色泥岩及びシルト岩を挟有する．なお，軽石凝灰岩

中の角閃石の K-Ar 年代は 4.7 ± 0.9 Ma である（第 8 表）．
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普通輝石角閃石デイサイト軽石凝灰岩（CK8963 ／ GSJ R 57846）（第Ⅲ図版 1）

産地・産状：鳥海町，上玉田川上流．淡緑色を呈し，結晶に富む酸性凝灰岩．

結晶：斜長石，石英，普通輝石，普通角閃石，鉄鉱

　　　斜長石は長径 2mm 以下，灰曹 -中性長石に属し，未変質，自形 -破片状である．石英は 4mm以下，

　　　　融食形を示す．普通輝石は少量，角閃石はX=帯黄緑色，Y＝淡緑色，Z＝緑褐色を呈し，変質していな

　   　  　い．そのほかデイサイトの小岩片を含む．

基質：主として透明な軽石片からなり，変質の程度は軽微である．

（2）安山岩部層（Ka）

安山岩部層は酸性火砕岩部層と指交し，県境地帯の上玉田川源流，大沢川上流及び早瀬立川上流に分

布する．本部層は主として変質した（かんらん石）普通輝石安山岩及び紫蘇輝石普通輝石安山岩の溶岩及

び火砕岩からなり，（かんらん石）普通輝石玄武岩溶岩及び火砕岩，流紋岩溶岩などを含み，少量の酸性

凝灰岩及び暗灰色泥岩を挟有する．安山岩溶岩は緑灰色-灰色を呈し，斑晶に乏しく緻密またはガラス質

の溶岩と斜長石斑晶に富んだ溶岩とがある．溶岩は塊状で厚さ数 m- 数 10 m，気泡に乏しくしばしば板

状節理や柱状節理が発達する．溶岩縁辺部は急冷縁を伴い，水冷破砕されたものもある．安山岩火砕岩

は主として溶岩と同質の火山角礫岩及び凝灰角礫岩からなり，その本質岩片は通常気泡に乏しいが，一

部よく発泡している．本安山岩の溶岩の K-Ar 年代は 5.9 ± 0.3 Ma である（第 8 表）．

変質安山岩（CK 89322 ／ GSJ R 57857）

産地・産状：真室川町，三滝山南東 1.5km大沢川支流．塊状溶岩．緑がかった暗灰色，斜長石斑晶が目につ

く．

斑晶：斜長石，かんらん石（仮像）

　　　斜長石は長径 0.4-2.5mm，曹灰長石に属し，外縁部に累帯構造を持つ．虫食い状にやや変質し，曹長

石や緑泥石を生じている．径 0.3-1.2mm のかんらん石（仮像）は，すべて緑泥石などに置換されてい

る．

石基：斜長石，単斜輝石，変質鉱物，鉄鉱

　　　斜長石は長径0.3mm以下で，配列に方向性がある．単斜輝石は径0.1mm以下で，ときにセクター

　　　　ゾーニングを示す．変質鉱物は，緑泥石・炭酸塩鉱物・沸石などである．ピロタキシティック組織を

　　　　示す．

Ⅲ．9　百宅火山岩（Mb，Mt）

百宅火山岩（新命名）は鳥海山地域北部・南部及び南東部にかけて分布する安山岩火砕岩を主体とした

後期中新世 -前期鮮新世の火山岩である．船川層を整合に覆い，一部船川層と指交する．本火山岩のう

ち鳥海山地域北部の猿倉から百宅・遠上山にかけて分布するものは，中島（1906）が琺瑯溶岩として以来，

鳥海火山噴出物に含められていたが，柴橋（1973）により布沢川溶岩，離森玄武岩質角礫集塊岩及び百宅

角礫質凝灰集塊岩とも呼ばれ，鳥海火山の基盤とされた．また，玖瑯集塊岩類（林，1984a）または百宅凝

灰角礫岩（林，1989）とも呼ばれた．鳥海山地域南部の二ッ山付近に分布する岩体及び南東部の丁岳付近

に分布する岩体は加無山安山岩（大沢ほか，1979a）に含められ，女川層堆積時の火山岩と考えられてい

た．百宅火山岩は，火山角礫岩及び溶岩を主体とする部層と火山礫凝灰岩を主体とする部層に分けられ
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る．ただし，両者の境界は明瞭なものではない．

（1）　火山角礫岩及び溶岩を主体とする部層（Mb）

本部層は百宅火山岩の大部分を構成している．本部層は子吉川西岸で層厚200-300 m，丁岳や二ッ山付

近では 500 m以上と見積られる．本部層は主としてかんらん石普通輝石安山岩，普通輝石安山岩及び普

通輝石紫蘇輝石安山岩の火山角礫岩及び溶岩からなり，同質安山岩の凝灰角礫岩，火山礫凝灰岩及び凝

灰岩を伴う．全体的に塊状無層理であるが , 火山礫凝灰岩及び凝灰岩の部分は弱い層理を示す．火山角

礫岩は単一岩種の安山岩礫から構成され，ほとんど異質礫を含まないが，局所的に同質安山岩の円礫を

含み，薄い円礫層を挟むことがある．溶岩は斑晶に乏しい黒色の岩相と斜長石斑状の岩相があり，前者

の溶岩は比較的本部層の下位の層準に多い．気泡に乏しく，しばしば柱状または不規則な節理が発達し

ていて，溶岩縁辺部は水冷破砕され火山角礫岩に移化することがあり（第17図），まれに枕状溶岩になっ

ていることもある．本部層は船川層泥岩の薄い層を局所的に挟むことがあり，そのうち玉田渓谷東方の

泥岩からは後期中新世の珪藻化石が得られている（瀬能ほか，1989）．安山岩溶岩からは 3.4から 7.1 Ma

の K-Ar 年代が得られており（第 8 表），後期中新世から前期鮮新世の噴出物であることを示す．また，

Onuma（1963 b）による琺瑯溶岩とされた安山岩はおそらく本部層の安山岩に相当するが，その化学分析

値を第 9 表に示した．

第17図　百宅火山岩の安山岩溶岩縁辺部（八幡町，早瀬立川林道沿い）
節理が発達し，水冷破砕された同質の火山角礫岩（右上）に移化している
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紫蘇輝石含有かんらん石普通輝石安山岩（NH 701 ／ GSJ R 57843）

産地・産状：鳥海町，子吉川上流発電所南方．火山角礫岩中の岩塊．

斑晶：斜長石，かんらん石，普通輝石，紫蘇輝石，鉄鉱

斜長石は長径 0.3-3mm，中性長石に属し，累帯構造を持ち，未変質である．かんらん石は径 0.2-1
mm，少量で，すべて変質している．普通輝石は径 0.2-0.5mm で，未変質である．紫蘇輝石は 0.2-0.6
mm，少量である．

石基：斜長石，単斜輝石，鉄鉱

　　　主として 0.2mm 以下の柱状の斜長石及び単斜輝石からなる．インターグラニュラー組織を示す．

かんらん石普通輝石安山岩（CK 89112 ／ GSJ R 57856）（第Ⅲ図版 2）

産地・産状：鳥海町，丁岳北山腹．溶岩．暗灰色，斑晶が乏しく，細粒，緻密である．

斑晶：斜長石，かんらん石，普通輝石

斜長石は長径 0.3-2.5mm，曹灰 - 亜灰長石に属し，累帯構造を持ち，未変質，清澄である．かんらん

石は径 0.2-1mm，少量で，すべて緑泥石に変質している．普通輝石は径 0.4-0.8mm，少量，未変質

である．

石基：斜長石，単斜輝石，鉄鉱

斜長石は長径 0.2mm 以下，単斜輝石は径 0.1mm 以下，セクターゾーニングを示す．そのほか，か

んらん石仮像とみられる緑泥石が認められる．ピロタキシティック組織を示す．　　　　　

　

（2）火山礫凝灰岩を主体とする部層（Mt）

火山礫凝灰岩を主体とする部層は主に子吉川右岸の尾根上に分布する．船川層を整合に覆う．火山礫

凝灰岩，凝灰岩，凝灰質砂岩，細粒 - 中粒砂岩及びシルト岩からなり，層理が明瞭なことが多い（第 18 図）．

しばしば凝灰角礫岩を挟む．火山角礫岩を主体とする部層とは指交関係にある．最大層厚は l00-150m

である．本部層の一部は海底火山体の噴出中心から離れて堆積した岩相であろう．

Ⅲ．10　貫入岩類

ⅢⅢⅢⅢⅢ .10.1　花崗岩類（Gr）

花崗岩類は鳥海山地域南東縁部から大沢地域北東部の真室川町小又川上流の大川層に貫入し，南北

2.5km の岩体をなす．このほかに同町明神沢の上流に長径 500m 程度の小岩体が新たに見いだされた．

小又川上流の岩体は，（普通角閃石）黒雲母花崗閃緑岩，普通角閃石黒雲母石英閃緑岩，石英斑岩及び

流紋岩からなる複合岩体であり，周辺の大川層やドレライトを切って貫入していて，内部にホルンフェ

ルス岩塊を包有している（折本，1964）．花崗閃緑岩及び石英閃緑岩は完晶質ないし斑状で，岩体の主要

部を占める．通常，塊状，優白質で，片状構造を持たない．変質作用を受け，やや淡緑色がかっていて，
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有色鉱物は緑泥石などに置換されていることが多い．石英斑岩は主として岩体の周辺部に分布し，石英，

斜長石及び黒雲母の斑晶を含む．流紋岩は本花崗岩類の周縁細粒相であって，岩体周縁部及び岩体周辺

の岩脈を構成し，灰白色，緻密な岩石である．ホルンフェルス岩塊は，塊状・優黒質であって，ドレラ

イト及び大川層の安山岩起源であろう．変成鉱物として黒雲母，白雲母，珪線石，直閃石，菫青石及び

緑泥石を含む（折本，1964：土谷，1989）．

明神沢上流の小岩体は淡緑色で塊状の変質した普通輝石石英閃緑岩からなり，周縁部に石英閃緑斑岩

が分布する．この岩体は，塊状でやや優黒質の包有物を含む．また，変質作用を受け，有色鉱物が緑泥

石などに置換されている．周囲の大川層も変質し，鉱化作用を受けて白っぽくなっている．

本花崗岩類の貫入時期については，Taguchi（1962）は大沢地域内の女川層上部に局地的に礫岩層（上小

又砂礫岩部層）が挟まれ，これが礫岩周辺の火山活動と花崗岩貫入時の上昇運動によって形成されたと考

え，花崗岩は女川層堆積時の末期に貫入したと推定した．しかし，この礫岩はほとんど安山岩礫からな

り，周辺の安山岩火山体起源と見られ（土谷，1989），花崗岩礫など本花崗岩類の貫入を指示する積極的

な証拠は見いだされていない．

ⅢⅢⅢⅢⅢ .10.2　ドレライト（Do）

ドレライト貫入岩体は主に鳥海山地域南東部に分布し，青沢層，大川層，女川層，草薙層及び上玉田

川火山岩を貫き，岩脈，岩床，ラコリスなどの岩体をなしている．主としてかんらん石普通輝石ドレラ

イトからなる．ドレライトは鳥海山地域南東部に散在しており，特に真室川町小又川上流の大川層中に

大規模な岩床が分布する（折本，1964）. これらの岩床は厚さ 50-200 m，長さ 0.3-2 km，大川層の黒色泥

岩及び安山岩中に貫入している．草薙層や女川層中のドレライトは厚さ数m-数 10 m程度の岩床をなす

（第 19 図）ことが多く，上玉田川火山岩中のドレライトは岩脈をなす．

第 18 図　百宅火山岩の火山礫凝灰岩を主体とする部層（鳥海町中直根西方，大森の南約 lkm の尾根上）

白色部はシルト -細粒砂岩．写真の幅は約 5m



－ 32－

ドレライトは硬質で通常暗灰色 -黒色を呈し，変質の強いものは暗緑灰色を呈する．主としてかんらん

石普通輝石ドレライトからなり，岩体によっては斜長石斑晶が目につく．通常，塊状均質の岩体が多い

が，層状構造を呈していたり，分化脈を持つ岩体も認められる．大川層中の岩体は変質が進んでいて，

変質鉱物として緑泥石，炭酸塩鉱物，沸石などを多く含んでいる．

斑状かんらん石普通輝石ドレライト（CK 89054 ／ GSJ R 57848）

第 19 図　女川層に貫入しているドレライト岩床（鳥海町高野台南方 2km）
硬質泥岩の明瞭な層理に沿って貫入している．左下の白い棒の長さは約 1m

産地・産状：鳥海町，遠上山山頂南南西 1km．転石．暗灰色で斜長石斑晶がやや目につく．

斑晶：斜長石，かんらん石，普通輝石

斜長石は長径 0.5-2.5mm,  曹灰 - 亜灰長石に属し，累帯構造を示す．未変質だが輝石や鉄鉱などの微

粒子を含んでいる．かんらん石は径 0.5-2mm，外縁部から変質して緑泥石などに置換されているが，

未変質の部分が残っている．普通輝石は径 0.4-1.5mm，未変質で内部に斜方輝石を含むことがある．

石基：斜長石，かんらん石，普通輝石，鉄鉱，ガラス

　　　石基の結晶は 0.4mm 以下．インターサータル組織を示す．

ⅢⅢⅢⅢⅢ .10.3　変質安山岩（Aq）

変質安山岩は女川層に貫入して鳥海山地域中部及び東部に分布し，石英を含む変質した輝石安山岩及

びその粗粒岩相（ひん岩）からなる．
おおひら

変質安山岩は鳥海山地域中部から東部の大平，水無付近などに分布し，通常，女川層の中でラコリス

またはドーム状の貫入岩体をなす．本安山岩はかなり硬く灰色 -緑灰色を呈し，通常，塊状であるが，一

部自破砕状である．斑晶や石基中に石英を含み，かなり変質していることが特徴である．貫入岩体の一

部はかなり粗粒で，変質したひん岩またはドレライトのような外見を示す．
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石英含有輝石安山岩（CK 88038 ／ GSJ R 57849）

産地・産状：鳥海町上野宅南西 0.7km の林道沿い．貫入岩．帯緑灰色，塊状，粗粒で，優黒質包有物が認め

られる．

斑晶：斜長石，石英，普通輝石，変質鉱物，鉄鉱

斜長石は長径 0.2-1.5mm，中性 -曹灰長石に属し，累帯構造を示す．編目状に変質して曹長石を生じ

ている．石英は．0.3-1mm，不規則な外形を示す．普通輝石は径 0.3-0.8mm，鉄鉱や斜長石粒子を包

有しており，変質していない．変質鉱物は緑泥石，炭酸塩鉱物などからなる．

石基：斜長石，石英，単斜輝石

各結晶の径は 0.1mm 以下，石英は斜長石や単斜輝石の粒間を充あしていることが多い．インター

サータル -インターグラニュラー組織を示す．

ⅢⅢⅢⅢⅢ .10.4　安山岩（An）

安山岩の貫入岩体は主として女川層，草薙層，船川層，上玉田川火山岩及び百宅火山岩に貫入して岩

脈，岩床及びラコリスをなしている．この貫入岩は鳥海山地域北部の猿倉，東部の丁川上流，南部の日

向川東方一帯などに分布する．本安山岩の大部分は百宅火山岩の安山岩溶岩と岩相や鉱物組成上よく似

ている．

安山岩は無斑晶ないし斜長石斑状で，気泡に乏しく緻密な，かんらん石または紫蘇輝石を含む普通輝

石安山岩からなる．本貫入岩は草薙層などの泥岩中では岩床をなすことが多く，大型の貫入岩床はとき

に内部が粗粒完晶質になっている．岩脈は通常，塊状粗粒で，変質の程度は弱く，その方向性はばらつ

くが，上玉田川陥没構造付近では陥没構造の縁辺に沿った方向を示すものが多い（第20図）．岩脈の幅は通

常 1-10mであるが，20m 以上の岩脈も認められる．上玉田川火山岩中の岩脈の一部は岩相やK-Ar 年代

（5.4 ± 0.8a）が百宅火山岩の安山岩溶岩に近く，百宅火山岩のフィーダー岩脈であった可能性がある．

かんらん石含有普通輝石安山岩（CK 88034 ／ GSJ R 57850）

産地・産状：鳥海町，大火山南方．岩床．暗灰色，斑晶が少なく，緻密である．

斑晶：斜長石，かんらん石，普通輝石，鉄鉱

斜長石は長径 0.5-1mm，曹灰 -中性長石に属し，未変質である．かんらん石は微量，径 0.3-0.4mm
で，緑泥石に変質している．普通輝石は径 0.3-0.7mm，外縁部が一部変質している．

石基：斜長石，単斜輝石，鉄鉱，ガラス

斜長石は長径 0.2mm 以下，他は径 0-1mm 以下，ガラスは一部緑泥石などに変質，ハイアロピリ

ティック組織を示す．

普通輝石安山岩（YS 667 ／ GSJ R 57845）

産地・産状：鳥海町，離森東南東の子吉川沿い．貫入岩．

斑晶：斜長石，普通輝石，（変質鉱物）

斜長石は径 0.3-2mm で曹灰 -中性長石に属し，未変質で累帯構造を持つ．普通輝石ほ 0.3-1mmで未

変質だが，やや丸みを帯びている．変質鉱物は柱状で，紫蘇輝石の仮像の可能性がある．

石基：斜長石，単斜輝石，鉄鉱

径 0.2mm 以下の結晶からなるハイアロピリティック -ハイアロオフィティック組織を示す．
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ⅢⅢⅢⅢⅢ .10.5　流紋岩 -デイサイト（R）

流紋岩 - デイサイト貫入岩は，須郷田層から船川層・百宅火山岩までを貫いており，一部では噴出して

いる．主な岩体は女川層を貫いて鳥海山地域北東部に分布する岩体群と，青沢層，草薙層及び上玉田川

火山岩を貫いて鳥海山地域中央部から南部にかけて分布する岩体群である．これらの岩体は主として（黒

雲母）流紋岩からなり，デイサイトを含む．本地域北東部に分布する岩体群は朝日森流紋岩（大沢ほか，

1979a）と呼ばれ，主として長径 0.5-3km のドーム状貫入岩体をなし，朝日森，大森山などの山体を形

成している．そのほかに鳥海山地域北東部の上百宅北及び翁畑の角閃石流紋岩，下直根南西の紫蘇輝石

普通輝石デイサイト，南部の石滝山の変質デイサイト，南東部の萱森の普通輝石デイサイト及び吹浦地

域北東端の輝石角閃石デイサイトがある．

八幡町，兜山西の女郎沢川上流の流紋岩は，貫入相のほかに流紋岩凝灰角礫岩及び軽石凝灰岩からな

り，一部で 30cm-数 m の黒色泥岩・粗粒砂岩層を挟んでいる．それらは北東ないし北北東の走向を示し，

南東に 35-65°傾斜している．また，朱ノ又川上流の岩体でも上流部（南西側）では柱状節理の発達した貫
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入相を示すが，下流部では軽石凝灰岩に漸移しており，また，泥岩のブロックを含んでいる．鳥海町翁

畑及び上百宅北の角閃石流紋岩は，女川層上部及び船川層を貫いている．上百宅北の岩体では主に塊状

溶岩状の産状を示すが，磯ノ沢・上百宅間の林道沿いでは自破砕状の火砕岩となっており，一部は噴出

相であると考えられる．鳥海町下直根南西の紫蘇輝石普通輝石デイサイトは子吉川右岸から檜山滝，大

森にかけて分布し，船川層を貫いている．岩体上部の檜山滝北ないし北西の尾根から林道付近では酸性

凝灰岩・凝灰角礫岩となっており，噴出相を示している．岩体の下部では柱状節理が発達する．檜山滝

では柱状節理の発達した高さ 40 m の露頭であるが，滝の下部では船川層に調和的に貫入しているのが

認められる．檜山滝北北西 600 m の林道沿いでは船川層を非調和的に貫いている．子吉川右岸の崖では

高さ 50 m 以上の露頭がみられるが，柱状節理が発達している（第 21 図）．鳥海山地域南東部の萱森のデ

イサイトは溶岩ドーム状の岩体をなし，灰白色塊状で気泡を含まず，斜長石斑晶の目につく普通輝石デ

イサイトからなる．鳥海山地域南部，石滝山の変質デイサイト岩体は土谷（1989）によって青沢層に属す

る十二滝酸性火山岩の一部とされていたが，女川層まで貫く貫入岩であることが明らかになった．吹浦

地域北東端の輝石角閃石デイサイトは，奈曽溪谷下流域で鳥海火山噴出物に覆われて分布する．天徳寺

層及び笹岡層との直接の関係は不明であるが，天徳寺層を貫いている可能性がある．谷底では塊状を呈

する．全体に風化が著しい．

本流紋岩 - デイサイトの多くは貫入岩体であるが，節理の発達することが多く，岩体外縁部が強く発泡

して自破砕状になっていることがあり，一部は女川層及び船川層堆積時に噴出している．また，上玉田

川火山岩・百宅火山岩を貫く岩体や 4.2, 4.8, 4.9 Ma の K-Ar 年代（石油資源開発（株）未公表資料）を

示す岩体もあり，その貫入時期は中期中新世末から前期鮮新世にわたると推測する．

本流紋岩 -デイサイトは灰色ないし灰白色を呈し，風化すると褐色を帯びる．通常，細粒，微晶質であ

るが一部ガラス質で，しばしば流理を示す．無斑晶ないし少量の斜長石や石英の斑晶を含み，有色鉱物

に乏しい．有色鉱物は主として黒雲母で一部は角閃石や普通輝石を含むが，変質していることが多い．

黒雲母流紋岩（CK 88014 ／ GSJ R 57851）

産地・産状：鳥海町上野宅西方 1 .5km．貫入岩体からの転石．白色 -淡灰色を呈し，細粒，均質で，少量の

斑晶を含む．

斑晶：斜長石，黒雲母，鉄鉱

斜長石は長径 0.4-2 mm，灰曹長石に属し，やや変質して外縁部や割れ目に沿って粘土鉱物などを生じ

ている．黒雲母は微量で長径0.2-0.3 mm，X＝淡黄褐色，Y=褐色-淡褐色の多色性を示し，一部変質

している．

石基：微晶質で長径 0.1 mm 以下の斜長石，石英，黒雲母，鉄鉱などのマイクロライトからなる．

角閃石含有紫蘇輝石普通輝石デイサイト（NH 1581 ／ GSJ R 57844）

産地・産状：鳥海町下直根，檜山滝．貫入岩．

斑晶：斜長石，普通輝石，紫蘇輝石，鉄鉱

斜長石は径 0.2-5 mm で中性 -灰曹長石に属し，未変質である．著しい累帯構造を持つ．普通輝石は径

0.2-1 mm，外縁部がわずかに変質している．紫蘇輝石は径 0.2-1 mm，一部変質している．角閃石は

径 0.4 mm 以下の微量で，淡緑褐色多色性を示す．

石基：斜長石，斜方輝石，単斜輝石，鉄鉱

微細な結晶とガラスからなる．ハイアロピリティック組織を示す．



－ 36－

第 21 図　デイサイト貫入岩の柱状節理（鳥海町猿倉南の子吉川右岸）
露頭の高さ約 50m
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Ⅲ．11　天 徳 寺 層（Ts）

命名　大村（1928）

模式地　秋田県秋田市天徳寺付近．

分布及び層厚　鳥海山地域北部の猿倉付近に分布しているが，鳥海火山噴出物の直下にも広く伏在して，

鳥海山地域北部 -北西部から吹浦地域北東端にかけての谷沿いで一部露出している．層厚は，500-700 m

と見積られる．

層位関係　鳥海山地域内では下位の船川層との関係は露出不良のため確認できなかった．矢島地域の報

告（大沢ほか，1988）では船川層を整合に覆うとされている．しかし，高野ほか（1991）によれば，猿倉付

近の地表では構造差をもった不整合である．さらに，天然ガス鉱業会・大陸棚石油開発協会（1986）によ

れば矢島地域の由利原油・ガス田でも船川層をかなりの構造差をもった傾斜不整合で覆っている．

岩相　天徳寺層は主としてシルト岩からなり，砂岩及びわずかな酸性凝灰岩を挟有する．シルト岩は青

灰色 -灰色を呈し，一部砂質または凝灰質である．塊状ないし弱い層理を示し，風化すると数 -10数 cm大

の破片に割れる．砂岩及び砂質シルト岩はしばしば葉理が見られ雲母を含むことが多い．酸性凝灰岩は

灰白色 -白色を呈し，軟弱，軽石質である．

化石　本層からは魚鱗化石及び Sagarites chitanii Makiyama を産し，白雪川沿いの本層からは貝化石

の産出が報告されている（金原，1943）．有孔虫化石を多産するが，鳥海山地域内からの報告はほとんど

ない．放散虫化石は Spongodiscus spp．を産する（八幡，1990）．

Ⅲ．12　丸 山 層（Ms）

命名　鯨岡（1953）

模式地　山形県飽海郡平田町丸山付近（大沢地域）．

層位関係　本地域では下位の地層（楯山層）が露出しないため不明である．大沢地域では楯山層を整合に

覆う．本層は岩相上，秋田県側の天徳寺層にほぼ相当する．

分布及び層厚　鳥海山地域南西端の大台野付近に分布する．谷沿い以外は鳥海火山噴出物に覆われてお

り，露出が悪い．また，鹿ノ俣川上流や鳳来山東に露出している．本層の層厚は，大沢地域内の模式地

付近では 400 m である．

岩相　主としてシルト岩からなり，灰色 -暗灰色で塊状，均質である．風化すると数 -10 数 cm 大の破片

に割れる．細粒砂岩や葉理の発達した砂質凝灰岩を挟む．

化石　本地域内からの産出報告は乏しいが，酒田及び大沢地域内では貝化石，Uvigerina-Cassidulina 群

集の底生有孔虫化石及び放散虫化石を産する（池辺ほか，1979；土谷，1989）. また，佐藤（1986）は

Globorotalia orientalis を報告し，本層が後期鮮新世の地層であることを示した．
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Ⅲ．13　笹 岡 層（Ss）

命名　大村（1928）. その後，渡辺（1932）によって笹岡砂質頁岩と呼ばれた．藤岡ほか（1969）によって再

定義された．

模式地　秋田県秋田市笹岡付近．

分布及び層厚　鳥海山地域北部 -北西部の善神池北方の沢沿いから白雪川や鳥越川左岸（唐吹長峰の北

東）, 吹浦地域北東端奈曽川右岸にかけて分布するが，鳥海火山噴出物または崖錐に覆われて露出は悪い．

北隣矢島地域内での層厚は 200-500 m，象潟地域内では 120-600 m であり，本地域では 300 m 以上であ

る．

層位関係　下位の天徳寺層を整合に覆い，その岩相は漸移する．

岩相　笹岡層は主として砂からなり，シルト，酸性凝灰岩及び凝灰質砂を挟む．砂は暗灰色の細粒-中粒

砂からなり，やや固結している．酸性凝灰岩及び凝灰質砂は灰白色 -白色で軟弱，軽石質である．

化石　本地域内からの産出は報告されていない．しかし，矢島及び本荘地域の本層からは“大桑・万願

寺動物化石群”と呼ばれる海生貝化石を多産する（大沢ほか，1988）．

Ⅲ．14　観 音 寺 層（Ks）

命名　鯨岡（1953）. 酒田地域（池辺ほか，1979）では常禅寺層を常禅寺相として観音寺層に含めていたが，

大沢地域（土谷，1989）と同様に両者を区別する．

模式地　山形県飽海郡八幡町観音寺東方（酒田地域）．

分布及び層厚　鳥海山地域南西端，升田付近の日向川右岸，草津川下流から月の原東方にかけて分布す

る．沢沿い以外は鳥海火山噴出物に覆われており，露出が悪い．層厚は本地域では 300-500 m である．

層位関係　観音寺層は下位の丸山層を整合に覆い，その岩相は漸移する．本層は岩相上，秋田県側の笹

岡層にほぼ相当する．

岩相　主として中 -細粒砂からなり，シルトや酸性凝灰岩を挟む．砂及びシルトは暗灰色 -青灰色で，塊

状，やや固結している．酸性凝灰岩は灰白色 - 白色で軟弱，軽石質である．

化石　本地域内からは三土・金原（1940）により貝化石の産出が報告されている．大沢地域内の本層から

は“大桑・万願寺動物化石群”に属する浅海生貝化石を多産する（Ogasawara and Naito，1983）. また，

佐藤（1986）は大沢地域の本層中・下部より浮遊性有孔虫 Neogloboquadrina asanoi を報告し，本層中・

下部が後期鮮新世の地層であることを示した．
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Ⅳ．下部 -中部更新統

（中野　俊）

Ⅳ．1　西 目 層（Ns）

命名　三土（1938）

模式地　秋田県由利郡西目町田高北方（矢島地域）．

分布及び層厚　吹浦地域北部の海岸付近，洗釜北東の沢沿いにわずかに分布するにすぎず，本地域では

層厚は確認できない．象潟及び矢島地域内に広く分布しており，層厚は象潟地域では 50-450m，矢島地

域では 100-400m である．

層位関係　本地域では，下位の笹岡層との関係は不明である．象潟及び矢島地域では，笹岡層を不整合

に覆っている．

岩相　本地域の西目層は中粒 -粗粒砂からなり，暗灰色 -灰白色を呈する．淘汰がよく，ややしまってい

る．

化石　本層から化石は報告されていない．

Ⅳ．2　常 禅 寺 層（Js）

命名　鯨岡（1953）

模式地　山形県飽海郡八幡町常禅寺（酒田地域）．

分布及び層厚　鳥海山地域南西端の，杉沢東方に分布する．層厚は酒田地域では 500 m，大沢地域では

200 m 以上であるが，本地域では約 400 m である．

層位関係　大沢地域内では下位の観音寺層を整合に覆う．本地域では天狗森火砕岩と指交関係にある．

本層は岩相上，秋田県側の西目層にほぼ相当する．

岩相　主として砂からなり，砂質シルト及び礫を挟む．砂は細粒 -粗粒砂で暗灰色 -灰白色を呈し，淘汰

がよい．塊状または弱い層理を示し，ほとんど固結していない．

化石　本地域からは報告されていないが，大沢地域内では本層下部から軟体動物化石が，また，植物化

石片が少量見いだされている（土谷，1989）．
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Ⅳ．3　鶯川玄武岩（Ub）

Onuma（1963a）の鶯川溶岩流，林（1984a）の鶯川溶岩及び飯ヶ森溶岩に相当する．鳥海山地域北部，鳥

海火山の北から北東で，白雪川上流の飯ヶ森北及び鶯川沿いにわずかに露出する時代未詳の玄武岩溶岩

流である．Onuma（1963a）は本玄武岩を鳥海火山噴出物としている．分布の大部分が鳥海火山噴出物に

覆われており，全体の分布は明らかでない．鶯川の支流（善神池北東）では層厚 10 m 以内で柱状節理が発

達する溶岩である．鶯川支流では笹岡層を覆っている可能性があるが，直接の関係は観察できない．

本玄武岩は黒灰色を呈し，斑晶に乏しいかんらん石普通輝石玄武岩で，変質が進んでいることが多い．

Onuma（1963b）は本玄武岩の化学分析値を報告しているが , 鳥海火山噴出物よりも Na20 に富む特徴が

ある（第 10 表）．

かんらん石普通輝石玄武岩（CHK 747 ／ GSJ R 57037）（第Ⅳ図版 1）
産地・産状：矢島町，奥山放牧場南西，鶯川上流の標高 760m 地点．溶岩．斑晶はモードで約 5％．

斑晶：斜長石，普通輝石，かんらん石（部分的に粘土鉱物に置換されている），磁鉄鉱．集合結晶をなすこと

が多い．

石基：斜長石，単斜輝石，かんらん石，鉄鉱，ガラス．一部は炭酸塩鉱物や粘土鉱物に置換されている．

Ⅳ．4　天狗森火砕岩（Tv）

吹浦地域南東部から鳥海山地域南西部にかけて，鳥海火山噴出物及び扇状地堆積物に覆われ，常禅寺

層と指交関係にある火砕岩類を天狗森火砕岩と呼ぶ（新命名）. 月光川中流，庄内熊野川及び天狗森の北

に好露出が見られる．本火砕岩は酒田地域（池辺ほか，1979）の庄内層群下部の安山岩火砕岩に相当する

が，鯨岡（1953）の命名した庄内層群は最上部に安山岩火砕岩をわずかに介在する，凝灰質砂を主体とす

る地層である．しかしながら，酒田地域北部及び本地域では火砕岩が卓越し，砂を主体とする地層は認

められない．従って，本報告では庄内層群とせずに天狗森火砕岩と呼ぶことにする．加藤（1986）は本火

砕岩を月の原 -楢橋火砕流・泥流と呼び，西鳥海馬蹄形カルデラの形成に伴うものとしているが , 月光川

中流で本火砕岩は鳥海火山のステージⅠ初期の溶岩に覆われること，また，常禅寺層の下位にも分布し，

少なくともその一部は酒田衝上断層群（池辺ほか，1979）の形成に伴う地殻変動を受けていることなどか

ら，鳥海火山に先行する火山活動として位置づける．本火砕岩は杉沢谷で観音寺層を整合に覆い，常禅

寺層に整合に覆われる．しかし，本火砕岩は常禅寺層に類似した砂層を挟んでいたり，月光川上流では

本火砕岩は常禅寺層を覆っていることから，両者は指交関係にあると判断する．
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月光川中流では凝灰角礫岩からなり，一部は安山岩質スコリア流堆積物及び軽石流堆積物である．月

光川と藤倉川の合流点付近では凝灰角礫岩が卓越する．ところにより岩屑なだれの岩塊相（宇井・荒牧，

1985）に似た岩相を示し，軟弱な堆積物のブロックを含むこともある．庄内熊野川上流の杉沢谷では最大

径 3 m，大部分は径 30 cm 以下の角礫 -亜角礫安山岩岩塊と細 -中粒砂の基質からなる混然とした火山角

礫岩 -凝灰角礫岩で，膠結度がよい．軟弱な堆積物や軽石流堆積物のブロックを含むことがある．吹浦地
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域内の庄内熊野川沿いでは未固結の中粒砂層を挟むことがある．火山角礫岩 -凝灰角礫岩を主体とする

が，ところにより，岩屑なだれの岩塊相に似た岩相を示す．径 10 mの溶岩岩塊には割れ目が発達する．

径 6 m の中粒砂のブロックにも割れ目が見られ，それらのブロックの間を径 30 cm 以下の安山岩，軽石

凝灰岩，中礫砂の礫や細粒物が埋めている（第 22図）. 杉沢西の月光川左岸では火山角礫岩が分布する．

ところにより塊状溶岩・火砕岩の互層が 70-80°の傾斜を示すようにも見えるが，露出が悪く，全体がブ

ロックの可能性もある．

本火砕岩の岩質は（かんらん石含有）紫蘇輝石普通輝石安山岩及び紫蘇輝石含有普通輝石かんらん石玄

武岩であり，岩質では鳥海火山噴出物との区別は困難である．

紫蘇輝石普通輝石安山岩（FR l133 ／ GSJ R 57038）
産地・産状：遊佐町杉沢，庄内熊野川右岸の道路沿い，標高 150 m 地点．溶石の石塊（岩塊相）．

斑晶：斜長石，普通輝石，紫蘇輝石，鉄鉱，燐灰石

石基：斜長石，単斜輝石，斜方輝石，燐灰石，鉄鉱，メソスタシス

紫蘇輝石含有普通輝石かんらん石玄武岩（CH 322 ／ GSJ R 57039）
産地・産状：八幡町下黒川，落差 20 m の不動滝（酒田地域北東部）. 凝灰角礫岩に含まれる岩塊．

斑晶：斜長石，普通輝石，紫蘇輝石（普通輝石に囲まれる），かんらん石，鉄鉱

石基：斜長石，単斜輝石，鉄鉱，褐色ガラス

Ⅳ．5　下玉田川層（St）

鳥海山地域中央部，下玉田川上流から赤崩沢左股・右股にかけて分布し，成層構造が明瞭な火山礫凝

灰岩・シルト-中粒砂の互層を主体とし，凝灰角礫岩及び玄武岩溶岩流を挟む地層を下玉田川層と呼ぶ（新

命名）．膠結度はよい．露頭での最大層厚は 30m 以上，鳥海火山の溶岩に覆われる．林（1984a）では，玖

瑯集塊岩類（本報告の百宅火山岩）に含められている．

シルト - 中粒砂及び火山礫凝灰岩を主体とする部分は，厚さ 10-40cm の単層の累重からなり，明瞭な

成層構造を示す（第 23 図）．南または西へ最大で 30°以上傾斜していたり，小断層が発達しているなど変

形していることがある．油のしみ出しがしばしば見られる．これらに挟在する玄武岩溶岩は塊状または

やや破砕しており，やや変質していることが多い．岩質は赤崩沢下部溶岩などの鳥海火山の初期の噴出

物に類似しており，本層中の火山岩類は鳥海火山の活動によるものと判断する．

本層の堆積時期は，鳥海火山の活動の開始とほぼ同時期であると考えられる．本層中の溶岩からは

55± 3万年のK-Ar年代（伴ほか，未公表：伴ほか（1989）の 59± 6万年を修正）が得られている．これは鳥

海火山のステージⅠの活動開始時期（約 50 万年前）とほぼ同じ年代を示している．

普通輝石かんらん石玄武岩（CHK 1376 ／ GSJ R 57040）（第Ⅳ図版 2）
産地・産状：鳥海町，下玉田川上流赤崩沢右股，標高 970 m 地点．溶岩．

斑晶：斜長石，普通輝石，かんらん石（一部は炭酸塩鉱物と粘土鉱物に置換されている），鉄鉱

石基：斜長石，単斜輝石，鉄鉱，シリカ鉱物，アルカリ長石（一部は炭酸塩鉱物と粘土鉱物に置換されている）
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Ⅳ．6　蕗 沢 層（Fk）

鳥海山地域，日向川支流蕗沢の標高 650-700 m と小黒瀬川沿いの標高 730 m 付近に露出し，鳥海火山

噴出物に覆われる砂礫堆積物を蕗沢層と呼ぶ（新命名）．

蕗沢では女川層泥岩を不整合に覆う礫層を主体とする．全層厚は 40 m 以上，礫は径 10-30 cm の亜円

-亜角礫を主体とし，細礫 -粗粒砂を基質としており，未固結である（第 24図）．礫種は先鳥海火山の安山

岩が多い．厚さ 1 m 以内の中 -粗粒砂層や，細粒砂層を挟むことがある．地層面はほぼ水平である．最下

部は径 1-30 cm の亜円 -亜角礫を含み，細粒な火山灰を基質とした，よくしまった火砕物からなる．上部

では礫層中に厚さ 3-5 m の細 -中粒砂層を挟む．

小黒瀬川では礫層とシルト層の互層からなり，成層構造が明瞭で全層厚は12 m以上である．礫層の礫

は径 30 cm以下の亜円 -亜角礫で，先鳥海の安山岩・玄武岩や泥岩礫である．中 -細粒砂を基質とし，や

や膠結度がよい．1 枚の礫層の層厚は 2 m以下である．シルト層は 1枚 1 m以下で，やや固結し，中 -細

粒砂を含んでいる．炭質物を含むことがある．

第 23図　下玉田川層の成層構造（鳥海町，下玉田川上流赤崩沢右股）

火山礫凝灰岩を主体とし，砂・シルト層を挟む．最下位に玄武岩溶岩が露出する．

層厚15m
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Ⅴ．　鳥海火山噴出物

（中野　俊）

鳥海火山は安山岩溶岩流を主体とする，日本でも有数の規模を誇る第四紀火山である．中期更新世に

活動を開始し，有史時代にも噴火が記録されている．最近では1974年に水蒸気爆発を起こしている．火

山体の体積は Sugimura et al.（1963）の大まかな見積りでは 232km3 とされたが，最近詳細な研究を行っ

た林（1984a）により総噴出量は 72.8 km3，現存する火山体の体積は 67.2 km3 と見積られている．火山体

の下の基盤岩類は標高 1,000 m 以上にも露出しており，上げ底型の火山である．

林（1984a）の地質学的研究は精度の高い地表踏査と空中写真判読によるもので，本報告でも大局的に

はほとんど変更の余地はない．したがって本報告では林（1984a）の層序と活動期の区分をほぼそのまま

踏襲し，火山活動をステージⅠ，Ⅱ及びⅢに区分した（第11表）．噴出物の層序関係を第12表に示す（た

だし，現在使われている地名との対応を考慮に入れ，第一・第二や上部・下部などの混在した名称を避

けるため，地層名を変更した場合がかなりある）．また，前期-中期更新世には鳥海火山に先行する火山

活動が起こっている（前章の鶯川玄武岩，天狗森火砕岩及び下玉田川層）．それらと鳥海火山の活動の区

別は明確なものではないが，林（1984a）に従い，それらを先行する火山活動として位置づけ，鳥海火山噴

出物と区別した．

第 24図　蕗沢層の礫層（八幡町，日向川支流蕗沢）．丸みを帯びた先鳥海火山起源の安山岩礫が多い
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ステージⅠⅠⅠⅠⅠは古期成層火山の活動期である．ほぼ円錐形の火山体が形成されたと推定されており（第

25 図），古期成層火山の噴出物の大部分は中心噴火によるものであろう．このステージの噴出物の総体積

は 47km3 に達し，鳥海火山のほぼ 2/3 を占めている．また，山体の北麓や南麓に大量の岩屑堆積物が分

布しているが（第 9 図），その堆積物中にはステージⅡ以後の岩石が含まれないことから，ステージⅠに

大規模な山体崩壊がおそらく複数回発生していることは容易に推定される．伴ほか（1989 及び未公表）の

K-Ar 年代値によれば，ステージⅠは約 50 万年前に開始している．

ステージⅡは西鳥海馬蹄形カルデラ付近を中心とした“西鳥海”の活動期である（第26図）．また，“東

鳥海”でも千蛇谷溶岩や法体溶岩などの噴出が起こっている．このステージの噴出量は 22 km3 である．

西鳥海馬蹄形カルデラの形成に伴う崩壊堆積物は確認されていない．おそらく，白井新田付近の扇状地

堆積物や沖積層の下位に埋積されているのであろう．また，このステージの特徴として，ほぼ東西方向

に配列した観音森，大平，大平北及び清水の側火口群の活動があげられる．ステージⅡはさらにⅡa，Ⅱ

b，Ⅱ c 及びⅡ d に区分される（第 11 表）．Ⅱ a とⅡ b は角閃石斑晶の出現をもって区分されるが，その

境界は明確ではなく漸移する．ⅡbとⅡcは西鳥海馬蹄形カルデラの形成をもって区分される．林（1984

a）のステージⅡ c はカルデラ内の中央火口丘を中心とした活動期であるが，本報告ではこれをⅡ c とⅡ

d に分割した．Ⅱ c は東鳥海からカルデラ縁を越えて西鳥海馬蹄形カルデラ内に溶岩が流出した時期で

ある．さらに林（1984a）のステージⅡb 噴出物のうち，東鳥海起源と考えられる溶岩を Ⅱc の噴出物に含

めた．ただし，この時期の噴出物はのちの溶岩に覆われ，噴出源が不明なものが多く，西鳥海の中央火

口丘の活動による噴出物も含まれる可能性もある．Ⅱ d は西鳥海の中央火口丘の活動期である．伴ほか

（1989及び未公表）によると，ステージⅡの始まりは約16万年前で，ステージⅠと連続しており，ステー

ジⅠとの間に大きな活動休止期はない．

ステージⅢは東鳥海馬蹄形カルデラを中心とした“東鳥海”の活動期である．現在の山頂付近を中心

とした溶岩の流出が繰り返され，その後山頂付近の大規模な山体崩壊により東鳥海馬蹄形カルデラが形

成された．その時期は，山体崩壊堆積物（象潟岩屑なだれ堆積物）に含まれる木片の 14C 年代から

3,000-2,600 年前とされている（加藤，1977，1978；大沢ほか，1982，1988）．その後の活動はすべてカル

デラ内で起こっている．ステージⅢはこのカルデラ形成をもってⅢa とⅢ b に区分される．ステージⅢ
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における噴出量はおよそ4.3 km3と見積られている．また，西鳥海西斜面の側火口の活動（猿穴溶岩の噴

出）もステージⅢに起こっているが，これはステージⅢ a に含めた．

本火山の噴出物は大部分が紫蘇輝石普通輝石安山岩で，かんらん石と角閃石斑晶をしばしば含んでい

る．また，かんらん石斑晶が角閃石に囲まれる特徴を持つ角閃石かんらん石玄武岩質包有物（林，1984b）

がステージⅡ b 以後の噴出物にはしばしば含まれている．噴出物の岩石学的特徴と活動期の関係は林

（1984b）により次のようにまとめられている．

ステージⅠⅠⅠⅠⅠ：ほとんどがカルクアルカリ安山岩で，少量の高アルミナ玄武岩が認められる．安山岩の

マフィック鉱物は普通輝石，紫蘇輝石及び磁鉄鉱で，かんらん石を含むこともある．かんらん石はモー

ドで 1％を越えることはまれである．玄武岩はかんらん石を多く含む．

ステージⅡⅡⅡⅡⅡ：ほとんどがカルクアルカリ安山岩で，少量のカルクアルカリ玄武岩が認められる．この

時期の岩石の多くはクロムスピネルを包有する大型のかんらん石斑晶を持つ．ステージⅡのマフィック

鉱物は主にかんらん石，普通輝石，紫蘇輝石及び磁鉄鉱で，ステージⅡ b 以後では角閃石斑晶が頻繁に

出現する．

ステージⅢⅢⅢⅢⅢ：カルクアルカリ安山岩のみである．マフィック鉱物は，かんらん石，普通輝石，紫蘇輝

石及び磁鉄鉱である．角閃石がわずかに含まれることがある．ステージⅢ aのかんらん石ではクロムス

ピネルが包有されている．

Ⅴ．1　ステージⅠの噴出物

石禿川火山岩（ⅠⅠⅠⅠⅠ1）

林（1984a）の石禿川溶岩にほぼ相当する．鳥海山地域北西部，石禿川と赤川に囲まれた尾根（丸森-赤は

げ）及び東鳥海馬蹄形カルデラ内の赤川上流に分布する安山岩溶岩及び火砕岩からなる．石禿川では天徳

寺層を不整合に覆う．赤川上流標高 1,450-1,550 m では層厚 1-10 m の 9 枚以上の塊状溶岩と成層した

凝灰岩，火山礫凝灰岩及び細粒砂岩層（第 27図）などからなり，全層厚は 100 m以上である．これらの火

砕物の少なくとも一部は火山活動とは直接関係なく，二次的に堆積したものである．赤川上流標高1,150
ほったい

m付近では固結した凝灰角礫岩（第 28図）と塊状溶岩からなる．赤川標高 970 m付近の法体滝では層厚

50 m で，厚さ 2-5 m の 4 枚以上の塊状溶岩と火砕岩（一部は溶岩のクリンカー）の互層である．岩質は紫

蘇輝石（含有）かんらん石普通輝石安山岩（一部は玄武岩質）及び少量の紫蘇輝石普通輝石安山岩で，変質

していることが多い．

紫蘇輝石含有普通輝石かんらん石安山岩（玄武岩質）（CHK l058 ／ GSJ R 57041）

産地・産状：象潟町，赤川標高 970 m 付近の法体滝の最下部．溶岩．

斑晶：斜長石，普通輝石，紫蘇輝石（普通輝石縁に囲まれる），かんらん石（完全に粘土鉱物と炭酸塩鉱物に置

換されている），鉄鉱

石基：斜長石，単斜輝石，斜方輝石，鉄鉱，シリカ鉱物，アルカリ長石，燐灰石

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

紫蘇輝石普通輝石安山岩（CHK 1524 ／ GSJ R 57042）

産地・産状：遊佐町，新山の北，赤川上流標高 1,430m 地点．溶岩．

斑晶：斜長石，普通輝石，紫蘇輝石（±普通輝石縁），鉄鉱，燐灰石

石基：斜長石，単斜輝石，斜方輝石?，鉄鉱，メソスタシス
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第 27図　石禿川火山岩の火山礫凝灰岩
（遊佐町，赤川上流標高1,510m地点）

第 28図　石禿川火山岩の凝灰角礫岩（遊佐町，赤川標高1,150m地点）
基質は固結し，岩片はよく発泡している
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飯ヶ森溶岩（ⅠⅠⅠⅠⅠ2）

おそらく林（1984a）の善神池溶岩に相当する．鳥海山地域北西部，飯ヶ森の北斜面に分布する安山岩溶

岩流である．鶯川玄武岩を覆い，由利原岩屑堆積物に覆われるが，直接の関係は確認されていない．祓

川神社の北 800 m 地点では 1 枚の溶岩流からなり，確認できた層厚は 15 m 以上である．分布の大部分は

岩屑堆積物に覆われている．岩質はかんらん石紫蘇輝石普通輝石安山岩である．

かんらん石紫蘇輝石普通輝石安山岩（CHK 983 ／ GSJ R 57043）

産地・産状：矢島町，祓川神社の北 800 m，標高 1,110 m 地点．溶岩．

斑晶：斜長石，普通輝石，紫蘇輝石（±普通輝石縁），かんらん石，鉄鉱，燐灰石

石基：斜長石，単斜輝石，斜方輝石，鉄鉱，メソスタシス

赤崩沢下部溶岩（ⅠⅠⅠⅠⅠ3）

林（1984a）の下玉田川溶岩の一部である．鳥海山地域中央部，下玉田川上流の赤崩沢左股下部左岸や赤

崩沢右股に分布する安山岩溶岩流である．下玉田川層を覆う．赤崩沢右股では層厚 15 m以上の 1 枚の溶

岩で，厚さ 3m の二次堆積物（淘汰の悪い火砕物）を挟んで下玉田川層を覆う．岩質は紫蘇輝石かんらん

石普通輝石安山岩である．

紫蘇輝石かんらん石普通輝石安山岩（玄武岩質）（CHK 1374 ／ GSJ R 57044）

産地・産状：鳥海町，下玉田川上流赤崩沢右股標高 920m 地点の左岸．溶岩．

斑晶：斜長石，普通輝石，紫蘇輝石（普通輝石縁に囲まれる．普通輝石と平行連晶することがある），かんら

ん石（少量のスピネルを含む．一部イディングサイト化．まれに普通輝石縁に囲まれる），鉄鉱，燐灰

　　　石

石基：斜長石，単斜輝石，斜方輝石，鉄鉱，シリカ鉱物，ガラス

赤崩沢右股溶岩（ⅠⅠⅠⅠⅠ4）

林（1984a）の第二赤崩川溶岩にほぼ相当する．鳥海山地域中央部，下玉田川上流の赤崩沢右股上部に分

布する安山岩溶岩流である．下玉田川層を覆う．また，おそらく赤崩沢下部溶岩を覆うが野外では確認

していない．赤崩沢右股標高 1,170 m 付近では 1 枚の溶岩で，厚さは 20 m 以上である．岩質は紫蘇輝石

かんらん石普通輝石安山岩である．

紫蘇輝石かんらん石普通輝石安山岩（CHK 1378 ／ GSJ R 57045）

産地・産状：鳥海町，下玉田川上流赤崩沢右股標高 990 m 付近の右岸．溶岩．

斑晶：斜長石，普通輝石，紫蘇輝石（しばしば普通輝石縁に囲まれる），かんらん石（一部イディングサイト化），

鉄鉱，燐灰石

石基：斜長石，単斜輝石，斜方輝石，鉄鉱，シリカ鉱物，燐灰石

朱ノ又川溶岩（ⅠⅠⅠⅠⅠ5）

林（1984a）の朱ノ又川溶岩にほぼ相当する．鳥海山地域中央部，下玉田川の支流，朱ノ又川の標高 700 m

付近の谷底の小露頭（地質図では省略）及び左岸支沢上流で礫層（扇状地堆積物）を覆って分布する安山岩

溶岩流である．左岸の支沢では，層厚 10 m以上の 1枚の溶岩で板状節理が発達する．岩質は紫蘇輝石普
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通輝石安山岩である．

紫蘇輝石普通輝石安山岩（CHK 777 ／ GSJ R 57046）（第Ⅴ図版 1）

産地・産状：鳥海町，朱ノ又川左岸標高 720 m 付近に合流する支沢，標高 810 m の落差 20 m の滝．溶岩．

斑晶：斜長石，普通輝石，紫蘇輝石，鉄鉱，燐灰石

石基：斜長石，単斜輝石，斜方輝石，鉄鉱，シリカ鉱物，燐灰石，フロゴパイト

下玉田川溶岩（ⅠⅠⅠⅠⅠ6）

林（1984a）の下玉田川溶岩の一部に相当する．鳥海山地域中央部，朱ノ又川の左岸及び下玉田川に分布

する玄武岩溶岩流である．しばしば柱状節理が発達している（第29図）．朱ノ又川左岸上部では朱ノ又川

溶岩を覆う，層厚 8 m 以上の 1 枚の溶岩である．下玉田川右岸では厚さ 20 m の成層した砂礫層（二次堆

積物）を挟んで下玉田川上部溶岩に覆われ，層厚 20 m以上の1枚の溶岩である．岩質は紫蘇輝石（含有）

かんらん石普通輝石玄武岩である．

紫蘇輝石かんらん石普通輝石玄武岩（CHK 716 ／ GSJ R 57047）（第Ⅴ図版 2）

産地・産状：鳥海町，下玉田川標高 660m 地点の左岸．溶岩．

斑晶：斜長石，普通輝石，紫蘇輝石（普通輝石縁に囲まれる），かんらん石，鉄鉱

石基：斜長石，単斜輝石，かんらん石，鉄鉱，燐灰石，ガラス

下玉田川上部溶岩（ⅠⅠⅠⅠⅠ7）

林（1984a）の下玉田川上流溶岩にほぼ相当する．鳥海山地域中央部，下玉田川本流-赤崩沢と朱ノ又川

の間に分布する安山岩溶岩流である．赤崩沢左股の標高 900 m 地点の右岸で，下玉田川層中の玄武岩溶

岩を直接覆う．また，成層した砂礫層を挟んで下玉田川溶岩を覆う．下玉田川右岸では厚さ 10 m以上の

1 枚の溶岩である．岩質は紫蘇輝石普通輝石安山岩である．

第 29図　下玉田川溶岩の柱状節理（鳥海町，下玉田川標高 660m地点の右岸）

露頭の高さは約10m
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紫蘇輝石普通輝石安山岩（CHK 725 ／ GSJ R 57048）
産地・産状：鳥海町，朱ノ又川標高 600m 地点の左岸．溶岩．

斑晶：斜長石，普通輝石，紫蘇輝石，かんらん石（ごく少量），鉄鉱，燐灰石

石基：斜長石，単斜輝石，斜方輝石，鉄鉱，シリカ鉱物，フロゴパイト，メソスタシス

上ノ台溶岩（ⅠⅠⅠⅠⅠ8）

林（1984 a）の上の台溶岩にほぼ相当する．鳥海山地域中央部，日向川の北岸の上ノ台と呼ばれる緩斜面

を構成する安山岩溶岩流である．新第三系及び蕗沢層を覆う．末端及び白沢川沿いは複数の崩落崖で切

られている．層厚の確認できる露頭はないが，日向川支流蕗沢上部で比高 50 m以上の崖をなす．岩質は

かんらん石紫蘇輝石普通輝石安山岩である．また，蕗沢の標高700 m地点で蕗沢層の中粒 -細粒砂層を覆

う，斜長石大型斑晶（最大径8 mm）に富む溶岩（紫蘇輝石かんらん石普通輝石安山岩）も本溶岩に含めた．

かんらん石紫蘇輝石普通輝石安山岩（YD 824 ／ GSJ R 57049）

産地・産状：八幡町，小黒瀬川標高 810 m 地点，落差 10 m の滝．溶岩．

斑晶：斜長石，普通輝石，紫蘇輝石，かんらん石，鉄鉱，燐灰石

石基：斜長石，単斜輝石，斜方輝石，鉄鉱，シリカ鉱物，燐灰石，フロゴパイト

紫蘇輝石かんらん石普通輝石安山岩（YD 854 ／ GSJ R 57050）

産地・産状：八幡町，日向川支流蕗沢標高 700 m 地点．溶岩．

斑晶：斜長石，普通輝石，紫蘇輝石（±普通輝石縁），かんらん石（少量のスピネルを含むことがある），鉄鉱

石基：斜長石，単斜輝石，斜方輝石，鉄鉱，燐灰石，褐色ガラス

鳳来山火山岩（ⅠⅠⅠⅠⅠ9）

林（1984 a）の三の俣溶岩の一部に相当する．鳥海山地域南西部，草津川に沿って鳳来山北から湯ノ台西

へ南北に延びる尾根を構成する安山岩溶岩及び火砕岩である．鹿ノ俣川上流の火砕岩・溶岩層も本火山

岩に含める．鳳来山東及び鹿ノ俣川上流では新第三系丸山層を不整合に覆う．鹿ノ俣川上流では鹿ノ俣

川下部溶岩に覆われ，ほぼ北へ 15-20°傾斜する，成層した凝灰角礫岩や火山礫凝灰岩などの火砕岩が卓

越し，厚さ 3-5 mの（玄武岩質）安山岩溶岩を挟んでいる．全層厚はおよそ 200 mである．鳳来山付近か

ら湯ノ台西の尾根では成層した凝灰角礫岩，凝灰岩及び凝灰質粗粒砂岩（やや固結）からなり，北西ない

し西へ 30-50°傾いている．溶岩は鳳来山付近には分布するが，湯ノ台付近には認められない．岩質はか

んらん石普通輝石安山岩（玄武岩質）及び紫蘇輝石普通輝石安山岩である．変質していることが多い．

かんらん石普通輝石安山岩（玄武岩質）（YD 1286 ／ GSJ R 57051）（第Ⅵ図版 1）

産地・産状：八幡町，草津川上流標高 750 m 地点．溶岩．

斑晶：斜長石・普通輝石・かんらん石（スピネルを含むことがある．一部粘土鉱物と炭酸塩鉱物に置換されて

いる），鉄鉱

石基：斜長石，単斜輝石，斜方輝石，鉄鉱，シリカ鉱物，燐灰石，ガラス
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紫蘇輝石普通輝石安山岩（YD 1279 ／ GSJ R 57052）
産地・産状：八幡町・鳳来山の東 300 m，草津川に標高 650 m 付近で合流する支沢（赤滝沢）の標高 710 m 地　

点．溶岩．

斑晶：斜長石，普通輝石，紫蘇輝石（±普通輝石縁），鉄鉱

石基：斜長石，単斜輝石，斜方輝石，鉄鉱，褐色ガラス

月光川溶岩（ⅠⅠⅠⅠⅠ10）

林（1984 a）の三の俣溶岩の一部に相当する．鳥海山地域南西部，藤倉川 -月光川 -鳳来山にかけて分布す

る安山岩溶岩流である．天狗森火砕岩及び鳳来山火山岩を覆う．月光川上流金俣沢では少なくとも 4 枚

の溶岩からなり，いずれも 5-20 m の厚さである．全層厚は 50 m 以上である．さらに下流の月光川・藤

倉川の合流点の南 , 吹浦地域南東部の月光川ダム下流に露出している溶岩（第 30 図）も本溶岩に含める．

吹浦地域内では扇状地堆積物，沖積扇状地堆積物及び河床堆積物に覆われている．岩質はかんらん石紫

蘇輝石普通輝石安山岩である．

かんらん石紫蘇輝石普通輝石安山岩（YD 1461 ／ GSJ R 57058）

産地・産状：遊佐町，月光川上流金俣沢標高 850 m，落差 20 m の滝．溶岩．

斑晶：斜長石，普通輝石，紫蘇輝石，かんらん石（普通輝石縁に囲まれることがある），鉄鉱，燐灰石

石基：斜長石，単斜輝石，斜方輝石，鉄鉱，メソスタシス

第 30 図　月光川溶岩の板状節理（遊佐町，月光川ダムの下流 250 m）

スケール（写真中央）は 1 m．上位を河床堆積物（沖積層）に覆われる
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紫蘇輝石かんらん石普通輝石安山岩（FR 1199 ／ GSJ R 57059）

産地・産状：遊佐町，月光川ダム南西月光川右岸，道路沿い標高 150 m 地点．溶岩．

斑晶：斜長石，普通輝石，紫蘇輝石（まれに普通輝石縁に囲まれる），かんらん石（一部イディングサイト化），

　　　　鉄鉱

石基：斜長石，単斜輝石，斜方輝石，鉄鉱，シリカ鉱物，フロゴパイト

玄武岩質包有物を含む．

藤倉川溶岩（Ⅰ11）

林（1984a）の三の俣溶岩の一部に相当する．鳥海山地域南西部から吹浦地域南東部にかけての，藤倉川

-金俣沢及び南米沢に分布する安山岩溶岩流である．藤倉川及び金俣沢では月光川溶岩を覆う．南ノコマ

イ -南米沢では扇状地堆積物を覆う．藤倉川では厚さ 10m 以内の少なくとも 5 枚以上の溶岩からなる．

全層厚は 50 m 以上である．岩質は紫蘇輝石含有かんらん石普通輝石安山岩である．

紫蘇輝石含有かんらん石普通輝石安山岩（玄武岩質）（YD 1475 ／ GSJ R 57060）（第Ⅵ図版 2）

産地・産状：遊佐町，月光川支流藤倉川右岸，標高 600m 地点．溶岩．

斑晶：斜長石，普通輝石，紫蘇輝石（普通輝石縁に囲まれる），かんらん石，鉄鉱，燐灰石

石基：斜長石，単斜輝石，斜方輝石，かんらん石，鉄鉱，シリカ鉱物 , 燐灰石 , フロゴパイト

三の俣溶岩（ⅠⅠⅠⅠⅠ12）

林（1984a）の三の俣溶岩の一部に相当する．鳥海山地域西部，西鳥海馬蹄形カルデラ南東部のカルデラ

壁から三の俣にかけて分布する安山岩溶岩流で，カルデラ内では火砕岩を伴う．南米沢で藤倉川溶岩を

覆い，カルデラ壁では最下位に露出する．南ノコマイ標高 1,250- 1,300 m 付近で溶岩流を覆って厚さ 2 m

のシルト及び火山礫凝灰岩層が，さらに上位に厚さ 10m 以上の無層理の凝灰角礫岩が分布する．この凝

灰角礫岩の上位は厚さ 20m 以上の安山岩溶岩である．部分的に熱水変質が認められる．全層厚はおそら

く 200 m 以上であろう．岩質は紫蘇輝石普通輝石安山岩からなり，斜長石斑晶が細かい特徴がある．

紫蘇輝石普通輝石安山岩（YD 1329 ／ GSJ R 57062）

産地・産状：遊佐町，南ノコマイ支流南米沢，標高 640 m 地点．溶岩．

斑晶：斜長石，普通輝石，紫蘇輝石（普通輝石と平行連晶することがある），鉄鉱

石基：斜長石，単斜輝石，斜方輝石，鉄鉱，メソスタシス

紫蘇輝石普通輝石安山岩（CHK 1394 ／ GSJ R 57063）

産地・産状：遊佐町，南ノコマイ上流，標高 1,360 m 地点（月山森北北東 600 m）．溶岩．

斑晶：斜長石，普通輝石，紫蘇輝石（まれに普通輝石に囲まれる．普通輝石と平行連晶することがある），鉄

鉱

石基：斜長石， 単斜輝石，斜方輝石，鉄鉱，メソスタシス

檜ノ沢火山岩（ⅠⅠⅠⅠⅠ13）

林（1984a）の三の俣溶岩の一部に相当する．鳥海山地域西端 -吹浦地域東端，西鳥海馬蹄形カルデラの

カルデラ西壁に露出する最下位層で，安山岩溶岩流からなり，檜ノ沢中流では火砕岩が卓越する．檜ノ

沢右岸では部分的に弱く成層した層厚 40 m以上の火砕岩（凝灰角礫岩・火山角礫岩）からなり，南東に
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40-50°傾いている．その上流の檜ノ沢 -笙ガ岳にかけては，ほとんどが 3-6 m 厚さの 15 枚以上の溶岩流

（紫蘇輝石普通輝石安山岩 > かんらん石紫蘇輝石普通輝石安山岩）で檜ノ沢の下流方向に 40°傾いてお

り，全層厚は 300 m である . 笙ガ岳南斜面では溶岩の厚い部分がある（第 31 図）．檜ノ沢沿い上流では熱

水変質が認められる．また，吹浦地域東部，カラ沢の支流の狭い範囲に，笙ガ岳溶岩，洗沢川溶岩，南ノ

コマイ溶岩及び八森溶岩に囲まれて分布する安山岩溶岩は，ここでは本火山岩に含めるが，笙ガ岳下部

溶岩に相当する可能性もある．岩質は（かんらん石）紫蘇輝石普通輝石安山岩で，斜長石斑晶は細かく，

カルデラ壁下部ではかんらん石が変質していることが多い．

紫蘇輝石普通輝石安山岩（CHK 1823 ／ GSJ R 57064）

産地・産状：遊佐町，檜ノ沢に標高 1,140m付近で右岸から合流する支沢標高 1,350m 地点（白山岩）．溶岩．

斑晶：斜長石，普通輝石，紫蘇輝石（±普通輝石縁），鉄鉱，燐灰石

石基：斜長石・単斜輝石，斜方輝石・鉄鉱，シリカ鉱物，燐灰石，フロゴパイト

かんらん石紫蘇輝石普通輝石安山岩（YD 1802 ／ GSJ R 57065）

産地・産状：遊佐町，檜ノ沢，標高 1,140m 地点．溶岩．

斑晶：斜長石，普通輝石，紫蘇輝石（±普通輝石縁），かんらん石（微斑晶のみ．完全に粘土鉱物に変質してい

る），鉄鉱

第 31 図　檜ノ沢火山岩の溶岩（白山岩：遊佐町，笙ヶ岳山頂の南 400m）

この部分で厚さ 20m以上．部分的に板状節理が発達している
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石基：斜長石，単斜輝石，斜方輝石，鉄鉱，メソスタシス

かんらん石含有紫蘇輝石普通輝石安山岩（FR 1818 ／ GSJ R 57066）
産地・産状：遊佐町，カラ沢標高 270 m 付近に左岸から合流する支沢（カニノ目沢）の上流，標高 450 m 地点．

溶岩．

斑晶：斜長石，普通輝石，紫蘇輝石（±普通輝石縁）, かんらん石（微斑晶のみ．一部周囲がイディングサイト

化），角閃石（半分オパサイト化．微斑晶が 1 個認められる），鉄鉱，燐灰石

石基：斜長石，単斜輝石，斜方輝石，鉄鉱，シリカ鉱物，フロゴパイト

玄武岩質包有物を含む．

金俣沢溶岩（ⅠⅠⅠⅠⅠ14）

林（1984a）の南米沢溶岩の一部に相当する．鳥海山地域南西部，八丁坂から鳳来山にかけての尾根を構

成し，さらに藤倉川及び金俣沢に分布する安山岩溶岩流である．藤倉川溶岩を覆う．金俣沢では少なく

とも 4 枚以上の溶岩からなりそれぞれ 6-10 m，ところにより 20 m の厚さである．確認できる全層厚は

40m 以上である．岩質は紫蘇輝石普通輝石安山岩からなり，少量のかんらん石斑晶を含むことが多い．

紫蘇輝石普通輝石安山岩（YD 1466 ／ GSJ R 57061）

産地・産状：遊佐町，月光川上流金俣沢，標高 1,070 m 地点．溶岩．

斑晶：斜長石，普通輝石，紫蘇輝石（まれに普通輝石縁に囲まれる），鉄鉱，燐灰石

石基：斜長石，単斜輝石，斜方輝石，鉄鉱，シリカ鉱物，燐灰石，フロゴパイト

鹿ノ俣川下部溶岩（ⅠⅠⅠⅠⅠ15）

林（1984 a）の鹿ノ俣川第一溶岩にほぼ相当する．鳥海山地域南西部，鹿ノ俣川上流で，鳳来山火山岩を

覆う安山岩溶岩流である．太右エ門沢では 4 枚以上の溶岩，中沢では 3 枚の安山岩溶岩で 1 枚の厚さ数

m-40 m，それぞれの溶岩の間に，最大 20 m に達する厚い成層した砂礫層または凝灰角礫岩を挟むこと

が多い．全層厚は中沢では 70 m，太右エ門沢では 80 m 以上である．岩質は紫蘇輝石普通輝石安山岩及

びかんらん石紫蘇輝石普通輝石安山岩である．斜長石の大型斑晶がないことで，鹿ノ俣川上部溶岩と区

別できる．

紫蘇輝石普通輝石安山岩（YD 1415 ／ GSJ R 57053）

産地・産状：八幡町，鹿ノ俣川上流太右エ門沢，標高 1,170 m 地点．溶岩．

斑晶：斜長石，普通輝石，紫蘇輝石（±普通輝石縁．普通輝石と平行連晶することがある），鉄鉱

石基：斜長石，単斜輝石，斜方輝石，鉄鉱，メソスタシス

かんらん石紫蘇輝石普通輝石安山岩（YD 1418 ／ GSJ R 57054）

産地・産状：八幡町，鹿ノ俣川上流太右エ門沢，標高 1,250 m 地点．溶岩．

斑晶：斜長石，普通輝石，紫蘇輝石（±普通輝石縁），かんらん石，鉄鉱

石基：斜長石，単斜輝石，斜方輝石，かんらん石，鉄鉱，ガラス
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鹿ノ俣川上部溶岩（ⅠⅠⅠⅠⅠ16）

林（1984a）の鹿ノ俣川第二溶岩にほぼ相当する．鳥海山地域南西部，鹿ノ俣川上流の太右エ門沢及び中

沢で，厚さ 15-20 m の二次堆積物（凝灰角礫岩，火山円礫岩，砂層）を挟んで鹿ノ俣川下部溶岩を覆い，

厚さ15-25 mの火砕物からなる二次堆積物を挟んで七高山溶岩に覆われる安山岩溶岩流である．中沢で

は 3 枚の溶岩からなり，それぞれ 8-20 m，全層厚は 60 m 以上である．岩質はやや玄武岩質の紫蘇輝石

かんらん石普通輝石安山岩で，斜長石大型斑晶で特徴づけられる．

紫蘇輝石かんらん石普通輝石安山岩（YD 1419 ／ GSJ R 57055）

産地・産状：八幡町，鹿ノ俣川上流太右エ門沢，標高 1,270 m 地点．溶岩．

斑晶：斜長石，普通輝石，紫蘇輝石（多くは普通輝石縁を持つ），かんらん石（少量のスピネルを含むことがあ

る），鉄鉱

石基：斜長石，単斜輝石，斜方輝石，かんらん石，鉄鉱，シリカ鉱物，燐灰石，フロゴパイト

白沢川溶岩（ⅠⅠⅠⅠⅠ17）

林（1984a）の鹿ノ俣川溶岩にほぼ相当する．鳥海山地域南西部，鹿ノ俣川と白沢川の間の尾根及び白沢

川上流に分布する安山岩溶岩流である．七高山溶岩に覆われる．鹿ノ俣川下流の標高 450 m 地点の左岸

（屏風岩：第 32 図）では新第三系青沢層を直接覆い，柱状節理の発達した 1 枚の溶岩で層厚はおよそ 100

m である．白沢川上流では層厚およそ 20 mで 1 枚の溶岩流である．岩質は紫蘇輝石かんらん石普通輝石

安山岩であり，石英捕獲結晶をしばしば含む．

第 32図　白沢川溶岩の柱状節理（屏風岩：八幡町，鹿ノ俣川標高 450m地点の左岸上部）

1枚の溶岩で，露頭の高さは約100m



－ 58－

紫蘇輝石かんらん石普通輝石安山岩（YD 1147 ／ GSJ R 57077）

産地・産状：八幡町，日向川支流白沢川，標高 470-480 m 付近の右岸上部の岩壁．溶岩．

斑晶：斜長石，普通輝石，紫蘇輝石（普通輝石縁に囲まれることがある），かんらん石，鉄鉱

石基：斜長石，単斜輝石，斜方輝石，鉄鉱，シリカ鉱物，燐灰石

普通輝石コロナに囲まれた石英捕獲結晶を含む．

草津川岩屑なだれ堆積物（Ksd）

鳥海山地域南西部，草津川沿いに分布する岩屑なだれ堆積物である．新第三系丸山層及び観音寺層を

覆う．大蕨岩屑堆積物との関係は不明である．確認できる層厚は 20 m で，無層理である．本堆積物は玄

武岩または安山岩溶岩の岩塊，礫及びそれらの細粒物質からなり，淘汰の悪い堆積物である．大きさ数

10 cmから最大 10 m以上の溶岩岩塊は破砕されて不規則な割れ目が発達することが多い．それらの基質

は凝灰角礫岩で，岩塊，礫，細粒砂及びシルトからなり，淘汰が悪い．これらはそれぞれ宇井・荒牧（1985）

の岩屑なだれ（岩屑流）堆積物の岩塊相及び基質相に相当し，本堆積物は岩屑なだれ堆積物と判断される．

岩塊相は鳳来山火山岩起源の岩塊が多い．

大台野火砕流堆積物（ⅠⅠⅠⅠⅠ19）

林（1984 a）の大台野火砕流堆積物にほぼ相当する．鳥海山地域南西部，大台野の緩斜面（南傾斜約 5°）を

構成する非溶結の火砕流堆積物である．新第三系，鳳来山火山岩及び草津川岩屑なだれ堆積物を覆う．

数河ノ池付近や日向川沿いでは多数の崩落崖で切られている．貝沢付近で層厚 70-100 mである．フロー

ユニット境界は認められない．上部は厚さ 1 m の風化土壌となっている．本堆積物は安山岩岩塊，礫及

び火山灰基質からなる．岩塊は直径 2 m 以下のやや丸みを帯びたものが多いが，50 cm 以下で風化が著

しく，急冷割れ目を持つ岩塊が数％-10 数％程度含まれる．板状節理を持つものもある．基質は風化の進

んだ細粒物質からなる．宇井（1972）によると，急冷割れ目を持つ持たないにかかわらず帯磁方位は現在

の地球磁場方位と一致しており，いずれも本質岩塊であり，本堆積物は高温の火砕流堆積物である．南

隣酒田及び大沢地域（池辺ほか，1979；土谷，1989）の日向川沿いの段丘堆積物とされた堆積物の少なく

とも一部は本火砕流堆積物に対比される．なお，加藤（1986）は本火砕流堆積物と大蕨岩屑堆積物を一括

し，大台野火砕流・泥流と呼び，鹿ノ俣川上流の崩壊地形と関係しているとしている．

紫蘇輝石含有かんらん石普通輝石安山岩（CH 290 ／ GSJ R 57056）

産地・産状：八幡町貝沢 -大台野間の道路沿い，標高 350 m 地点．直径 2 m 以上の急冷縁を持たない岩塊．

斑晶：斜長石・普通輝石，紫蘇輝石（±普通輝石縁），かんらん石（少量のスピネルを含むことがある），鉄鉱

石基：斜長石，単斜輝石，斜方輝石，かんらん石，鉄鉱，シリカ鉱物，燐灰石

大台野上部溶岩（ⅠⅠⅠⅠⅠ20）

林（1984 a）の大台野上部溶岩にほぼ相当する．鳥海山地域南西部，草津川左岸大台野の北から鹿ノ俣川

上流マタフリ沢にかけて分布する安山岩溶岩流である．少なくとも 2 枚以上の溶岩からなる．新第三系

及び大台野火砕流堆積物を覆う．本溶岩の末端及び側端（荒木川及び鶴間池の西）では崩落崖が発達し，

切られている．2 枚の溶岩流は荒木川沿いではいずれも 20 m 以上の厚さである．岩質は紫蘇輝石普通輝
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石安山岩で，少量の角閃石またはかんらん石斑晶を含むことがある．

角閃石かんらん石含有紫蘇輝石普通輝石安山岩（YD 1184 ／ GSJ R 57057）

産地・産状：八幡町，荒木川標高 840 m 地点，落差 20 m の滝．溶岩．

斑晶：斜長石，普通輝石，紫蘇輝石，かんらん石（微斑晶のみ），角閃石（オパサイト縁に囲まれる），鉄鉱，

燐灰石

石基：斜長石，単斜輝石，斜方輝石，鉄鉱，燐灰石，メソスタシス

笙ガ岳下部溶岩（ⅠⅠⅠⅠⅠ21）

林（1984 a）の南米沢溶岩の一部に相当する．鳥海山地域西端，笙ガ岳付近のカルデラ壁上部及び鳥海湖

東の狭い範囲に分布する安山岩溶岩流である．檜ノ沢火山岩を覆う．鳥海湖の東では熱水変質が著しい．

確認された層厚は 50 m である．岩質は紫蘇輝石かんらん石普通輝石安山岩である．

紫蘇輝石かんらん石普通輝石安山岩（CHK 1809 ／ GSJ R 57067）

産地・産状：遊佐町，笙ガ岳北東 500 m，カルデラ壁の標高 1,350 m 地点．溶岩．

斑晶：斜長石，普通輝石，紫蘇輝石（普通輝石と平行連晶することがある），かんらん石（普通輝石に囲まれる

ことがある），鉄鉱，燐灰石

石基：斜長石，単斜輝石，斜方輝石，鉄鉱，シリカ鉱物，燐灰石

洗沢川下部溶岩（ⅠⅠⅠⅠⅠ22）

林（1984 a）の洗沢下部溶岩にほぼ相当する．吹浦地域東部，洗沢川上流の谷底に露出する安山岩溶岩流

である．厚さ 10-20 m の少なくとも 2 枚以上の溶岩からなる．本溶岩の基底部は露出してない．岩質は

紫蘇輝石普通輝石安山岩である．かんらん石の微斑晶を含むことがあり，斜長石斑晶が細かい特徴があ

る .

紫蘇輝石普通輝石安山岩（KS 1695 ／ GSJ R 57068）

産地・産状：遊佐町，洗沢川上流，標高 1,050 m 地点．溶岩．

斑晶：斜長石，普通輝石，紫蘇輝石（普通輝石と平行連晶することがある），かんらん石（ごく少量の微斑晶），

鉄鉱，燐灰石

石基：斜長石，単斜輝石，斜方輝石，鉄鉱，シリカ鉱物，燐灰石，フロゴパイト

御滝火山岩（ⅠⅠⅠⅠⅠ23）

林（1984 a）の御滝溶岩類の全部及び奈曽谷溶岩の一部を合わせたものである．鳥海山地域北西部から

吹浦地域北東部にかけて，奈曽溪谷のほぼ全域に露出する最下位層で，安山岩溶岩流・火砕岩と少量の

玄武岩溶岩流からなる．火砕岩は凝灰角礫岩及び火山礫凝灰岩を主体とする．その一部はスコリア流堆

積物や再堆積した火砕物などである．奈曽川標高 980 m 付近の右岸には，幅 3-4 m，走向 N40°W でほぼ

垂直の玄武岩質安山岩岩脈が成層した火砕岩層を貫いている（第 33 図）．玄武岩溶岩は鉾立南東 800 m

の白糸の滝下流において本火山岩の上部に分布する．玄武岩は 5 枚以上で 1 枚 5-6 m の厚さである（第

34図）．最上部の溶岩の上部クリンカーは風化が著しく，上位を奈曽谷溶岩に覆われている．ツキダシ（奈

曽川標高 680 m 地点の東側の崩壊地形）では 3 枚以上の安山岩溶岩からなり，上位の奈曽谷溶岩との間
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に風化帯を挟んでいる．安山岩の岩質は紫蘇輝石普通輝石安山岩で，少量のかんらん石を含むことがあ

る．玄武岩は紫蘇輝石かんらん石普通輝石玄武岩である．

紫蘇輝石普通輝石安山岩（CHK 1015 ／ GSJ R 57069）

産地・産状：象潟町，奈曽川上流，標高 900 m 地点の右岸．最下部の溶岩．

斑晶：斜長石，普通輝石，紫蘇輝石（普通輝石と平行連晶することがある），かんらん石（ごく少量の微斑晶．

粘土鉱物と炭酸塩鉱物に置換されている），鉄鉱

石基：斜長石，単斜輝石，斜方輝石，鉄鉱，メソスタシス

紫蘇輝石かんらん石普通輝石玄武岩（CHK 1082-2 ／ GSJ R 57070）

産地・産状：象潟町，奈曽渓谷，白糸の滝下，標高 1,020 m 地点．溶岩．

斑晶：斜長石，普通輝石，紫蘇輝石（普通輝石縁に囲まれる），かんらん石（一部は粘土鉱物と炭酸塩鉱物に置

換されている．少量のスピネルを含むことがある），鉄鉱

石基：斜長石，単斜輝石，斜方輝石，鉄鉱，シリカ鉱物，燐灰石．石基の一部は粘土鉱物に置換されている．

奈曽谷溶岩（ⅠⅠⅠⅠⅠ24）

林（1984 a）の奈曽谷溶岩の大部分に相当する．鳥海山地域北西部 -吹浦地域北東部，ツキダシより上流

の奈曽渓谷両岸に分布する安山岩溶岩流である．奈曽川の標高 1,050m 右岸の沢では 4 枚以上の溶岩か

らなり全層厚 120 m で，凝灰角礫岩を主体とした火砕岩が卓越している．ステージⅠの谷櫃川下部溶岩

に岩質が類似した岩脈に貫かれる．岩質はかんらん石紫蘇輝石普通輝石安山岩である．

第 34図　御滝火山岩上部の玄武岩溶岩流（象潟町，奈曽渓谷，白糸の滝の下流標高1,000m地点）

中央の白色部が塊状部，その上下はクリンカーである
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かんらん石紫蘇輝石普通輝石安山岩（KS 1079 ／ GSJ R 57071）

産地・産状：象潟町，奈曽川，標高 800 m 地点に合流する左岸の枝沢，標高 960 m 地点（鉾立東の崖）．溶岩．

斑晶：斜長石，普通輝石，紫蘇輝石（±普通輝石縁），かんらん石（一部はイディングサイト化），鉄鉱

石基：斜長石，単斜輝石，斜方輝石，かんらん石（イディングサイト），鉄鉱，燐灰石，メソスタシス

鳥越川溶岩（ⅠⅠⅠⅠⅠ25）

林（1984 a）の鳥越川溶岩の一部に相当する．鳥海山地域北西部，唐吹長峰から稲倉岳付近にかけての鳥

越川左岸の最下部，さらに，吹浦地域北東端，奈曽渓谷右岸上の山放牧場付近に，おそらく笹岡層を覆っ

て分布する安山岩溶岩流である．鳥越川大水揚左岸では複数枚（少なぐとも 3 枚以上）の溶岩で，全層厚

80 m 以上，谷櫃滝の下流では 50 m 以上の溶岩である．また，奈曽渓谷の本溶岩は厚さ 20 m 以上の溶岩

である．岩質は（かんらん石含有）紫蘇輝石普通輝石安山岩である．奈曽渓谷右岸の溶岩はかんらん石斑

晶をほとんど含まない．

かんらん石含有紫蘇輝石普通輝石安山岩（CH 395 ／ GSJ R 57072）

産地・産状：象潟町，鳥越川支流谷櫃川左岸，標高 610 m 地点．溶岩．

斑晶：斜長石，普通輝石，紫蘇輝石（±普通輝石縁），かんらん石（微斑晶のみ．粘土鉱物と炭酸塩鉱物に置換

されている），鉄鉱

石基：斜長石，単斜輝石，斜方輝石，鉄鉱，シリカ鉱物，燐灰石

紫蘇輝石普通輝石安山岩（KS 1018 ／ GSJ R 57073）

産地・産状：象潟町，奈曽川標高 380 m の東方 500 m の右岸，標高 480 m 地点（新堤南東 500 m）．溶岩．

斑晶：斜長石，普通輝石，紫蘇輝石（普通輝石と平行連晶することがある），かんらん石？（ごく少量の微斑晶．

粘土鉱物に置換されている），鉄鉱，燐灰石

石基：斜長石，単斜輝石，斜方輝石，鉄鉱，シリカ鉱物，フロゴパイト

岩脈（d）

鳥海山地域西端，奈曽渓谷上流部右岸にて奈曽谷溶岩を貫く安山岩岩脈である．走向は N50-65°W，

ほぼ垂直である．奈曽川標高 1，050 m地点の右岸の沢では幅 5-10 m，貫入面に垂直に柱状節理が発達し

（第 35 図），北西端で二股に分岐している．奈曽川標高 850 m 地点の右岸の沢では両岸に 30 m 以上の高

さの露頭となっている．岩質は紫蘇輝石普通輝石安山岩で，斜長石斑晶に富み，谷櫃川下部溶岩と同質

である．

紫蘇輝石普通輝石安山岩（CHK 1116 ／ GSJ R 57074）

産地・産状：象潟町，奈曽川標高 1,050 m 地点の右岸に合流する支沢の左股，標高 1,250 m 地点．岩脈．

斑晶：斜長石，普通輝石，紫蘇輝石，鉄鉱

石基：斜長石，単斜輝石，斜方輝石，鉄鉱，シリカ鉱物，燐灰石

谷櫃川下部溶岩（ⅠⅠⅠⅠⅠ26）

林（1984a）の鳥越川溶岩の一部及び蟻の戸渡溶岩の一部を合わせたものである．鳥海山地域北西部，東

鳥海馬蹄形カルデラ西縁のカルデラ壁（第 36 図）から唐吹長峰にかけてと，奈曽渓谷に分布する安山岩溶
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岩流である．御滝火山岩及び鳥越川溶岩を覆う．奈曽渓谷最上流では 5枚以上の溶岩流で全層厚約 100
 や  びつ

m，谷櫃滝付近では 1-2 枚の溶岩で層厚 100 m 以上に達する．また，蟻ノ戸渡南東のカルデラ壁では熱

水変質が著しい安山岩溶岩が露出しているが（第 37図），これも本溶岩と同一であると判断した．岩質は

紫蘇輝石普通輝石安山岩で，斜長石斑晶と燐灰石微斑晶に富む特徴がある．

紫蘇輝石普通輝石安山岩（CH 392 ／ GSJ R 57075）

産地・産状：象潟町，鳥越川支流の谷櫃川，標高 800 m 地点（谷櫃滝下）．溶岩．

斑晶：斜長石，普通輝石，紫蘇輝石，鉄鉱，燐灰石

石基：斜長石，単斜輝石，斜方輝石，鉄鉱，シリカ鉱物，燐灰石，フロゴパイト

第 35 図　奈曽谷溶岩を貫く岩脈（遊佐町，奈曽川標高 1,050 m 地点の北岸 1,250 m 地点）

貫入面に垂直の，直径 5-10 cm の柱状節理が発達している
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谷櫃川上部溶岩（ⅠⅠⅠⅠⅠ27）

林（1984 a）の蟻の戸渡溶岩の一部に相当する．鳥海山地域北西部，稲倉岳の南から谷櫃滝上部にかけて

分布する安山岩溶岩流である．鳥越川大水揚の西で厚さ 10 m の泥流堆積物を挟んで谷櫃川下部溶岩を

覆う．2 枚以上の溶岩からなり，全層厚は 40 m である．岩質は紫蘇輝石普通輝石安山岩で，かんらん石

を含むことがある．谷櫃川下部溶岩とは斜長石大型斑晶がないことで区別できる．

かんらん石含有紫蘇輝石普通輝石安山岩（CHK 1197 ／ GSJ R 57076）

産地・産状：象潟町，鳥越川大水揚（標高 940 m）西のカルデラ壁上部，標高 1,190 m 地点．溶岩．

斑晶：斜長石，普通輝石，紫蘇輝石（普通輝石と平行連晶することがある），かんらん石（斜長石との集合結晶

として薄片中に 1 個のみ），鉄鉱，燐灰石

石基：斜長石，単斜輝石，斜方輝石，鉄鉱，シリカ鉱物，燐灰石

大蕨岩屑堆積物（Owd）

南隣大沢地域（土谷，1989）の大蕨岩え堆積物に相当する．鳥海山地域南西部，数河ノ池より南及び月

光川 -草津川間のなだらかな尾根の表層部に分布する岩えを大蕨岩え堆積物として一括する．本地域で

は，庄内熊野川支流の杉沢谷上流で岩屑なだれ堆積物の岩塊相（宇井・荒牧，1985）に類似した破砕され

た溶岩岩塊（紫蘇輝石普通輝石安山岩）の露頭があり，少なくともその一部は岩えなだれ堆積物の可能性

があるが，露出が悪く判断できない．大沢地域内大蕨の露頭ではやはり岩塊相と基質相（宇井・荒牧，1985）

が認められ，本堆積物の少なくとも一部は岩えなだれ堆積物と考えられる．本報告では土谷（1989）と同

第 37図　東鳥海馬蹄形カルデラ南壁の谷櫃川下部溶岩の変質帯（白色部）

写真右上は稲倉岳，ほぼ中央が蟻ノ戸渡である（第 36図参照）



－ 65－

様に岩屑堆積物と呼ぶ．柴橋・今田（1972）及び柴橋（1973）は大沢地域内の日向川左岸の赤う付近で本堆

積物の一部を赤う溶岩（紫蘇輝石普通輝石安山岩）と呼んだが , それは岩屑なだれ堆積物の岩塊相であろ

う．本堆積物の層準は明確ではないが，岩塊相や基質相中の安山岩岩塊が鳥海火山のステージⅡ以後に

頻繁に出現する角閃石斑晶を含まないことから，ステージⅠに含める．本地域内での層厚は不明である．

加藤（1986）は本岩屑堆積物と大台野火砕流堆積物を一括し，大台野火砕流・泥流と呼び，鹿ノ俣川上流

の崩壊地形と関係しているとしている．

由利原岩屑堆積物（Yrd）

北隣矢島地域（大沢ほか，1988）の由利原岩屑なだれ堆積物に相当する．林（1984 a）の白雪川火砕流堆積

物を含む．本報告では，鳥海山地域北西部，飯ヶ森北東の鶯川と北西の赤川の間及び鳥海山地域北西端

-吹浦地域北東端，奈曽渓谷 -鳥越川に囲まれた上の山放牧場付近に分布する岩屑堆積物を由利原岩え堆

積物として一括する．上の山放牧場付近では奈曽川に面した急崖の最上部に露出し，層厚 20 m以上で，

笹岡層砂層やステージⅠの鳥越川溶岩を覆う．径 50 cm以下の安山岩亜角 -亜円礫を含み，風化火山灰基

質からなる．変質した礫も含まれる．礫の濃集部が見られる．本堆積物のうち上の山放牧場北西部では

流れ山らしき地形が認められ，新鮮な安山岩礫を伴い，基質がルースである．この部分は完新世の象潟

岩屑なだれに関連している可能性もあるが明確ではなく，本報告では本岩屑堆積物に含めておく．本堆

積物は鶯川上流部では層厚 50 m 以上の岩屑なだれ堆積物である．破砕された径数 m の溶岩岩塊からな

る岩塊相と，大小さまざまな安山岩岩塊・礫を含む小礫 -細礫混じりの細粒物質（砂及び泥）からなる基質

相が認められる．白雪川沿いでも多くは基質相であるがわずかに岩塊相も認められる．そのほかでは露

出が悪く，岩屑なだれ堆積物であるか否か明確でない．したがって，矢島地域（大沢ほか，1988）では岩

屑なだれ堆積物としたが，本報告では岩屑堆積物と改める．主に矢島地域で採取された岩塊の検鏡結果

（57 試料）によると，岩塊相を構成する溶岩ブロックはその 1/2 がかんらん石紫蘇輝石普通輝石安山岩ま

たは玄武岩，残りが紫蘇輝石普通輝石安山岩である．角閃石斑晶は全く認められず，大蕨岩屑堆積物と

同様に，本堆積物は鳥海火山のステージⅠに形成されたと推定される．本堆積物は石禿川溶岩及び飯ヶ

森溶岩を覆うと考えられる．

奥山岩屑なだれ堆積物（Okd）

矢島地域（大沢ほか，1988）の奥山岩屑なだれ堆積物に相当する．林（1984 a）の奥山火砕流堆積物に相当

する．鳥海山地域北部，奥山放牧場の不明瞭な起伏を持つ平坦面及び猿倉付近子吉川左岸の平坦面を構

成する岩屑なだれ堆積物である．大沢ほか（1988）と同様，両者を一括する．新第三系を覆い，また，地

形から由利原岩屑堆積物を覆うと判断する．本堆積物は鶯川沿いで好露頭が見られる（第 38 図）．岩塊相

は最大径数 m の笹岡層砂層，円礫層，凝灰角礫岩などのブロックからなる．基質相は径 1 m 以下の安山

岩亜円 -亜角礫や半固結シルト -砂や河川礫（円礫）を含み，小礫 -細礫混じりの細粒物質からなる．確認さ

れた層厚は鶯川沿いで 20 m 以上であるが，子吉川沿い猿倉付近では地形的に比高最大 50 m の崖をなし

ている．
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Ⅴ．2　ステージⅡ a の噴出物

月山森溶岩（ⅡⅡⅡⅡⅡa1）

林（1984 a）の金俣沢溶岩にほぼ相当する．鳥海山地域西部の西鳥海馬蹄形カルデラ南東部，月山森付近

から藤倉川 - 金俣沢にかけて分布する玄武岩及び安山岩溶岩流である．三の俣溶岩及び金俣沢溶岩を覆

う．藤倉川では厚さ 2-6 m の薄い 5 枚以上の溶岩からなるのが観察される．全層厚はおそらく 100 m 以

上に達すると考えられる．本溶岩は月山森断層に切られており，月山森の山頂部は火口ではなく，断層

崖の頂部に当たるカルデラ縁上の単なるピークである．岩質は紫蘇輝石かんらん石普通輝石玄武岩及び

かんらん石紫蘇輝石普通輝石安山岩である．角閃石斑晶を含むことがある．

紫蘇輝石かんらん石普通輝石玄武岩（YD 1486-2 ／ GSJ R 57078）

産地・産状：遊佐町，月光川支流藤倉川，標高 1,110 m 地点．溶岩．

斑晶：斜長石，普通輝石，紫蘇輝石（普通輝石縁を持つ），かんらん石，鉄鉱

石基：斜長石，単斜輝石，斜方輝石，かんらん石，鉄鉱，シリカ鉱物

かんらん石紫蘇輝石普通輝石安山岩（YD 1491 ／ GSJ R 57079）

産地・産状：遊佐町，月光川支流藤倉屑川上流（源頭），標高 1,460 m 地点．溶岩．

斑晶：斜長石，普通輝石，紫蘇輝石（まれに普通輝石縁を持つ），かんらん石（普通輝石または紫蘇輝石

に囲まれた集合結晶をなすことがある），鉄鉱，燐灰石

石基：斜長石，単斜輝石，斜方輝石，かんらん石，鉄鉱，燐灰石，フロゴパイト，メソスタシス

第 38 図　奥山岩屑なだれ堆積物の露頭（矢島町，鶯川標高 560 m 地点）

長径 30cm 以下の安山岩角 - 亜角礫と砂 - 泥質細粒物質からなる．

礫の濃集の程度が不均質である
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北折川溶岩（ⅡⅡⅡⅡⅡa2 ）

林（1984 a）の北折川溶岩の一部に相当する．吹浦地域東部の北折川，洗沢川及びカラ沢沿いに分布する

安山岩溶岩流である．洗沢川では扇状地堆積物を覆っている．北折川沿いでは層厚 50 m 以上の 1-2 枚の

溶岩流である．カラ沢では厚さ 5-10 m 以上の 3 枚の溶岩流からなる．岩質は紫蘇輝石普通輝石安山岩

で，少量のかんらん石斑晶を含むことがある．

かんらん石含有紫蘇輝石普通輝石安山岩（FR 1710 ／ GSJ R 57080）

産地・産状：遊佐町，北折川上流，標高 780 m 地点の落差 10 m の滝．溶岩．

斑晶：斜長石，普通輝石，紫蘇輝石（まれに普通輝石縁を持つ．普通輝石と平行連晶することがある），かん

らん石（微斑晶のみ．一部イディングサイト化），鉄鉱

石基：斜長石，単斜輝石，斜方輝石，鉄鉱，シリカ鉱物，燐灰石

紫蘇輝石普通輝石安山岩（KS 1715 ／ GSJ R 57081）

産地・産状：遊佐町，北折川上流，標高 1,070 m 地点．溶岩．

斑晶：斜長石，普通輝石，紫蘇輝石（±普通輝石縁），かんらん石（ごく少量の微斑晶），鉄鉱，燐灰石

石基：斜長石，単斜輝石，斜方輝石，鉄鉱，シリカ鉱物，燐灰石

カラ沢溶岩（ⅡⅡⅡⅡⅡa3）

林（1984 a）の北折川溶岩の一部に相当する．吹浦地域東部，カラ沢沿いのみに分布する安山岩溶岩流で

ある．厚さ 5 m 以上の再堆積した火砕物からなる二次堆積物を挟んで北折川溶岩を覆う．おそらく 1 枚

の溶岩流で，層厚は 5-20 m である．岩質は紫蘇輝石角閃石普通輝石安山岩である．

紫蘇輝石角閃石普通輝石安山岩（FR 1836 ／ GSJ R 57082）

産地・産状：遊佐町，カラ沢上流，標高 1,080 m 地点．溶岩．

斑晶：斜長石，普通輝石，紫蘇輝石（普通輝石に囲まれることがある），角閃石（周縁部がオパサイト化），鉄

鉱，燐灰石

石基：斜長石，単斜輝石，斜方輝石，鉄鉱，メソスタシス

東山火砕流堆積物（ⅡⅡⅡⅡⅡa4）

林（1984 a）の東山火砕流堆積物にほぼ相当する．吹浦地域中部から南部にかけての，遊佐町東山付近の

緩斜面の表層部を構成する非溶結の火砕流堆積物である．北折川中流から東山にかけて分布し，北折川

溶岩を覆う．本堆積物は無層理で，発泡の悪い安山岩岩塊と風化した火山灰基質からなる．岩塊は最大

径 2 m の角礫ないし亜角礫で，板状節理のあるものや，やや丸みを帯び表面に急冷割れ目を持つものも

ある．宇井（1972）によると，これらの岩塊の帯磁方位は現在の地球磁場の方位と一致しており，急冷割

れ目を持つ岩塊のみでなく，急冷割れ目を持たない岩塊の大部分も本質岩塊であって , 本火砕流堆積物

は高温の火砕流堆積物である．確認できる層厚は東山北東の林道沿いで 10 m である．

紫蘇輝石かんらん石普通輝石安山岩（CH220 ／ GSJ R 57083）

産地・産状：遊佐町東山北の林道沿い．急冷割れ目を持つ岩塊．

斑晶：斜長石，普通輝石，紫蘇輝石（±普通輝石縁），かんらん石（スピネルを含む．一部イディングサイト化），

鉄鉱，燐灰石

石基：斜長石，単斜輝石，斜方輝石，鉄鉱，シリカ鉱物，燐灰石
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牛渡川溶岩（ⅡⅡⅡⅡⅡa5）

林（1984a）の宿町火砕流堆積物の一部に相当する．吹浦地域中西部，牛渡川下流右岸に吹浦溶岩，大平

溶岩及び箕輪溶岩に囲まれた狭い範囲に分布する安山岩溶岩流である．層厚は不明であるが，地形的に

みておそらく最大 20-30 m である．岩質は角閃石紫蘇輝石かんらん石普通輝石安山岩で，滝淵川溶岩の

一部に類似している．

角閃石紫蘇輝石かんらん石普通輝石安山岩（CH 202 ／ GSJ R 57084）
産地・産状：遊佐町吹浦，牛渡川，標高 10 m 地点．溶岩．

斑晶：斜長石，普通輝石，紫蘇輝石（普通輝石縁があることがある），かんらん石（スピネルを含む），角閃石

（周縁部がオパサイト化），鉄鉱，燐灰石

石基：斜長石，単斜輝石，斜方輝石，鉄鉱，シリカ鉱物

滝淵川溶岩（ⅡⅡⅡⅡⅡa6）

林（1984a）の滝淵川溶岩の一部及び洗沢溶岩の一部を合わせたものである．吹浦地域中部，洗沢川右岸

の大平から枡川にかけてと，洗沢川上流の谷底に分布する安山岩溶岩流である．洗沢川上流では洗沢川

下部溶岩を覆い，最大 20 m 以上の層厚を持つ溶岩流 2-3 枚以上からなる．滝淵川沿いでは最大 15 m 以

上の厚さを持つ 1枚の溶岩流である．岩質は洗沢川上流では紫蘇輝石かんらん石普通輝石安山岩であり，

滝淵川では角閃石含有紫蘇輝石かんらん石普通輝石安山岩である．

紫蘇輝石かんらん石普通輝石安山岩（玄武岩質）（KS 1696 ／ GSJ R 57085）

産地・産状：遊佐町，洗沢川上流，標高 1,090 m 地点，落差 20 m の滝．溶岩．

　斑晶：斜長石，普通輝石，紫蘇輝石（多くは普通輝石に囲まれる），かんらん石（少量のスピネルを含むことが　

　　　　ある），鉄鉱，燐灰石

石基：斜長石，単斜輝石，斜方輝石，かんらん石，鉄鉱，シリカ鉱物

玄武岩質包有物を含む．

角閃石含有紫蘇輝石かんらん石普通輝石安山岩（KS 1746 ／ GSJ R 57086）

産地・産状：遊佐町，滝淵川，標高 390 m 地点．溶岩．

斑晶：斜長石，普通輝石，紫蘇輝石（±普通輝石縁），かんらん石（スピネルを含む），角閃石（ほとんどオパサ　

イト化．薄片中に 1 個のみ），鉄鉱

石基：斜長石，単斜輝石，斜方輝石，鉄鉱，シリカ鉱物，燐灰石

笙ガ岳溶岩（ⅡⅡⅡⅡⅡa7）

林（1984a）の笙ヶ岳溶岩にほぼ相当する．鳥海山地域西端から吹浦地域東端にかけて，西鳥海馬蹄形カ

ルデラ西縁の笙ガ岳付近からカラ沢上流にかけて分布する玄武岩溶岩流である．笙ガ岳下部溶岩及びカ

ラ沢溶岩を覆う．笙ガ岳の南では厚さ 10 m以内の 4枚以上の溶岩流からなり，カルデラ縁外側の斜面を

薄く覆っている．岩質は紫蘇輝石かんらん石普通輝石玄武岩である．

林（1984a）は笙ガ岳溶岩と洗沢川溶岩の関係を，洗沢断層による変位量から考えて，笙ガ岳溶岩が上位

であるとしている．しかし，空中写真では本溶岩の形成する斜面を洗沢川溶岩の溶岩堤防が斜交して覆っ

ているように見え，断層の変位量から予想される噴出順序と調和的でない．しかし，断層の変位量は膨
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縮性が大きいこと，笙ガ岳溶岩を切る部分の断層崖は崖錐によって埋積されている可能性があること（環

境地質部山崎晴雄技官談）から，本報告では笙ガ岳溶岩が洗沢川溶岩に覆われると判断する．

紫蘇輝石かんらん石普通輝石玄武岩（CHK 1810 ／ GSJ R 57087）（第Ⅶ図版 1）
産地・産状：遊佐町，笙ガ岳山頂南西 250 m の登山道沿い，標高 1,560 m 地点．溶岩．

斑晶：斜長石，普通輝石，紫蘇輝石（普通輝石縁を持つ），かんらん石（スピネルを含む），鉄鉱

石基：斜長石，単斜輝石，斜方輝石，かんらん石，鉄鉱，ガラス

洗沢川溶岩（ⅡⅡⅡⅡⅡa8）

林（1984a）の洗沢溶岩の大部分に相当する．吹浦地域東部，大平の南から洗沢川上流，北折川及びカラ

沢にかけて分布する安山岩溶岩流である．滝淵川溶岩，北折川溶岩及び笙ガ岳溶岩を覆う．北折川では

厚さ 5-15m の溶岩が少なくとも 4 枚以上認められ，全層厚は 40m 以上である．岩質はかんらん石紫蘇

輝石普通輝石安山岩である．

かんらん石紫蘇輝石普通輝石安山岩（KS 1713 ／ GSJ R 57088）

産地・産状：遊佐町・北折川上流 , 標高 950 m 地点 . 溶岩 .
斑晶：斜長石，普通輝石，紫蘇輝石（±普通輝石縁），かんらん石（スピネルを含む），鉄鉱

石基：斜長石，単斜輝石，斜方輝石，かんらん石，鉄鉱，シリカ鉱物，フロゴパイト

大砂川溶岩（ⅡⅡⅡⅡⅡa9）

吹浦地域北部，大砂川及び洗釜東方の緩斜面（約 4°）を構成する安山岩溶岩流である．露頭に乏しく，

JR 上浜駅東方 500 m の溶岩末端崖の道路の切割りにやや崖錐状の露頭がみられる程度である．末端崖

の比高は 30m である．柴橋（1973）や林（1984a）では本溶岩の分布地域を溶岩とせず，沖積層または火山

砕屑物として表現している．岩質はかんらん石紫蘇輝石普通輝石安山岩であり，石英捕獲結晶がしばし

ば含まれ，また，まれに角閃石斑晶を含むことがある．

かんらん石紫蘇輝石普通輝石安山岩（CH 340 ／ GSJ R 57089）

産地・産状：象潟町洗釜の東，JR 上浜駅東方 500 m の道路沿い（溶岩流の末端崖）．溶岩．

斑晶：斜長石，普通輝石，紫蘇輝石（まれに普通輝石に囲まれることがある），かんらん石（スピネルを含む），

角閃石（周縁部がオパサイト化した微斑晶が薄片中に 1 個），鉄鉱，燐灰石

石基：斜長石，単斜輝石，斜方輝石，かんらん石，鉄鉱，シリカ鉱物，燐灰石

小砂川溶岩（ⅡⅡⅡⅡⅡa10）
こ さ がわ

林（1984a）の川袋溶岩にほぼ相当する．吹浦地域北西部，大須郷及び小砂川の海岸から川袋川左岸にか

けて分布する安山岩溶岩流である．2 枚の溶岩からなり，下位の溶岩流は主に海岸沿いに露出し，上位の

溶岩流は末端崖を持ち，扇状に広がった緩斜面を形成している．下位の溶岩は砂丘堆積物に覆われてい

る．海岸では本溶岩の基底部は露出せず，最大層厚 30m 以上で，ところにより板状節理が発達している

（第 39 図）．上位の溶岩の末端崖は比高 40 m である．岩質は 2 枚の溶岩とも同質で，紫蘇輝石かんらん

石普通輝石安山岩である．

紫蘇輝石かんらん石普通輝石安山岩（CH 150 ／ GSJ R 57090）
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産地・産状：象潟町小砂川，JR 小砂川駅南西 300 m の海岸．溶岩．

斑晶：斜長石，普通輝石，紫蘇輝石（±普通輝石縁），かんらん石（スピネルを含む），鉄鉱，スピネル，燐灰

石

石基：斜長石，単斜輝石，斜方輝石，鉄鉱，シリカ鉱物

かんらん石斑晶に富む玄武岩質包有物を含む．

川袋小川溶岩（ⅡⅡⅡⅡⅡa11）

林（1984a）の川袋小川溶岩にほぼ相当する．吹浦地域北西部，川袋川と川袋小川に囲まれた狭い地域に

分布する安山岩溶岩流である．小砂川溶岩を覆う．比高 40m の末端崖を持つ．JR 小砂川駅北東 2km 地

点の建設中（平成 3 年）の道路の切割りでは，層厚 15m 以上の露頭が確認できた．岩質は角閃石含有紫蘇

輝石かんらん石普通輝石安山岩であるが，林（1984a）は本溶岩の岩質をかんらん石複輝石玄武岩として

いる．

角閃石含有紫蘇輝石かんらん石普通輝石安山岩（KS 1885 ／ GSJ R 57960）

産地・産状：象潟町川袋南南東の道路沿い，標高 60 m 地点．溶岩．

斑晶：斜長石，普通輝石，紫蘇輝石（普通輝石縁に囲まれる），かんらん石（スピネルを含む），角閃石（周縁部

　　　がオパサイト化），鉄鉱，スピネル，燐灰石

石基：斜長石，単斜輝石，斜方輝石，かんらん石，鉄鉱，燐灰石，ガラス．石基が不均質である．

普通輝石コロナを持つ石英捕獲結晶を含む．

一ノ坂溶岩（ⅡⅡⅡⅡⅡa12）

林（1984a）の本郷溶岩の一部に相当する．吹浦地域北東部，象潟町元滝川付近から奈曽川左岸にかけて

第 39 図　小砂川溶岩の板状節理（象潟町大須郷北西の海岸）

露頭の高さ約 20 m
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分布する安山岩溶岩流である．林（1984a）の本郷溶岩は地形的には 2 枚の溶岩流からなるが，本溶岩はそ

のうち下位の溶岩である．確認できる層厚は鳥海ブルーライン沿いで 10-20 m である．岩質は紫蘇輝石

かんらん石普通輝石安山岩である．まれに角閃石斑晶を含むことがある．

紫蘇輝石かんらん石普通輝石安山岩（CH 132 ／ GSJ R 57092）

産地・産状：象潟町，鳥海ブルーライン沿い，一ノ坂（標高 200 m 地点）．溶岩．

斑晶：斜長石，普通輝石，紫蘇輝石（まれに普通輝石縁を持つ），かんらん石（スピネルを含む幅 0.5 mm以

内の他の部分よりも粗粒な石基や普通輝石粒に囲まれることがある），角閃石（完全にオパサイト化し，

薄片中に 1 個のみ . 林（1984b）のかんらん石角閃石玄武岩質包有物に類似した集合結晶をなす），鉄鉱

石基：斜長石，単斜輝石，斜方輝石，かんらん石，鉄鉱，シリカ鉱物，ガラス

元滝溶岩（ⅡⅡⅡⅡⅡa13）

林（1984a）の小滝溶岩にほぼ相当する．吹浦地域北部の栗山池の南，南北に延びた尾根及びその東側の

緩斜面を構成する安山岩溶岩流である．一ノ坂溶岩との関係は不明であるが，本郷溶岩に覆われている．

おそらく大砂川溶岩を覆うが，本溶岩のうち南北の尾根は西側が急傾斜（最大 30°），東側が緩傾斜（約 5°）

を示し著しく非対称であり，この尾根の西縁は断層崖の可能性も考えられる（北の象潟地域内ではこの尾

根の北方延長部に南北に延びた活断層が認定されている．第 59 図参照）．その場合は層序関係は断定で

きない．元滝川の元滝付近では 1 枚の溶岩で層厚 20m 以上，上部では板状節理が発達しており，層厚約

10m の扇状地堆積物を覆っている．本溶岩西縁の尾根の比高は最大で 50m 以上に達する．なお，林（1984

a）によれば，北隣象潟地域内の象潟町小滝の奈曽の白滝を構成する溶岩（角閃石かんらん石紫蘇輝石普

通輝石安山岩）は本溶岩の一部である．岩質はかんらん石紫蘇輝石普通輝石安山岩で，角閃石斑晶を含む

ことが多い．

角閃石含有かんらん石紫蘇輝石普通輝石安山岩（CH 344 ／ GSJ R 57093）

産地・産状：象潟町，元滝川元滝．溶岩．

斑晶：斜長石，普通輝石，紫蘇輝石，かんらん石（少量のスピネルを含む），角閃石（周縁部がオパサイト化し

た微斑晶），鉄鉱

石基：斜長石，単斜輝石，斜方輝石，鉄鉱，メソスタシス

奈曽谷上部溶岩（ⅡⅡⅡⅡⅡa14）

林（1984a）の蟻の戸渡溶岩の一部に相当する．鳥海山地域北西部から吹浦地域北東端の，稲倉岳付近か

ら上の山放牧場にかけて分布する安山岩及び玄武岩溶岩流である．御滝火山岩，奈曽谷溶岩及び谷櫃川

下部溶岩を覆う．ツキダシ（第 40 図）では 9 枚以上の溶岩からなり，全層厚 150 m 以上で，下位の御滝火

山岩との間に中 -大礫混じりの中 -粗粒火山灰から構成される再堆積した火砕物の風化帯を挟む．奈曽川

標高 1,050 m 地点の右岸の沢では最下位に玄武岩溶岩 3 枚以上が露出するが，これも本溶岩に含めた．

岩質はかんらん石紫蘇輝石普通輝石安山岩で，少量の角閃石含有紫蘇輝石普通輝石安山岩及び紫蘇輝石

かんらん石普通輝石玄武岩を伴う．
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かんらん石紫蘇輝石普通輝石安山岩（CHK l055-1 ／ GSJ R 57094）

産地・産状：象潟町，奈曽川標高560 m付近に右岸から合流する支沢（ツキダシの北）の標高910 m地点．溶

岩．

斑晶：斜長石，普通輝石，紫蘇輝石（普通輝石と平行連晶することがある），かんらん石（スピネルを含む．他

の部分より粗粒ないわゆる玄武岩質石基に薄く取り囲まれるものがある），鉄鉱，燐灰石

石基：斜長石，単斜輝石，斜方輝石，鉄鉱，燐灰石，ガラス
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紫蘇輝石かんらん石普通輝石玄武岩（CHK 1113 ／ GSJ R 57096）

産地・産状：象潟町，奈曽川標高 1,050 m 地点に右岸から合流する支沢の左股源頭の尾根，標高 1,340 m地

点．溶岩．

斑晶：斜長石，普通輝石，紫蘇輝石（多くは普通輝石に囲まれる），かんらん石（スピネルを含む），鉄鉱，燐

灰石

石基：斜長石，単斜輝石，かんらん石，鉄鉱，シリカ鉱物，フロゴパイト

角閃石含有紫蘇輝石普通輝石安山岩（CHK 1035-2 ／ GSJ R 57095）

産地・産状：象潟町，奈曽川右岸ツキダシ，標高 890 m 地点．溶岩．

斑晶：斜長石，普通輝石，紫蘇輝石（普通輝石と平行連晶することがある），角閃石（周縁部がオパサイト化），

鉄鉱，燐灰石

石基：斜長石，単斜輝石，斜方輝石，鉄鉱，シリカ鉱物?，メソスタシス

本郷溶岩（ⅡⅡⅡⅡⅡa15）

林（1984a）の本郷溶岩の大部分に相当する．吹浦地域北東部，象潟町鳥海ブルーライン付近から奈曽川

左岸にかけて分布する安山岩溶岩流である．林（1984a）の本郷溶岩は地形的には 2 枚の溶岩流からなる

が，本溶岩はそのうち上位の溶岩である．一ノ坂溶岩を覆う．林（1984a）によると本溶岩は 6 枚以上の溶

岩からなり全層厚は 60m であるとされるが，確認できなかった．岩質は角閃石含有紫蘇輝石かんらん石

普通輝石安山岩である．

角閃石含有紫蘇輝石かんらん石普通輝石安山岩（CH 347 ／ GSJ R 57097）

産地・産状：象潟町本郷，鱒養殖場南東，林道沿い（標高 330 m）．溶岩の転石．

斑晶：斜長石，普通輝石，紫蘇輝石（普通輝石と平行連晶することがある），かんらん石（スピネルを含む），

角閃石（周縁部がオパサイト化），鉄鉱，燐灰石

石基：斜長石，単斜輝石，斜方輝石，かんらん石，鉄鉱，褐色ガラス

玄武岩質包有物を含む．

川袋溶岩（ⅡⅡⅡⅡⅡa16）

林（1984a）の大砂川溶岩にほぼ相当するが，小滝溶岩の一部を含む．吹浦地域北部，川袋川及び川袋小

川上流に分布する安山岩溶岩流である．元滝溶岩，大砂川溶岩及び川袋小川溶岩を覆う．部分的に地形

表面には溶岩堤防や溶岩じわが保存されている．層厚の確認できる露頭はないが，下流部で地形的に比

高 20 m 以上の側端崖をなしている．岩質は紫蘇輝石普通輝石かんらん石安山岩である．

紫蘇輝石普通輝石かんらん石安山岩（CH 302 ／ GSJ R 57098）

産地・産状：象潟町，川袋川 -川袋小川間の林道沿い，標高 340m地点（観音森集落北北西 1.2km）．溶岩の

転石．

斑晶：斜長石，普通輝石，紫蘇輝石（±普通輝石縁），かんらん石（スピネルを含む．他の部分より粗粒な玄武

　　　岩質石基に取り囲まれるものがある），鉄鉱

石基：斜長石，単斜輝石，斜方輝石，鉄鉱，褐色ガラス
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V．3　ステージⅡ b の噴出物

吹浦溶岩（ⅡⅡⅡⅡⅡb1）
め　が

林（1984a）の吹浦溶岩と宿町火砕流堆積物を合わせたものにほぼ相当する．吹浦地域西部，女鹿から宿

町にかけての海岸沿いに露出し，小野曽付近の平坦面を構成する安山岩溶岩流である．牛渡川溶岩を覆

う．湯ノ田東の旧採石場では板状節理が発達する塊状部と厚い上部クリンカーからなり，層厚 50 m 以上

の 1枚の溶岩流で，上位を砂丘堆積物に覆われる（第 41図）．林（1984 a）の宿町火砕流堆積物は本溶岩の

上部クリンカーに相当する．日本海に面した宿町西方の十六羅漢岩は，節理の発達しないやや発泡した

本溶岩の塊状部であり，全部で 22 体の仏像が 100 年ほど前に彫られたが，波の浸食作用により不明瞭に

なっているものが多い（第42図）．岩質は紫蘇輝石かんらん石普通輝石安山岩で，少量の角閃石斑晶を含

むことがある．

紫蘇輝石かんらん石普通輝石安山岩（CH 161 ／ GSJ R 57102）
産地・産状：遊佐町湯ノ田東 1 km の旧採石場．溶岩．

斑晶：斜長石，普通輝石，紫蘇輝石，かんらん石（スピネルを含む．斜方輝石結晶粒に囲まれることがある），

鉄鉱

石基：斜長石，単斜輝石，斜方輝石，鉄鉱，シリカ鉱物，燐灰石，フロゴパイト

箕輪溶岩（ⅡⅡⅡⅡⅡb2）

林（1984a）の滝淵川溶岩の一部に相当する．吹浦地域中部，駒止付近から箕輪にかけて分布する安山岩

溶岩流である．滝淵川溶岩及び牛渡川溶岩を覆う．溶岩流表面には溶岩堤防や溶岩じわが部分的に認め

られる．末端崖の比高は 30 m以上であるが，層厚の確認できる露頭はない．岩質は角閃石紫蘇輝石かん

らん石普通輝石安山岩である．肉眼的に黒色を呈することが多い．

角閃石紫蘇輝石かんらん石普通輝石安山岩（CH 188 ／ GSJ R 57103）
産地・産状：遊佐町落伏北東 2.3 km の林道沿い，標高 210 m 地点．溶岩の転石．

斑晶：斜長石，普通輝石，紫蘇輝石，かんらん石（スピネルを含む．普通輝石粒に囲まれるものがある），角

閃石（周縁部がオパサイト化），鉄鉱，燐灰石

石基：斜長石，単斜輝石，斜方輝石，鉄鉱，褐色ガラス

玄武岩質包有物を含む．

大平溶岩（ⅡⅡⅡⅡⅡ b3）

林（1984a）の滝淵川溶岩，大平溶岩，駒止溶岩及び牛渡溶岩を合わせたものである．吹浦地域中部，大

平から女鹿・小野曽付近にかけて分布する安山岩溶岩流である．吹浦溶岩及び箕輪溶岩を覆う．本溶岩

の噴出火口は大平付近（大平火口）である．大平の西斜面では火口近傍に堆積したと考えられる粗粒な降

下スコリアや火山弾からなる火砕物が本溶岩を覆い，また，東側（山頂側）の鳥海ブルーライン沿いでも

降下スコリアが洗沢川溶岩を覆っている．駒止より下流では溶岩堤防や溶岩じわが比較的よく保存され

ている．本溶岩の末端崖は 30- 80m の比高を持つ．なお，大平周辺では西に開いた直径 1.5km の凹地形

が存在し，大平火口はその中にある．この凹地形はおそらく崩落地形であろうが，それに関連したと考
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第 41図　吹浦溶岩と砂丘堆積物（遊佐町湯ノ田東方の採石場跡）
溶岩は塊状部（下1/3）と上部クリンカーからなり，それを砂丘堆積物が覆う．露頭

の高さ約 50m

第 42図　吹浦溶岩の溶岩塊状部
発泡して酸化した溶岩の塊状部には節理が発達せず，十六羅漢像が彫られている．

中央の石像の頭の長さ約 50cm
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えられる堆積物は確認できない．おそらくのちの溶岩に覆われてしまっているのであろう．本溶岩の岩

質は角閃石含有紫蘇輝石普通輝石かんらん石安山岩である．林（1984b）のかんらん石角閃石玄武岩質包

有物（同源捕獲岩）を含むことがある．なお，大平西斜面の鳥海ブルーライン沿い，標高 900 m付近の露

頭から採取した試料には黒雲母捕獲結晶が見いだされた．

佐藤（1950）や林（1984a）は駒止山荘北西の 595m ピークやその南西 1.5km の 425m ピークを火口位

置としており，そこから別の溶岩流が流出したとしている．しかし，その周辺に粗粒な降下火砕物が分

布せず，また岩質が周りの溶岩流と同質であり，火口が存在したとする積極的な証拠はない．このよう

な地形的な高まりは，微地形がよく保存されて溶岩流のフローローブの識別が明らかな桜島火山や草津

白根火山などの新しい溶岩流にも存在し，鳥海火山では猿穴溶岩に認められる（例えば，女鹿の北北西

700m 付近）．そのような場所は溶岩のフローローブが分岐する地点の溶岩堤防の高まりであり，高まり

は流れの方向に直交するように延びている．本溶岩中の駒止付近の高まりでもほぼ同じ形態を示す．こ

のことから，これらの地形的高まりは火口ではなくフローローブの分岐点にできた溶岩堤防上の高まり

であると判断する．

角閃石含有紫蘇輝石普通輝石かんらん石安山岩（CH 118 ／ GSJ R 57104）

産地・産状：遊佐町，国民宿舎大平山荘北西 300m，鳥海ブルーライン沿い標高 950m 地点．溶岩．

斑晶：斜長石，普通輝石，紫蘇輝石（±普通輝石縁），かんらん石（スピネルを含む．斜方輝石に囲まれること

がある），角閃石（完全にオパサイト化した微斑晶），鉄鉱

石基：斜長石，単斜輝石，斜方輝石，かんらん石，鉄鉱，シリカ鉱物，燐灰石，ガラス

大平北溶岩（ⅡⅡⅡⅡⅡb4）

林（1984a）の大平溶岩の一部に相当する．吹浦地域東部，大平を囲む凹地形の中にある，大平の北の平

坦面付近（火口位置？）から流出した安山岩溶岩流である．本溶岩の下位には層厚5 m以上のスコリアに富

む火砕流及びその二次堆積物が認められる．本溶岩は平坦面の北斜面で 10 m以上の層厚を持つ．岩質は

紫蘇輝石角閃石かんらん石普通輝石安山岩である．

紫蘇輝石角閃石かんらん石普通輝石安山岩（KS 1128 ／ GSJ R 57105）

産地・産状：象潟町，猿穴の東 1 km（川袋川上流の沢），標高 860m 地点．溶岩．

斑晶：斜長石，普通輝石，紫蘇輝石，かんらん石（スピネルを含む．斜方輝石結晶粒や玄武岩質石基に囲まれ

るものがある），角閃石（周縁部がオパサイト化），鉄鉱，スピネル

石基：斜長石，単斜輝石，斜方輝石，鉄鉱，燐灰石，メソスタシス

かんらん石が角閃石に囲まれたかんらん石角閃石玄武岩（林，1984b）の包有物を含む．

鳥ノ海溶岩（ⅡⅡⅡⅡⅡb5）

林（1984a）の鳥の海溶岩にほぼ相当し，霊峰溶岩の一部を含む．鳥海山地域中西部から吹浦地域北東

部，鳥海湖付近から霊峰の北まで，奈曽渓谷の西側に分布する安山岩溶岩流である．谷櫃川下部溶岩，

笙ガ岳溶岩，洗沢川溶岩，本郷溶岩及び元滝溶岩を覆う．東西ないし北西-南東走向の多数の断層に切ら

れている．奈曽川標高1,000 m地点の左岸の支沢では14枚の溶岩が確認でき，全層厚は150 m以上であ

る．また，霊峰付近では地形的に複数のフローローブが認められる．溶岩表面には溶岩堤防や末端崖が
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比較的よく保存されている．本溶岩は西鳥海馬蹄形カルデラに切られており，また，カルデラ内の本溶

岩上には直径約 400 m の鳥ノ海火口が形成され，小規模の火砕丘が形成されている（おそらくステージ

Ⅱ d の活動．この火砕物の分布は地質図では省略した）．中腹の霊峰ピークは林（1984a）によると溶岩の

噴出口であるが，大平溶岩の一部と同様に，溶岩のフローローブが分岐する際に形成される溶岩堤防の

高まりであると判断する（大平溶岩の項参照）．本溶岩の岩質は角閃石（含有）紫蘇輝石かんらん石普通輝

石安山岩である．

角閃石紫蘇輝石かんらん石普通輝石安山岩（CH 126 ／ GSJ R 57106）（第Ⅶ図版 2）

産地・産状：象潟町，鉾立北西 1.2 km，鳥海ブルーライン沿い，標高 890 m 地点．溶岩．

斑晶：斜長石，普通輝石，紫蘇輝石（まれに普通輝石縁に囲まれる），かんらん石（スピネルを含む．普通輝石

や斜方輝石結晶，または玄武岩質石基に囲まれるものがある），角閃石（周縁部がオパサイト化），鉄鉱，

燐灰石

石基：斜長石，単斜輝石，斜方輝石，鉄鉱，メソスタシス

かんらん石角閃石玄武岩質包有物を含む．

清水溶岩（ⅡⅡⅡⅡⅡb6）

林（1984a）の清水溶岩に相当する．吹浦地域東部，鳥ノ海（鳥海湖）西方 2 kmの清水から南西方向洗沢

川右岸にかけて分布する小規模な安山岩溶岩流である．洗沢川溶岩及び鳥ノ海溶岩を覆う．火ロ地形は

ないが，上流部で溶岩全体が周囲より約 10 m 高まっており，清水付近から流出したと考えられる．上流

部で分岐し，2組の溶岩堤防が認められる．層厚は 10 m以上である．本溶岩は洗沢断層を埋め立て，一

部は断層崖に沿って北西方向へ流出し，また一部は断層崖を越えて流出しているが，本溶岩も洗沢断層

によって変位している．このことは洗沢断層の変位が繰り返し起こっていることを意味している．岩質

は角閃石含有紫蘇輝石かんらん石普通輝石安山岩である．

角閃石含有紫蘇輝石かんらん石普通輝石安山岩（CH 272 ／ GSJ R 57107）

産地・産状：遊佐町，大平東南東，吹浦口登山道の脇，標高 1,330m 地点．溶岩．

斑晶：斜長石，普通輝石，紫蘇輝石，かんらん石（スピネルを含む．普通輝石さらに斜長石結晶に囲まれるも

のがある），角閃石（一部オパサイト化），鉄鉱ガラスに富む粗粒な玄武岩質石基に囲まれたかんらん

石・斜長石・普通輝石集合結晶がある．

石基：斜長石，単斜輝石，斜方輝石，鉄鉱，燐灰石，褐色ガラス

普通輝石コロナに一部囲まれた石英捕獲結晶を含む．

稲倉岳溶岩（ⅡⅡⅡⅡⅡb7）

林（1984a）の稲倉岳溶岩に相当する．鳥海山地域北西部，稲倉岳付近から北方約 2 kmに分布する安山

岩溶岩流である．谷櫃川上部溶岩と奈曽川上部溶岩を覆う．稲倉岳山頂東側のカルデラ壁では厚さ 10 m

以内の溶岩流 6 枚以上からなり，全層厚は約 70 m である．稲倉岳山頂部を東方から遠望すると，溶岩層

は南から北へやや傾斜しており（第 36 図），本溶岩の噴出口は稲倉岳山頂部付近ではなく，さらに南方で

ある．岩質は角閃石含有紫蘇輝石かんらん石普通輝石安山岩である．

角閃石含有紫蘇輝石かんらん石普通輝石安山岩（CHK 1102 ／ GSJ R 57108）
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産地・産状：象潟町，稲倉岳山頂東側の崖の最上部，溶岩．

斑晶：斜長石，普通輝石，紫蘇輝石，かんらん石（スピネルを含む．玄武岩質石基に囲まれるものがある）,　
角閃石（一部オパサイト化），鉄鉱，燐灰石

石基：斜長石，単斜輝石，斜方輝石，かんらん石，鉄鉱，燐灰石，メソスタシス

観音森溶岩（ⅡⅡⅡⅡⅡb8）

林（1984a）の観音森山溶岩及び観音森溶岩を合わせたものにほぼ相当する．吹浦地域中央部，観音森集

落付近まで達する安山岩溶岩流と観音森溶岩円頂丘を構成する．小砂川溶岩及び川袋溶岩を覆う．円頂

丘（観音森ピーク）の北斜面では溶岩堤防が分岐しているのが認められ，一方は北へ流れ西に向きを変え

て観音森集落に達し，一方は北西ないし西方へ流出し斜面を覆っているように見える．この西側斜面（傾

斜約 20°）が観音森円頂丘の原地形面であったかは不明であるが，円頂丘頂上と基底部の標高差は 350 m

に達している．岩質は紫蘇輝石かんらん石普通輝石安山岩で，石英捕獲結晶を含むことが多い．また，

少量の角閃石を含むことがある．

紫蘇輝石かんらん石普通輝石安山岩（CH 175 ／ GSJ R 57109）

産地・産状：象潟町，観音森ピーク西北西 700 m の林道沿い．溶岩．

斑晶：斜長石，普通輝石，紫蘇輝石（±普通輝石縁），かんらん石（スピネルを含む），鉄鉱

石基：斜長石，単斜輝石，斜方輝石，鉄鉱，燐灰石，ガラス

石英捕獲結晶を含むが，融食形の石英はクリストバライトと褐色ガラス，さらに普通輝石コロナに囲まれて　

いる．

川袋川火砕流堆積物（ⅡⅡⅡⅡⅡb9）

吹浦地域中部，猿穴の北ないし北西に分布する非溶結の火砕流堆積物である．猿穴 -観音森北斜面の林

道沿いと川袋川沿いで観察できる．川袋溶岩を覆う．本堆積物は直径50 cm以下の発泡の悪い安山岩岩

塊と，小礫大の安山岩岩片を含む風化した火山灰基質からなる．岩塊の中には表面に冷却割れ目を持つ

ものがあり，また，基質中では炭化した木片も見つかっている．したがって，本堆積物は高温の火砕流

であったと判断する．確認できる層厚は 5 m である．

角閃石含有紫蘇輝石かんらん石普通輝石安山岩（CH 181/GSJ R 57110）

産地・産状：象潟町，猿穴北西 1.2km の林道沿い．冷却割れ目を持つ岩塊．

斑晶：斜長石，普通輝石，紫蘇輝石（±普通輝石縁），かんらん石（スピネルを含む），角閃石（周縁部がオパサ

イト化），鉄鉱

石基：斜長石，単斜輝石，斜方輝石，かんらん石，鉄鉱，褐色ガラス

黒雲母・斜長石・紫蘇輝石・普通輝石・角閃石・鉄鉱からなる集合結晶が包有物として含まれている．

猿穴下部溶岩（ⅡⅡⅡⅡⅡb10）

林（1984a）の猿穴下部溶岩にほぼ相当する．吹浦地域中部，猿穴の西から観音森集落東にかけて分布す

る小規模の安山岩溶岩流である，観音森溶岩及び川袋川火砕流堆積物を覆う．層厚は 10-20 m である．

溶岩堤防の保存がよいが，猿穴溶岩に覆われ，噴出口は不明である．岩質は紫蘇輝石かんらん石普通輝

石安山岩で，少量の角閃石斑晶を含むことがある．
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角閃石含有紫蘇輝石かんらん石普通輝石安山岩（CH 179 ／ GSJ R 57111）

産地・産状：象潟町観音森ピーク北東 1 km の林道沿い．溶岩．

斑晶：斜長石，普通輝石，紫蘇輝石（±普通輝石縁），かんらん石（スピネルを含む．斜方輝石または玄武岩質

石基に囲まれるものがある），角閃石（完全にオパサイト化），鉄鉱，燐灰石

石基：斜長石，単斜輝石，斜方輝石，かんらん石，鉄鉱，褐色ガラス

玄武岩質包有物を含む．

V．4　ステージⅡ c の噴出物

赤崩沢上部溶岩（ⅡⅡⅡⅡⅡc1）

林（1984a）の赤崩川溶岩にほぼ相当する．鳥海山地域中央部，下玉田川上流の赤崩沢左股から右股にか

けて分布する安山岩溶岩流である．下玉田川層及び赤崩沢右股溶岩を覆う．層厚 10 m 以上の少なくとも

3 枚の溶岩流からなる．岩質は角閃石紫蘇輝石普通輝石安山岩で，少量のかんらん石斑晶を含むことがあ

る．

かんらん石含有角閃石紫蘇輝石普通輝石安山岩（CHK 1361 ／ GSJ R 57099）

産地・産状：鳥海町，下玉田川上流赤崩沢左股，標高 930 m 地点．溶岩．

斑晶：斜長石・普通輝石・紫蘇輝石，かんらん石（微斑晶のみ），角閃石（周縁部がオパサイト化），鉄鉱，燐

           灰石

石基：斜長石，単斜輝石，斜方輝石，鉄鉱，シリカ鉱物，燐灰石

法体溶岩（ⅡⅡⅡⅡⅡc2 ）

林（1984a）の法体溶岩及び赤沢川下部溶岩を合わせたものに相当する．鳥海山地域中央部，下玉田川と

赤沢川の間の台地を構成する安山岩溶岩流である．新第三系及び扇状地堆積物を覆う．全落差約 20m の
ほったい

法体の滝（第 43 図：下流から一の滝 13 m，二の滝 2.4 m，三の滝 4.2 m）は本溶岩からなる．本溶岩は 1

枚の溶岩流で，滝の北約 800 mまで達している．最下流部では比高50 mの末端崖を形成し，下玉田川沿

いで柱状節理が発達する．中流部での側端崖は比高100 m以上である．溶岩原面が比較的よく保存され

ている．玉田渓谷より上流の赤沢川の沖積低地及び法体の滝北西の沖積低地は本溶岩のせき止めにより

形成された．岩質は角閃石紫蘇輝石かんらん石普通輝石安山岩である．

角閃石紫蘇輝石かんらん石普通輝石安山岩（YS 325 ／ GSJ R 57100）

産地・産状：鳥海町，玉田溪谷法体の滝，一の滝上部．溶岩．

斑晶：斜長石，普通輝石，紫蘇輝石（まれに普通輝石に囲まれる），かんらん石（スピネルを含む．玄武岩質石

基に囲まれるものがある），角閃石（周縁部がオパサイト化），鉄鉱，燐灰石

石基：斜長石，単斜輝石，斜方輝石，鉄鉱，シリカ鉱物，燐灰石

女郎沢川溶岩（ⅡⅡⅡⅡⅡc3）

林（1984a）の赤沢川上部溶岩にほぼ相当する．鳥海山地域中央部，赤沢川上流-女郎沢川上流から小黒

瀬川左岸にかけて分布する安山岩溶岩流である．新第三系，上ノ台溶岩及び法体溶岩を覆う．最南端の
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女郎沢川右岸の末端部では層厚 100 m以上で，ところにより柱状節理が発達する．岩質は角閃石含有紫

蘇輝石普通輝石安山岩である．石英捕獲結晶を含むことがある．

角閃石含有紫蘇輝石普通輝石安山岩（YD 832 ／ GSJ R 57101）

産地・産状：八幡町，日向川上流女郎沢川標高 580 m 付近の右岸上部の林道沿い，標高 680 m 地点．溶岩．

斑晶：斜長石，普通輝石，紫蘇輝石，角閃石（周縁部がオパサイト化），鉄鉱，燐灰石

石基：斜長石，単斜輝石，斜方輝石，鉄鉱，燐灰石，ガラス

千蛇谷溶岩（ⅡⅡⅡⅡⅡ c4）

林（1984a）の千蛇谷溶岩の大部分に相当する．鳥海山地域西部，千蛇谷付近の東鳥海馬蹄形カルデラ壁

から南斜面の草津川 -荒木川上流にかけて分布する安山岩溶岩流である．一部は西鳥海馬蹄形カルデラ内

に流れ込んでいる．また，月山森の東では月山森断層の断層崖によってせき止められており，本溶岩は

月山森断層形成後の流出と判断でき，明らかに西鳥海カルデラ形成後の活動によるものである．本溶岩

としたもののうち千蛇谷下部に露出する溶岩は西鳥海馬蹄形カルデラ形成後の噴出物とは限らないが，

岩質的に区別しがたいので本報告では一括しておく．谷櫃川下部溶岩，大台野上部溶岩，金俣沢溶岩及

び月山森溶岩を覆う．月山森の東では末端崖が認められる．千蛇谷のカルデラ壁では数枚以上の溶岩が

認められ，全層厚は 50m 以上である．滝ノ小屋南では地形的に 3 枚のフローローブが認められる．岩質

は角閃石含有紫蘇輝石普通輝石安山岩で，少量のかんらん石斑晶をしばしば含む．

第 43 図　法体溶岩にかかる法体の滝（一の滝）
滝の落差は 13m とされる．ここで玉田溪谷をくり抜いた上玉田川は法体溶岩の側端

崖から落下し，下玉田川と合流する

角閃石含有紫蘇輝石普通輝石安山岩（CH 238 ／ GSJ R 57112）

産地・産状：八幡町，日向川支流荒木川標高 1,000 m 地点，落差 20 m の滝（洞吹の滝）．溶岩．

斑晶：斜長石，普通輝石，紫蘇輝石（まれに普通輝石に囲まれる．普通輝石と平行連晶することがある），か

んらん石（ごく少量の微斑晶），角閃石（周縁部がオパサイト化），鉄鉱，燐灰石

石基：斜長石，単斜輝石，斜方輝石，鉄鉱，燐灰石，フロゴパイト，メソスタシス
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角閃石かんらん石含有紫蘇輝石普通輝石安山岩（CHK 880 ／ GSJ R 57113）

産地・産状：遊佐町，東鳥海馬蹄形カルデラ内，千蛇谷標高 1,840 m 付近の南，カルデラ壁最下部．溶岩．

斑晶：斜長石，普通輝石，紫蘇輝石，かんらん石（スピネルを含む．輝石に囲まれ，さらに玄武岩質石基に囲

まれることが多い），角閃石（一部オパサイト化），鉄鉱，燐灰石

石基：斜長石，単斜輝石，斜方輝石，鉄鉱，シリカ鉱物，フロゴパイト，メソスタシス

八森溶岩（ⅡⅡⅡⅡⅡc5）

林（1984a）の中の沢溶岩の一部である．吹浦地域南東部，八森付近に分布する安山岩溶岩流である．檜

ノ沢火山岩を覆う．上位の南ノコマイ溶岩とはほぼ同じ岩質である．本溶岩は末端部以外は上位の溶岩

に覆われ露出していない．比高最大20 mの溶岩堤防が東西方向に連続しており，西鳥海馬蹄形カルデラ

内から流出したことがわかる．末端崖の比高は30-50 mである．岩質は角閃石かんらん石紫蘇輝石普通

輝石安山岩である．

角閃石かんらん石紫蘇輝石普通輝石安山岩（FR 1893 ／ GSJ R 57959）

産地・産状：遊佐町広野新田東北東，登山道沿い，標高 420 m 地点．溶岩．

斑晶：斜長石，普通輝石，紫蘇輝石，普通輝石に囲まれたことがある）,かんらん石（スピネルを含む .  単斜

輝石あるいは斜方輝石に縁取られることがある），角閃石（周縁部がオパサイト化），鉄鉱，燐灰石

石基：斜長石，単斜輝石，斜方輝石，鉄鉱，燐灰石，シリカ鉱物

かんらん石角閃石玄武岩の捕獲岩（林，1984b）を含む．

南ノコマイ溶岩（ⅡⅡⅡⅡⅡc6）

林（1984a）の中の沢溶岩の大部分に相当する．鳥海山地域西端から吹浦地域南東部，西鳥海馬蹄形カル

デラ内からカルデラ南東の白井新田方面に達する安山岩溶岩流である．藤倉川溶岩，三の俣溶岩及び八

森溶岩を覆う．本溶岩の下流部では末端崖，溶岩堤防及び溶岩じわの保存がよい．南ノコマイ及び地抜

川沿いでは連続した好露頭が観察できる．末端崖の比高は最大で 100 mに達し，少なくとも 3枚以上の

フローローブが認められる．岩質は角閃石かんらん石紫蘇輝石普通輝石安山岩である．

角閃石かんらん石含有紫蘇輝石普通輝石安山岩（CH 253 ／ GSJ R 57115）

産地・産状：遊佐町，月光川支流南ノコマイ，標高 500 m 付近の二ノ滝．溶岩．

斑晶：斜長石，普通輝石，紫蘇輝石，かんらん石（スピネルを含む．普通輝石や斜方輝石に囲まれ，さらに玄

          武岩質石基に囲まれることがある），角閃石（周縁部がオパサイト化），鉄鉱，燐灰石

石基：斜長石，単斜輝石，斜方輝石，鉄鉱，燐灰石，メソスタシス

かんらん石角閃石玄武岩の捕獲岩や玄武岩質包有物を含む．

千畳ガ原下部溶岩（ⅡⅡⅡⅡⅡc7）

林（1984a）の千蛇谷溶岩の一部に相当する．鳥海山地域西端，西鳥海馬蹄形カルデラ内の千畳ガ原の下

部に分布する安山岩溶岩流である．南ノコマイ溶岩を覆う．南ノコマイ上流では 2 枚の溶岩からなり，

それぞれ厚さ 30 m 以上である．岩質は角閃石含有紫蘇輝石かんらん石普通輝石安山岩である．

角閃石含有紫蘇輝石かんらん石普通輝石安山岩（YD 1403 ／ GSJ R 57116）

産地・産状：遊佐町，西鳥海馬蹄形カルデラ内，南ノコマイ上流左股（蛇石流），標高 1,200 m 地点．溶岩．
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斑晶：斜長石，普通輝石，紫蘇輝石（普通輝石に囲まれることがある），かんらん石（スピネルを含む．斜方輝

石に縁取られることがある．しばしば玄武岩質石基に囲まれている），角閃石（完全にオパサイト化し

た微斑晶），鉄鉱

石基：斜長石，単斜輝石，斜方輝石，鉄鉱，シリカ鉱物，燐灰石，フロゴパイト

千畳ガ原上部溶岩（ⅡⅡⅡⅡⅡc8）

林（1984a）の七高山溶岩の一部に相当する．鳥海山地域西端，西鳥海馬蹄形カルデラ内の千畳ガ原の上

部に分布する安山岩溶岩流である．千畳ガ原下部溶岩を覆う．北東方向からカルデラ内に流れ込んでお

り，“東鳥海”の噴出物と考えられる．1枚の溶岩からなり，確認できる層厚は 15 m以上である．岩質は

紫蘇輝石かんらん石普通輝石安山岩である．

紫蘇輝石かんらん石普通輝石安山岩（CHK 898 ／ GSJ R 57117）

産地・産状：遊佐町，西鳥海馬蹄形カルデラ内，南ノコマイ上流左股（蛇石流），標高 1,470 m 地点．溶岩．

斑晶：斜長石，普通輝石，紫蘇輝石，かんらん石（骸晶が多い．少量のスピネルを含む），鉄鉱，燐灰石

石基：斜長石，単斜輝石，斜方輝石，かんらん石，鉄鉱，シリカ鉱物，燐灰石

V．5　ステージⅡ d の噴出物

干畳ガ原スコリア

林（1984a）の鳥の海スコリアの一部及び千丈ガ原スコリア流堆積物を合わせたものにほぼ相当する．

地質図では省略した．鳥海山地域西端，西鳥海馬蹄形カルデラ内の鳥海湖から千畳ガ原にかけて分布す

る粗粒な降下スコリア層で，確認できる最大層厚は千畳ガ原で約 10mである（第 44 及び 45図）．主に千

畳ガ原上部溶岩の溶岩原面の上に分布する．スコリアは最大径30 cmでやや淘汰がよく，細粒物を欠く．

弱い成層構造を示すことがある．本層は，不定形，あるものは板状節理をもった径 1 m 以下の安山岩岩

塊と径 50 cm以下のパン皮状火山弾を含む．本層中には縞状スコリアも存在し，白色部は軽石質で縞状

であるか，レンズ状（第 46 図）にスコリアに含まれることが多い（林・藤巻，1984）．林（1984a）の鳥の海

スコリアに相当する鳥海湖南斜面の堆積物では，スコリアは多くが径2 cm以下で，千畳ガ原の本堆積物

に比べ粒径が小さい．千畳ガ原に分布する本堆積物はおそらく火口近傍の堆積物であるが，鳥ノ海火口

から放出されたかどうかは明らかでない．伏拝岳南西の湯ノ台道標高 1，900 m 付近にも層厚約 1 m の

降下スコリア層が認められる．スコリアの岩質は紫蘇輝石かんらん石普通輝石安山岩で，少量の角閃石微

斑晶を含む．

角閃石含有紫蘇輝石かんらん石普通輝石安山岩スコリア（CHK 1401 S ／ GSJ R 57118）

産地・産状：遊佐町，西鳥海馬蹄形カルデラ内，千畳ガ原，標高 1,450 m 地点．降下火砕物．

斑晶：斜長石，普通輝石，紫蘇輝石，かんらん石（スピネルを含む），角閃石（ごく少量の微斑晶．オパサイト

化していない），鉄鉱

石基：斜長石，単斜輝石，斜方輝石，かんらん石，鉄鉱，褐色ガラス
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第 44図　千畳ガ原スコリアの露頭（遊佐町，千畳ガ原北部）
露頭の高さ 8mで，弱い成層構造を示す．安山岩岩塊を含む

第 45図　千管ガ原スコリアのクローズアップ（遊佐町，千畳ガ原東部）
細粒物を欠き，淘汰がよい（写真の高さは約 40cm）
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かんらん石角閃石紫蘇輝石普通輝石安山岩軽石（CHK 1411 ／ GSJ R 57119）

産地・産状：遊佐町，西鳥海馬蹄形カルデラ内，千畳ガ原東部，標高 1,460 m 地点．降下火砕物．

斑晶：斜長石，普通輝石，紫蘇輝石，かんらん石（スピネルを含む．玄武岩質石基に囲まれることがある），

角閃石（全くオパサイト化していない），鉄鉱

石基：斜長石，単斜輝石，斜方輝石，鉄鉱，角閃石，ガラス

角閃石含有紫蘇輝石かんらん石普通輝石安山岩（CHK 1401 B ／ GSJ R 57120）

産地・産状：遊佐町，西鳥海馬蹄形カルデラ内，千畳ガ原，標高 1,450 m 地点．火山弾．

斑晶：斜長石，普通輝石，紫蘇輝石（普通輝石縁を持つことがある），かんらん石（スピネルを含む．玄武岩質

石基に囲まれることがある），角閃石（周縁部がオパサイト化），鉄鉱，スピネル

石基：斜長石，単斜輝石，斜方輝石，かんらん石，メソスタシス

万助道溶岩（ⅡⅡⅡⅡⅡd2）

林（1984a）の中の沢溶岩の一部及び前鍋森山円頂丘溶岩を合わせたものである．鳥海山地域西部から

吹浦地域南東部，西鳥海馬蹄形カルデラ内から白井新田方面に流出した安山岩溶岩流で，一部溶岩円頂

丘を含む．南ノコマイ溶岩を覆う．下流部では層厚 20-40 m で，末端崖，溶岩堤防及び溶岩じわが顕著

である．本溶岩としたもののうち，鍋森の南東（前鍋森付近）には複数のややいびつな形態をした円頂丘

状の高まりがある（林，1984a の前鍋森山円頂丘）．この高まり個々の比高は 40 m 以内であるが，南東側

の本溶岩の基底部との比高は 100-150 m に達する．岩質は角閃石含有紫蘇輝石かんらん石普通輝石安山

第 46 図　千畳ガ原スコリアのスコリアに含まれる軽石包有物（第 45 図と同じ露頭）
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岩で，かんらん石斑晶に富む．

角閃石含有紫蘇輝石かんらん石普通輝石安山岩（CH 260 ／ GSJ R 57121）（第Ⅷ図版 1）

産地・産状：遊佐町，南ノコマイの右岸上 , 登山道沿い標高 620 m 地点（溶岩堤防の上）．溶岩．

斑晶：斜長石，普通輝石，紫蘇輝石（普通輝石に囲まれることがある），かんらん石（スピネルを含む．斜方輝

           石に囲まれることがある．玄武岩質石基に囲まれることがある），角閃石（周縁部または大半がオパサ

イト化），鉄鉱

石基：斜長石，単斜輝石，斜方輝石，かんらん石，鉄鉱，燐灰石，メソスタシス

鍋森溶岩（ⅡⅡⅡⅡⅡd3）

林（1984a）の鍋森山円頂丘溶岩に相当する．鳥海山地域西部，西鳥海馬蹄形カルデラ内の鍋森を構成す

る安山岩円頂丘溶岩である（第 47図）．円頂丘は比高 90 m，直径 250-300 m である．山頂部に万助道溶

岩の岩塊をのせる（林，1984a）．また，円頂丘の南東基部からは万助道溶岩の溶岩堤防が続いており，お

そらく万助道溶岩流出後に円頂丘が形成されたのであろう．岩質はかんらん石含有紫蘇輝石角閃石普通

輝石安山岩で，やや淡灰色を呈する．林（1984b）によると，かんらん石角閃石玄武岩質捕獲岩を多量に含

む．

かんらん石含有紫蘇輝石角閃石普通輝石安山岩（CHK 889 ／ GSJ R 57122）

産地・産状：遊佐町，西鳥海馬蹄形カルデラ内，鍋森北斜面，標高 1,610 m 地点．溶岩．

斑晶：斜長石，普通輝石，紫蘇輝石，かんらん石（スピネルを含む．普通輝石，一部は角閃石に囲まれること

          がある），角閃石（周縁部がオパサイト化），鉄鉱

石基：斜長石，単斜輝石，斜方輝石，鉄鉱，角閃石，シリカ鉱物，燐灰石，メソスタシス

第 47図　北から望む鍋森溶岩円頂丘
左下は鳥海湖（鳥ノ海火口），左上は月山森から南のカルデラ壁，左上遠方は月山火山
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扇子森溶岩（ⅡⅡⅡⅡⅡd4）

林（1984a）の扇子森円頂丘溶岩に相当する．鳥海山地域西部，扇子森の南東 180 m に位置する比高

40-50m の小型の安山岩円頂丘溶岩である．円頂丘は西鳥海馬蹄形カルデラ壁を構成する鳥ノ海溶岩を

貫いて形成された．岩質は角閃石紫蘇輝石かんらん石普通輝石安山岩である．

角閃石紫蘇輝石かんらん石普通輝石安山岩（CH 274 ／ GSJ R 57123）

産地・産状：遊佐町，扇子森ピーク南南西 200 m の円頂丘の南斜面，標高 1,730 m 地点．溶岩．

斑晶：斜長石，普通輝石，紫蘇輝石（±普通輝石縁），かんらん石（スピネルを含む．普通輝石に囲まれること

がある），角閃石（大半がオパサイト化），鉄鉱，燐灰石

石基：斜長石，単斜輝石，斜方輝石，かんらん石，鉄鉱，シリカ鉱物，メソスタシス

V．6　ステージⅢ a の噴出物

猿穴溶岩（ⅢⅢⅢⅢⅢa1）

林（1984a）の猿穴溶岩に相当する．吹浦地域中央部，猿穴付近から西方の小砂川と女鹿の間の海岸（三

崎海岸）まで流出した安山岩溶岩流である．溶岩堤防や溶岩じわなどの微地形の保存がよく，フローロー

ブがはっきりと識別できる．猿穴はこれらの溶岩の流出後に形成された直径約50 mの火口である．溶岩

の体積は 0.65 km3（林，1984a），層厚は海岸付近では 60 m 以上，中流部では最大 140 m 以上に達すると

推定される．下流部では上部クリンカーが厚く（第48図），ところにより20 m以上になる．このためか，

本溶岩の下流部（西部）は猿穴泥流（Onuma，1963a）または三崎砕せつ岩類（柴橋・今田，1972；柴橋，

1973）と呼ばれていた．岩質は紫蘇輝石かんらん石普通輝石安山岩で，少量の角閃石斑晶を含むことがあ

る．また，まれに石英捕獲結晶を含む．

紫蘇輝石かんらん石普通輝石安山岩（CH 102 ／ GSJ R 57124）（第Ⅷ図版 2）

産地・産状：象潟町，三崎峠北北西 900 m の海岸．溶岩の塊状部．

斑晶：斜長石，普通輝石，紫蘇輝石（±普通輝石縁），かんらん石（スピネルを含む．普通輝石または紫蘇輝石

に囲まれることがある），鉄鉱

石基：斜長石，単斜輝石，斜方輝石，かんらん石，鉄鉱，褐色ガラス

普通輝石コロナを持つ融食形の石英捕獲結晶を含む．

七高山溶岩（ⅢⅢⅢⅢⅢa2）

林（1984a）の七高山溶岩にほぼ相当する．鳥海山地域中部から西部，七高山を中心に古期成層火山体

（ステージⅠの噴出物）を覆う安山岩溶岩流である．特に七高山の北 -東 -南に分布し，赤川上流から七高

山にかけては 24 枚以上の溶岩流が露出している（第 49 図）．それぞれの間に顕著な浸食間隙は認められ

ない．現在認められる最上部の堆積物は七高山山頂付近に分布するアグルチネートである．カルデラ壁

（第Ⅰ及びⅡ図版）に露出する大部分の溶岩は，厚さ 10m以内で側方への連続性がよく，いずれも塊状の

溶岩流であるが，その一部はアグルチネートが流動化した根無し溶岩流かもしれない．溶岩堤防や溶岩

じわなどの微地形は山頂付近では不明瞭であるが，山腹，特に北ないし北東部では明瞭になり，フロー
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ローブの識別が容易である．南側下流部の溶岩の厚い部分では柱状節理が発達することがある（第 50

図）．本溶岩の体積は 2.82 km3（林，1984a），全層厚は赤川上流で 200 m 以上である．岩質はかんらん石

紫蘇輝石普通輝石安山岩及び紫蘇輝石普通輝石安山岩で，まれに少量の角閃石斑晶を含むことがある．

赤川上流から七高山にかけて累重する溶岩と最上部のアグルチネートを含めた25の層準のうち，未採取

の 3 層準を除くと，かんらん石と角閃石斑晶を含むものが 2，かんらん石のみは 16，角閃石のみは 2，ど

第 48図　猿穴溶岩の上部クリンカー（遊佐町，三崎峠北方の採石場）
露頭の高さ約 6m

第 49図　カルデラ壁に露出する七高山溶岩（北西より望む）
累重した溶岩・火砕岩の成層構造が顕著（写真の左半分）．カルデラ内を後カルデラ

溶岩が埋めている
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ちらも含まない紫蘇輝石普通輝石安山岩が 2 層準であった（第 13 表）．

紫蘇輝石かんらん石普通輝石安山岩（CH 226 ／ GSJ R 57125）

産地・産状：遊佐町，東鳥海馬蹄形カルデラ縁，行者岳山頂（標高 2,159 m）．溶岩．

斑晶：斜長石，普通輝石，紫蘇輝石（±普通輝石縁），かんらん石（スピネルを含む），鉄鉱

石基：斜長石，単斜輝石，斜方輝石，かんらん石，鉄鉱，褐色ガラス

紫蘇輝石普通輝石安山岩（CHK 816 ／ GSJ R 57126）

産地・産状：矢島町，祓川神社南東 250 m の鶯川上流，標高 1,200 m 付近の赤滝．溶岩．

斑晶：斜長石，普通輝石，紫蘇輝石（±普通輝石縁），鉄鉱

石基：斜長石，単斜輝石，斜方輝石，鉄 鉱，シリカ鉱物，燐灰石，メソスタシス

V．7　ステージⅢ b の噴出物

荒神ヶ岳溶岩（ⅢⅢⅢⅢⅢb1）

林（1984a）の新山溶岩及び荒神ヶ岳円頂丘溶岩を合わせたものである．鳥海山地域北西部，今から

3,000-2,600 年前に形成された東鳥海馬蹄形カルデラ底を埋める安山岩溶岩流である．カルデラを埋積

し北北西 7 km の獅子ヶ鼻まで達している．多数のフローローブが認められ，噴出口はすべて新山付近で

あろう．体積は 0.79 km3，最大層厚は 200 m に達する（林，1984a）．荒神ヶ岳山頂部には東西方向に延

びた最大幅約 30 m，長さ 100-150 mの割れ目があり，有史時代に活動した割れ目火口である．岩質はか

第 50 図　七高山溶岩の柱状節理（八幡町，白沢川標高 830 m 付近の熊滝）．滝の落差約 10 m
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んらん石紫蘇輝石普通輝石安山岩である．林（1984a）によると，紫蘇輝石普通輝石安山岩も含まれる．

かんらん石紫蘇輝石普通輝石安山岩（CH 409 ／ GSJ R 57127）

産地・産状：象潟町中島台，赤川標高 640 m 付近の落差 10 m の滝（末端崖）．溶岩．

斑晶：斜長石，普通輝石，紫蘇輝石（±普通輝石縁），かんらん石（少量のスピネルを含む），鉄鉱

石基：斜長石，単斜輝石，斜方輝石，かんらん石，鉄鉱，シリカ鉱物

玄武岩質包有物を含む．
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紫蘇輝石かんらん石普通輝石安山岩（CH 224 ／ GSJ R 57128）

産地・産状：遊佐町，荒神ヶ岳南南西 200 m，登山道沿い標高 2.060 m 付近．溶岩．

斑晶：斜長石，普通輝石，紫蘇輝石（まれに普通輝石縁に囲まれる），かんらん石，鉄鉱

石基：斜長石，単斜輝石，斜方輝石，かんらん石，鉄鉱，褐色ガラス

角閃石含有かんらん石普通輝石玄武岩質包有物を含む（角閃石は周縁部がオパサイト化，かんらん石はスピネ

ルを含まない）．

新山溶岩（ⅢⅢⅢⅢⅢb2）

林（1984a）の新山円頂丘溶岩に相当する．鳥海山地域西部，東鳥海馬蹄形カルデラ内の新山溶岩円頂丘

とその南の舌状溶岩流及び北方への崖錐状の溶岩流からなり（第Ⅰ図版 2），西暦 1801 年の噴出物であ

る．円頂丘の部分は直径 300 m，比高 70 m，体積は 0.001 km3 で，荒神ヶ岳溶岩を覆う．なお，新山は

別名享和岳ともいう．山頂部では垂直方向の節理が発達する（第 51図）．また，東西ないし東北東 -西南

西方向に延びた，最大幅 10数m，長さ約 100 mの割れ目がある．岩質は角閃石かんらん石含有紫蘇輝石

普通輝石安山岩である．

角閃石かんらん石含有紫蘇輝石普通輝石安山岩（CH 221 ／ GSJ R 57129）

産地・産状：遊佐町，東鳥海馬蹄形カルデラ内，新山山頂．溶岩．

斑晶：斜長石，普通輝石，紫蘇輝石（まれに普通輝石縁を持つことがある），かんらん石，角閃石（オパサイト

化していない微斑晶），鉄鉱

石基：斜長石，単斜輝石，斜方輝石，鉄鉱，シリカ鉱物，ガラス

玄武岩質包有物を含む．

第 51図　新山溶岩に発達するほぼ垂直の節理（円頂丘の山頂部南側）
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Ⅴ．8　歴史時代の活動記録

鳥海火山には歴史時代の活動記録がいくつか残されている（大森，1918，p. 154-159：植木，1981）．古

記録によると 6 世紀以降の噴火活動があるが，10 世紀から 15 世紀にかけては記録が存在しない（第 14

表）．植木（1981）は鳥海火山の噴火に関する古記録を検討し，そのうち信ぴょう性の高い記録は 9世紀以

降，1974 年の噴火を含めて 12 回としている．10 世紀から 15世紀を除き信ぴょう性の低い記録も加えた

場合，10 数年ないし 150 年の間隔で噴火が起こっていることになる．なお，新山円頂丘は 1800-1804 年

噴火の際の1801年に形成されている．それ以前の噴火及び噴出物の詳細は不明であるが，歴史時代の噴

火は1800-1804年噴火を除くとほとんどが現在の新山付近での水蒸気爆発と考えられる．新山の形成以

前には瑠璃ノ壺と呼ばれる小火口が存在したらしい（中島，1906）．

一般的に，鳥海火山の噴火は弱い噴煙の出現によって始まり，数日 -数力月後に爆発的噴火に至るよう

である．第 52 図に 1740 年，1800-1804 年及び 1974 年噴火の火口の位置を示す．その位置は，荒神ヶ岳

から新山にかけて東西に延びる割れ目の位置にほぼ相当する．以下，植木（1981）による，具体的な記録

の残されている噴火についての活動経過のまとめを再録する（一部字句を書換え）．

◎　871年（貞観十三年）の噴火は爆発的噴火であったと考えられる．噴火開始後 1ヶ月以内に，山から流

れ出る川は，死魚を浮かべた青黒色の強い臭いのする泥水であふれ，流域を汚染し，多くの被害を出し

た．融雪で生じた泥流の様子を表していると思われる．

◎　1659年（万治二年）4月に始まった噴火は，4，5年続いた模様である．この間白雪川中・下流域など

で稲作に被害が発生した．土石が流下した様子はみられないので，火口付近で湧出した強酸性水が混入

したためかも知れない．

◎　1740 年（元文五年）の噴火の場合，6 月の噴火開始直後はあまり爆発的でなく，噴煙の量も少なかっ

たが，次第に勢いが強くなった模様である．現在の新山の麓から荒神ヶ岳の麓にかけて東西に近い走向

を持つ小火口列が生じ，噴火開始約 1ヶ月後にその大きさは，長さ約 600 m，幅約 160 mであった．矢島

旧記に記録されている 1741年 10月の噴火は，一連の噴火の末期のものではないかと思われる．この噴

火により直接の被害はなかったが，白雪川には硫黄化合物が流れ込み農作物に被害が発生した．子吉川

でも同様の被害が出た可能性がある．また，硫化物のため，白雪川河口付近では海藻が死滅し，岩石が

白色に変色した．

◎　1800年（寛政十二年）12月に始まったとみられる噴火も，はじめは噴気または弱い噴煙を出すだけで

あった模様である．山麓から爆発的噴火が確認されたのは，1801 年（享和元年）3 月末である．山麓で降

灰が見られたのもこの時が最初と思われる．4 月末の実見記によれば，当時，七高山の麓から荒神ヶ岳の

麓にかけて幅約 5 m の火口列が生じ，その中の 7，8 か所から噴煙を放出していた．その後，一時，噴火

の勢いは弱くなり，活発な火口は西端の1つだけとなったが，7月に入り再度激しくなり，伏拝岳の東ま

で火山弾を放出するようになった．噴火は 8月末に最も激しかったが，この時が溶岩円頂丘新山の出現

に対応するらしい．その後も1804年（文化元年）までは噴煙現象が続き，ときどき爆発的噴火が発生した．

1804年の地震の後，活動がやや活発になったようである．この一連の噴火による噴出物の分布は詳しく
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記録されていないが，降灰は山麓から仙北地方（秋田県中央部）にかけてみられ，山頂付近での堆積は約

30 cmと思われる．火山岩塊は七高山から伏拝岳の外側斜面にまで分布した．千蛇谷に落下した最大の岩

塊は 100 kg 以上とみられる．1801 年 4 月～ 8 月には周辺の鮎川，鳥海川（子吉川の上流部をさす），白雪

川，日向川，月光川で火山灰による汚濁や土石の流出がみられた．このため日向川，月光川では多くの

魚が死んだ．特に被害の大きかったのは白雪川で，8月中旬少量の降雨の後大洪水となり，流域では田畑，

家屋が泥に埋められ，河口には大石，大木が堆積したため舟の航行が不可能となった．

◎　1821 年（文政四年）5 月の噴火は，前 2 回とは異なり，七高山の外側斜面と，新山との間の谷の 2 か

所で発生した．この噴火では，活動が活発になる数日前から噴煙が見られたともいう．活動の継続時間，

経過は不明である．

◎　1834年（天保五年）7月に 2，3度噴火したとの記録が象潟に残されている．唯一の記録であるため信

ぴょう性に疑問が残るが，近世の文書であるから採用する．それによれば，噴火後硫化物が白雪川に流

入し，魚が死に，稲に被害が出た．

V．9　1974 年の噴火

1974 年 2 月から 5 月にかけて，東鳥海馬蹄形カルデラ内の新山及び荒神ヶ岳周辺で水蒸気爆発が起

こった（今田，1974a，b；宇井・柴橋，1975；Ui et al., 1977；山形県消防防災課，1976）．140 年ぶりの
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噴火は規模の小さな水蒸気爆発であって，それに伴う降灰と，融雪による泥流が発生した．火口はほぼ

東西に並んで形成された（第 53 図）. 泥流は少なくとも 6 回発生しており，最大到達距離は 3-4 km であ

る．4月には秋田県湯沢市や本荘市でも降灰が記録されている．宇井・柴橋（1975）は，小規模な鶏冠型噴

煙（cock’s tail jet）を認め，マグマ水蒸気爆発が起きた可能性を指摘しているが，新しいマグマに由来す

ると断定される本質岩片は認められていない（加納・丸山，1980）．なお，1974年の火口列の分布は1740

及び 1800-1804 年噴火によって生じた火口の分布と極めて類似している（第 52 図）．

宇井・柴橋（1975）によると，1974年の活動は 3週間ないし 2ヶ月にわたる火山性地震の発生，さらに

噴気口形成・地温上昇を前駆現象として，数日間断続的に噴煙を上げつつ火口を拡大し，融雪に伴う泥

流の発生と細粒火山灰の降下が行われる活動のピークと，その後半年以上の噴気活動を残すというサイ

クルが相前後して 2 回起こっている．

V．10　噴出物の化学組成と鉱物組成

鳥海火山を構成する岩石は，カルクアルカリ系列の安山岩がほとんどであるが，ごく少量の高アルミ

ナ玄武岩及びカルクアルカリ玄武岩も産する（林，1984 b）．全岩主成分の化学分析値は林（1984 b）により

59個（青木・植木（1981）による分析値 3個，同源捕獲岩 2個を含む），Onuma（1963 b）により 20個（うち

2 個は本報告では先鳥海火山の火山岩である）など，合計約 90 個が報告されている（付表）．それらによる

と全岩のSiO2成分は49.8％から61.2％の範囲におさまっている．林（1984 b）によるハーカー図を第54

図に示す．

微量成分に関しては Masuda（1979）が中性子放射化分析による 14 元素を 2 組，Fujitani and Masuda
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（1981）が同位体希釈法による希土類元素（10元素）を 1組，そして林（1986）は光量子放射化分析などによ

り 11 元素を 27 試料に関して求めている．林（1986）によると，かんらん石斑晶を含む岩石と含まない岩

石では組成に系統的な差が認められる．Ishikawa et al.（1980）はフッ素の定量を行っている．同位体比

は Notsu（1983）により 87Sr ／ 86Sr が 2 個（0.70347, 0.70352）報告されているのみである．

斑晶鉱物のモード組成は，Onuma（1963a）が 8 個，林（1984b）が 26 個測定している．林（1984b）によ

ると斜長石は 5.6％から 35.1％, マフィック鉱物は合わせておよそ 10％以下である．石基が全体の

56.6％から 83.3％を占めている．第 55 図に林（1984b）による斑晶モード組成をヒストグラムにして示

した．

鉱物の化学組成は林・青木（1985）により EPMA により測定されている．それによると，斑晶かんらん

石は Fo 成分が 88-66 で，正累帯構造を示す．斑晶紫蘇輝石は En 成分が 69-60 で，なかには逆累帯構造

を示すものもある．斑晶普通輝石はほとんどが En39-46Fs10-20Wo39-50 の範囲で（厳密に言うと，一部は

サーライトと透輝石の領域に入る），一部には逆累帯構造を示す斑晶もある．角閃石は大半がパーガス閃

石である．斑晶斜長石はAn 成分が 91-43 と大きな組成幅があり，特に中心核で An 成分に乏しい斑晶に

は逆累帯構造を示すものが認められる．鉄鉱斑晶はチタン磁鉄鉱とイルメナイトである．チタン磁鉄鉱
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は TiO2 成分が 6-13％である．イルメナイトはステージⅡ及びⅢの噴出物でその出現頻度が高いがス

テージⅠの噴出物ではまれである．また，ステージⅡ及びⅢ a において，かんらん石斑晶中にスピネル

が含まれるが，ステージⅡ a では Cr2O3 が最大で 40％近くに達する．ステージⅡ b 以後では Cr ／（Cr+

Al+Fe3+）＝ 0.23, Fe3+ ／（Cr+Al+Fe3+）＝ 0.12 の近辺に集中している．また，Nagao et al.（1980）に

よると , フェルシックな安山岩（鍋森溶岩）中のスピネルは Fe3+ 成分に富むものが多い．
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Ⅵ．　中部更新統 -完新統

（中野　俊・土谷信之）

Ⅵ．1　扇状地堆積物及び崖錐（f）

扇状地堆積物は鳥海火山の山麓に分布する火山麓扇状地堆積物である．このうち，黒森・布沢，月光

川右岸白井新田，奈曽川下流から川袋にかけてなどは扇状地地形を形成しているが，朱ノ又川，洗沢川

や南ノコマイ沿いでは溶岩流の下位に分布している．本堆積物としたものにはおそらく火砕流や小規模

な岩屑なだれ堆積物も含まれていると推定されるが，これらを一括して扇状地堆積物とした．堆積時期

は鳥海火山の活動が始まった中期更新世から完新世にわたっている．

鳥海町，黒森から布沢にかけては，層厚 3 m 以上の泥流堆積物で，10-20 cm の半軟弱なシルト -細粒

砂層，ところにより粗粒砂層を挟むのが観察される．安山岩の亜円礫が多い．鳥海町，朱ノ又川では法

体溶岩や朱ノ又川溶岩の下位に泥流堆積物が分布している．層厚 10 mで，葉理のある軟弱な中粒砂層を

挟む．一部は火砕流堆積物の可能性がある．遊佐町，月光川右岸の扇状地（白井新田，三の俣）では層厚

20 m以上の礫層からなり，安山岩亜円礫-亜角礫と中粒-細粒砂大の岩片や火山灰物質の基質からなる．

南ノコマイでは層厚 10 m以上の土石流・泥流堆積物で，南ノコマイ溶岩に覆われている．遊佐町，洗沢

川では北折川溶岩や滝淵川溶岩に覆われ，最大層厚は 20 m以上に達する．径 50 cm以下の安山岩亜円礫

を含み細粒岩片や砂・シルト大の火山灰を基質としている．ややしまった中粒砂層を挟む．象潟町川袋

から本郷にかけての山麓扇状地は，大砂川溶岩や小滝溶岩に覆われた扇状地を形成しており，礫，砂及

び泥からなる．吹浦地域北東部の奈曽川沿いでは，象潟地域（大沢ほか，1982）の小滝泥流堆積物に相当

する堆積物であるが，本地域内では確認できる露頭はない．少なくともその一部は奈曽渓谷上部の崩壊

地形の形成に関係している可能性も指摘されている（井口，1988）．

崖錐は吹浦地域南部の杉沢付近の天狗森火砕岩からなる山地の周辺に分布している．礫，砂及び泥か

らなり，未固結である．なお，その他の地域にも分布するが，地質図では省略した．

Ⅵ．2　子吉川岩屑堆積物（Kyd）

子吉川岩屑堆積物は鳥海山地域北部の猿倉南方の子吉川沿いに分布する．現河床及び沖積低地堆積物

よりも高度が高く，奥山岩屑なだれ堆積物よりも低い平坦面を構成している．岩相は，安山岩岩塊や軟

弱なシルト・砂層などが変形し破砕しかけた岩塊相と，岩塊，礫と細粒物質が混然となった基質相から
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なり，岩屑なだれ堆積物と考えられる．木片が含まれることが多い．最大層厚は約 10 mで，上位を厚さ

2-3 m の河床堆積物が覆う．岩相では奥山岩屑なだれ堆積物と区別はつかないが，地形面で区分した．

Ⅵ .3　崩積堆積物（c）

崩積堆積物は地すべり堆積物や小規模な岩屑なだれ堆積物などの岩屑堆積物である．大八木ほか
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（1982）では新第三系及び鳥海火山噴出物の末端などに崩落崖やその移動体が多く示されているが，本報

告では地すべり及び崩落堆積物の大部分は省略してある．

鳥海町前之沢の南の地すべり堆積物は百宅火山岩の凝灰岩・砂岩・凝灰角礫岩由来の岩塊，安山岩礫，

船川層の泥岩などが混然一体となった堆積物で，成層構造を残している岩塊もある．それらの間をさら

に破砕された淘汰が悪い岩屑が埋めている．この地すべりの崩落崖は開析され明瞭ではない．

八幡町，鹿ノ俣川上流の鶴間池周辺の本堆積物は，その周囲を取り囲む直径 1.5 kmの崩落崖の形成に

伴う堆積物と考えられる．鹿ノ俣川沿いでは，鳥海火山起源の成層した溶岩・火砕岩が破砕され，小断

層が発達し変形した露頭が見られる（第56図）．そのほか，上ノ台溶岩の末端や大台野火砕流台地の東縁

などでは，崩落崖及び崩落堆積物が開析されずに残っている．

東鳥海馬蹄形カルデラ内には，カルデラ形成に伴う 3,000-2,600 年前の象潟岩屑なだれに関連すると

考えられる岩屑堆積物が存在する（第 57 図）．赤川上流では最大層厚 10m 以上に達し，径 1.5m 以下の

安山岩角礫及びそれらの細粒物質からなる，淘汰の悪い軟弱な堆積物であり，荒神ヶ岳溶岩に覆われて

いる．その中には破砕された溶岩の岩塊が認められる．

第 57図　東鳥海馬蹄形カルデラ内の崩壊堆積物（遊佐町，赤川上流標高 1,240m地点）
象潟岩屑なだれに相当する堆積物で，岩屑なだれ堆積物に見られる岩塊相と基質相

が識別できる．ここでの構成岩石はほとんどが七高山溶岩に由来する
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Ⅵ．4　段丘堆積物（t）

段丘堆積物は鳥海山地域東端の笹子川沿い及びその上流の丁川沿いに河岸段丘群を形成してわずかに

分布している．中位段丘堆積物及び低位段丘堆積物からなり，これらの段丘面は新鮮である．また，堆

積面は開析されているが , 鳥海町外山と百合茎の間の標高約300 mの尾根上に礫層が分布している．北

隣矢島地域（大沢ほか，1988）の高位Ⅰ段丘面より分布高度が高く，また，堆積面が開析されていること

から，矢島地域の高位Ⅰ段丘堆積物（中期更新世とされる）よりも更に古い段丘堆積物と考えられる．安

山岩・流紋岩・泥岩の中 -大礫を主とする円 -亜円礫層であり，基質の風化が著しい．安山岩礫はくさり

礫となっている．確認できる層厚は 1 m であり，上位を厚さ 1.5 m 以上，ところにより 3 m の風化土壌

が覆う．地質図では省略した．

中位段丘堆積物は矢島地域内の中位段丘面から連続する段丘面をなし，鳥海山地域内の笹子川左岸楢

ノ木平より北方の国道 108号線の西側に分布するにすぎない．矢島地域内の百合茎北西の露頭では，女

川層泥岩を覆う層厚 3mの礫層である．安山岩・泥岩・流紋岩・酸性凝灰岩の大礫 -中礫を主とし，中 -細

粒砂を基質とし，ややしまっている．褐色の中粒砂層を挟むことがある．約 1 mの黒褐色土壌が覆って

いる．低位段丘面との比高は約 10 m である．

低位段丘堆積物は，矢島地域内（大沢ほか，1988）の低位Ⅰ及び低位Ⅱ段丘堆積物に相当し，笹子川沿

いと丁川上野宅付近に分布する．笹子川左岸，大坂の露頭では層厚 4 m 以上で，泥岩・流紋岩・凝灰岩

礫を主とし，黄褐色の中-細粒砂を基質とする礫層である．中粒砂層を伴う．また，東隣湯沢地域内，小

川の露頭では畑村層凝灰角礫岩を覆う層厚3 m以上の礫層で，安山岩・凝灰岩・泥岩を主とする大-小礫

からなり，中 - 細粒砂を基質としている．層厚約 0.5 m の中粒砂層を伴っている．

Ⅵ．5　砂丘堆積物（sd）

砂丘堆積物は古期砂丘堆積物と新期砂丘堆積物からなる．吹浦地域の海岸沿いのみに分布する．いず

れもほとんどすべてが完新世の風成砂からなる．

古期砂丘堆積物は鳥海火山噴出物を覆い，主に大砂川から小砂川にかけてと女鹿から宿町にかけてに

分布する．安間ほか（1982）の小砂川砂層及び吹浦砂層に相当する．古期砂丘堆積物は淘汰のよい中 -粗粒

砂（主に石英・長石結晶粒）からなり，ところによりややしまっている．明黄 -黄褐色を呈する．標高 40-80

m 付近まで分布し，部分的に葉理が発達し，黒色泥炭層を挟むことがある．最上位 0.5 m は黒色土壌化

している．最大層厚は10 m以上である．北隣象潟地域内では，古期砂丘の下の泥炭の14C年代は7,700±

210y.B.P., また，上位に挟まる腐植混じり砂層は 5,740y.B.P. であって（大沢ほか，1982），いずれも

完新世の年代を示す．

新期砂丘椎積物は，洗釜付近及び庄内平野の海岸に沿って分布する．安間ほか（1982）の新期砂丘堆積

物に相当し，庄内平野では庄内砂丘を形成する．洗釜付近及びその北方延長の象潟地域内では，淘汰の

よい灰褐色の中粒砂からなり，全く固結していない．吹浦地域内での最大層厚は 10 m以下であろう．庄

内砂丘は，吹浦地域から南の酒田・鶴岡地域まで延長約 32 kmにわたって海岸線に平行に 1.5-2.5 kmの
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幅をもつ砂丘である．淘汰のよい中-粗粒砂からなり，全く固結しておらずルースである．腐植質砂層を

挟み，古砂丘と新砂丘の二つに分けられている（中馬・高橋，1968 ; 菅原，1971）．鶴岡地域北西部にお

ける腐植質砂層中の炭質物の 14C 年代は 3,550 ± l00 y.B.P. であり（中馬・高橋，1968），完新世の年代を

示している．最大層厚は 50 m 以上である．

Ⅵ．6　沖  積  層（a）

沖積層は沖積低地・沖積平野・沖積扇状地・河床及び海浜堆積物からなる．

沖積低地堆積物は笹子川・丁川水系，子吉川水系（直根川，百宅川，下玉田川，赤沢川及び上玉田川），

大沢川水系，日向川水系，月光川水系及び鳥越川・白雪川水系に分布する．いずれも礫，砂及び泥から

なり，未固結である．

鳥越川・白雪川水系に広く発達する低地は，3,000-2,600年前の象潟岩屑なだれ（大沢ほか，1988）以後

に形成されたものである．表面は河川の堆積物が覆うが , その下位には白雪川岩屑なだれ堆積物（大沢ほ

か, 1988）や泥流堆積物などから構成される火山麓扇状地堆積物が厚く分布していると考えられる．子吉

川水系に発達する沖積低地は鳥海火山の溶岩流や岩屑なだれ堆積物のせき止めにより形成されたものが

多い．法体溶岩のせき止めによる沖積低地では，一時的に湖を形成したとみられ，法体の滝の北から西

にかけての下玉田川と，南側の玉田渓谷上流の赤沢川及び上玉田川では，後者の方が約50 m高くなって

いる．上玉田川流域では崖錐に覆われていることが多いが ,  炭質物層を頻繁に挟むシルト -砂の細互層及

び中-大礫の円礫層からなりしばしば木片を含む．鳥海山地域北部，子吉川と直根川の間の丘陵上の小範

囲ではせき止めによると考えられる堆積物が分布する．主に礫及び砂からなる．百宅火山岩を覆い，ほ

ぼ水平の層理を示す．全層厚は3 m以上である．礫は酸性火山岩及び細粒砂岩の亜円-亜角礫よりなり，

多くは径 10 cm以下である．基質は中粒ないし粗粒砂であって，膠結度はよくない．礫層の上位に不明

瞭な葉理を持つ層厚2 mのシルト層が発達することがある．狭い山間盆地に形成された湖または池の堆

積物と考えられる．

沖積平野堆積物は庄内平野を構成している．庄内平野は吹浦地域内では洗沢川，庄内高瀬川及び月光

川により作られた平野であり，極めて勾配が小さく平坦である．泥，砂及び礫からなり，庄内砂丘（砂丘

堆積物）に覆われる．

沖積扇状地椎積物は，吹浦地域南部，枡川付近の洗沢川，杉沢付近及び天狗森北西方の月光川沿いに

発達する．いずれも河川が谷あいから平野に出る地点で，傾斜1-3°の扇状地を構成する．月光川の両岸

では最大比高 3-5 m の自然堤防が形成されている．礫，砂及び泥からなる．

河床堆積物は子吉川水系日向川・月光川中流などに分布し，礫及び砂を主とし泥を伴う．

海浜堆積物は砂浜及び礫浜の堆積物で，砂浜は主に淘汰のよい中-粗粒砂，礫浜は鳥海火山に由来する

安山岩礫からなる．庄内砂丘の西側は砂浜，洗釜から湯ノ田にかけての海岸は礫浜と砂浜の繰り返しで

ある．
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Ⅶ .　地　質　構　造

（土谷信之）

鳥海山及び吹浦地域における中新統-下部更新統の地質構造は大局的には秋田-山形油田地帯に発達す

る南北性の逆断層と褶曲によって支配されている（第58図）. 大沢ほか（1988）及び佐藤（1986）によれば，

油田地帯の南北性断層の形成は鮮新世の天徳寺層堆積時に始まったとされている．しかし，鳥海山地域

中部及び東部では後期中新世-前期鮮新世の火成活動に伴った局地的な陥没構造及びドーム構造が発達

し，南北性の地質構造は支配的ではない．また，鳥海山地域付近では，天徳寺層が船川層を傾斜不整合

に覆っているが，この不整合も局地的構造運動によって形成されたとみられ，後期中新世-前期鮮新世の

火成活動の影響による可能性がある．

Ⅶ．1　断　層

本地域周辺にはほぼ南北性の断層が多く，主な断層として仁賀保衝上断層群，酒田衝上断層群，青沢

断層群，及び鳥田目断層がある（第 58図）．また，鳥海火山噴出物上には多数の活断層が認められるが，

これについては第Ⅷ章で述べる．

仁賀保衝上断層群（大沢ほか，1982）は吹浦地域北東部にあって，ほぼ南北に延びた平行な数本の逆断

層からなる．この断層群は象潟地域内では 60-70°東に傾斜しているが，本地域内ではほとんどが鳥海火山

噴出物に覆われ詳細は不明である．酒田衝上断層群（池辺ほか，1979）は吹浦地域南東部をほぼ南北に走

る数本の東傾斜の逆断層からなり，本地域内から鶴岡地域南東部まで達し，延長 45 km，幅 4-5 km の大

断層群である．本断層群は月光川沿いでは常禅寺層や天狗森火砕岩を切って，地層を逆転させている．

酒田衝上断層群は大部分が鳥海火山噴出物，扇状地堆積物及び沖積層に覆われているが，それらの一部

を切っていて，活断層であることを示している．青沢断層群（大沢ほか，1986）は鳥海山地域南西部の日

向川沿いを南北に走り，東傾斜の高角逆断層である．この断層群は本地域内から山形県月山北方にまで

達する延長40 km以上の大断層群である．本地域内では大部分が鳥海火山噴出物に覆われて，詳細不明

であるが，大沢地域内では 2-3本の断層からなり，幅数 -10数 mの破砕帯を伴っている．青沢断層群は

山崎ほか（1983）によれば推定活断層である．鳥田目断層（Kutsuzawa and Kim，1966）は鳥海山地域北東

縁部を南北ないし北西 -南東に走る逆断層である．この断層は本荘地域北東部から本地域付近まで達する

延長 30 km の逆断層であり，山崎ほか（1983）によれば推定活断層である．本地域内では 2-3本の断層に

分岐し，新第三系下部層を複雑に変形させ，幅数 m の破砕帯を伴っている．

このほか上玉田川陥没構造を縁取るいくつかの断層があり，高角度正断層と考えている．また陥没構

造周辺の水無大森や日向川上流には南北ないし北西 -南東方向の断層が走り，1-数 m の破砕帯を伴って
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いる．そのうち，日向川上流の断層は東側が衝き上げた高角逆断層である．

Ⅶ．2　褶　曲

鳥海山及び吹浦地域内には北北東-南南西ないし北西-南東の褶曲が発達し，主な褶曲としては直根複

向斜，兜山 - 高坂向斜及び湯ノ台背斜がある．

直根複向斜（Taguchi，1962）は鳥海山地域北東部の女川層及び船川層に発達し，いくつもの北西 -南東

方向の緩い小さな向斜・背斜からなり，全体として幅広い向斜をなし，北西ヘプランジしている．この

向斜はさらに南南東へ延びて，湯沢地域東部へ達し，延長 15 km ほどの規模を持つ．兜山 - 高坂向斜

（Taguchi，1962）は鳥海山地域中央部の兜山から大沢川沿いにかけて北北西-南南東に延びていて，大沢

地域東部まで達する延長20 kmの向斜である．この向斜は女川-草薙層及び百宅火山岩を褶曲させてい

る．また，上玉田川陥没構造によって分断されているが，陥没構造内の火山岩も緩く褶曲させている．

湯ノ台背斜（三土・金原，1940）は鳥海山地域南東部を北北東 -南南西に延びる長さ数kmの背斜である．

この背斜は天狗森火砕岩以下の地層を著しく褶曲させ，その西翼部の地層は逆転し，その軸は南方ヘプ

ランジしている．そのほか，鳥海山地域南部，伐透山付近の青沢層中には北北東-南南西の背斜があって，

これは出羽丘陵山地中軸を南北に走る青沢複背斜（大沢ほか，1986）の北縁部に当たる背斜である．また

酒田衝上断層群付近には，南北ないし北北東-南南西の背斜がいくつか発達し，遊佐町女鹿の吹浦油田に

は北東 - 南西方向の背斜が伏在するが，いずれも鳥海火山噴出物に覆われている．

Ⅶ．3　陥没構造及びドーム構造

鳥海山地域では後期中新世-鮮新世の火成活動によって上玉田川陥没構造及び有沢山ドーム構造が形

成されている．

上玉田川陥没構造（新命名）は鳥海山地域中部の上玉田川上流から県境山地にかけて発達し，直径約 7

kmの規模を持つ．この構造は大川層，女川層及び草薙層上部までの地層を切って形成され，周囲を断層

に囲まれたいびつな多角形の外形を示す．この陥没構造の内部には周囲の地層より新しい上玉田川火山

岩が 400-500 m以上の厚さで堆積している．陥没構造の外側の地層は褶曲し，特に南西側の草薙層は強

く褶曲しているが，陥没構造内の火山岩は緩く褶曲している．陥没構造の縁は断層で切られているとみ

られるが，周囲の地層との境界は露出不足のため十分観察することができなかった．この陥没構造はそ

の内部がほとんど火山噴出物で占められ，陥没構造の縁に沿った岩脈が発達しているので，カルデラで

あった可能性がある．この陥没構造の形成時期はこの構造内の上玉田川火山岩の放射年代（第8表）から

みて後期中新世後期か前期鮮新世であろう．

有沢山ドーム構造（Taguchi，1962）は鳥海山地域南東縁部から大沢地域北東縁部にかけて発達し，直径

5km 程度の規模を持ち，新第三紀花崗岩類を中核とし，大川層及び草薙層によって構成されている．こ

のドーム構造は周辺の岩相や地質構造からみて，船川層堆積時直前までに形成されたと考えられている

（Taguchi，1962；折本，1964）が，確実な証拠はない．

そのほか，鳥海山地域の中部から東部では変質安山岩や流紋岩-デイサイトの貫入岩体が周囲の地層を

乱して小規模なドーム構造を形成している．
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Ⅷ．　活 断 層 と 地 震

（中野　俊）

Ⅷ．1　活　断　層

鳥海山及び吹浦地域内の活断層としては，鳥海火山体南西麓（庄内平野東縁）に発達する南北性の逆断

層群と，火山体の中腹に発達する東西性の正断層群がある（第 59 図及び第 15 表）．

庄内平野東緑の活断層：鳥海火山の南西麓（吹浦地域南部）には，鳥海火山噴出物からなる丘陵や扇状地

を切断したり変形させている活断層（第 60a ,b 図）が発達している（佐藤，1 9 5 0：活断層研究会，



－106－

1980, 1991；鈴木，1990）. これらは，庄内平野東縁（南隣酒田地域）に発達する活褶曲に伴う観音寺断層

（活断層研究会，1980）または酒田衝上断層群（池辺ほか，1979）の，北方延長上に位置する逆断層である．

断層の走向は南北ないし北北西 - 南南東で，長さ 1.5-5 km，垂直変位量は最大で 50 m 程度とされてい

る．

吹浦地域南部，杉沢の東方，丸森丘陵では，北北東-南南西方向に延びた丘陵の両側に南の酒田地域か

ら続いている直線状急崖がある．これらは活断層研究会（1980）によると推定活断層である（第 59 図のH

及びⅠ）．酒田地域（池辺ほか，1979）では，この丘陵の南方延長部は背斜の軸部にあたっているが，吹浦

地域内の丸森付近は天狗森火砕岩から構成されており，褶曲などの変形は確認されていない．

火山体に発達する活断層：鳥海火山中腹に発達する活断層は，西鳥海馬蹄形カルデラから西の中腹にか

けてと，稲倉岳北方及び月山森付近に分布が認められる．いずれの断層も変位量のわりには比較的短く，

火山に認められる特有の正断層と考えられている（活断層研究会，1980）．

西鳥海に発達する断層群は，東西ないし北西-南東の走向を持ち，ほとんどが北落ちの正断層で，放射
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状に発達している（第 59図の J～M）. このうち最も変位量が大きいものは洗沢断層と呼ばれ（林，1984

a），変位量は最大約30 mで北落ちの低断層崖が地形図でも明瞭に読み取れる．洗沢断層では，溶岩流ご

とに変位量の差異が認められ，変位は繰り返して起こったことを示している（宇井，1972，1984；林，1984

 a）. この断層群では，断層の長さは最大でも 3 km程度である．長さ 1 km以下の変位量の小さい断層に

は右横ずれのセンスを示すものも認められる．

稲倉岳北方では，主に東西性の 2 本の断層からなり，その間が地溝状に落ち込んでいる（第 59 図の

N）．北側のものは明らかな右横ずれを示す（佐藤，1950）. 断層の長さは長いもので 2 km，垂直変位は約

30 m，右横ずれは約 20 m の変位が認められる．

月山森付近の断層は林（1984 a）により月山森断層と呼ばれ（第 59 図の O），西鳥海馬蹄形カルデラの南

東側を切り，最大落差約 50 m，長さ 1.5 km の北落ち正断層である．カルデラ縁上のピーク，月山森は
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かつては火口の一つと考えられていたが，断層崖で切られたカルデラ縁上の単なる高まりにすぎない

（林，1984 a）．また，月山森の東方に東西に延びた長さ 1 km の正断層があるが（第 59 図の P），変位量

は小さい .



－109－

Ⅷ．2　地　震

東北日本の日本海側は歴史時代を通してマグニチュード7級の大地震が数多く起こっている．鳥海山

及び吹浦地域の周辺でも1804年の象潟地震などいくつかの被害地震が知られている（第61図）．1804年

に発生した象潟地震では，吹浦地域内では最大震度 7，1894 年の庄内地震でも震度 5 以上が推定されて

いる．象潟地震では秋田県本荘市と山形県酒田市の間の海岸で最大2 m，吹浦地域の海岸でも最大1 m以

上の土地隆起が起こり，また，最大波高 4-5 m の津波が発生した（平野ほか，1979；羽鳥，1986）．吹浦

地域南部の遊佐町では，家屋の倒壊率が 80％に達した．この地震については，宇佐美（1987）は吹浦地域

内の鳥海火山南西麓の活断層分布域に震央を推定しているが（第61図），平野ほか（1979）や羽鳥（1986）は

震度分布，津波や隆起量から象潟近海に震央を推定している．なお，この地震を火山性地震とする説も

あるが（村山，1979），特に根拠は記されていない．
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Ⅸ．　応　用　地　質

（中野　俊・土谷信之）

Ⅸ．1　温 泉 ・ 鉱 泉

鳥海火山の周辺には温泉が少ない．矢島地域内（鳥海火山の北東麓）に湯ノ沢温泉，象潟地域内（北西麓）

に象潟温泉があるが，いずれも湧出量が小さく泉温も低い（角，1975）．鳥海山地域内では南西部の八幡

町大台野（南麓）に湯ノ台温泉が，吹浦地域内では遊佐町湯ノ田（西麓）に湯ノ田温泉があるが，やはり湧

出量は小さい．最近，遊佐町西浜ではボーリングにより豊富な湯量が得られ，西浜温泉と呼ばれ利用さ

れている．また，鳥海山地域南西端の湯ノ台温泉西南西約 2.5 km の庄内熊野川沿いには，かつては鳥海

温泉または嶽ノ腰鉱泉と呼ばれた鉱泉が湧出しており，加熱し利用されていた（三土・金原，1940）．

湯ノ台温泉は，山形県温泉協会（1973, p. 489-493）によると7か所の源泉または異常湧水個所があり，

そのうち自然湧水は 1 か所，残りは石油掘さく井からの自噴である．自然湧水の源泉では , 泉温 24.0℃

の含土類重曹泉である．湯ノ台温泉の南には温泉の沈澱物により形成された層厚約5 mの石灰岩層が小

規模ながら発達している．

湯ノ田温泉は，海岸線近くに 7 か所の微温泉があり，大部分が自然湧水で，泉温 21.5-29.5℃である．

このうち利用されている湧水の泉質は，含炭酸食塩泉及び含土類弱食塩泉である（山形県温泉協会，1973，

p.484-488）．

Ⅸ．2　採　石

鳥海山地域，鳥海町上笹子の丁川左岸では女川層に貫入した安山岩の採石が昭和 35 年以来行われてい

る．昭和 59 年には道路用 10 万トン，生コン用 8 万トン，その他 10 万トンが採掘，出荷された（鳥海町

史編纂委員会，1985）．

吹浦地域の象潟町小砂川から遊佐町女鹿にかけては約 10 か所（昭和 62 年時点）で猿穴溶岩の採石が行

われている．ここでは厚い上部クリンカー中の溶岩岩塊を採石しており，庭石（鳥海石または女鹿石）と

して利用されている．また，遊佐町湯ノ田でもかつては吹浦溶岩の採石が行われていた（第 41 図）．
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Ⅸ .　3　金属鉱床

鳥海山及び吹浦地域内には稼行中の鉱山はない．かつて採掘されていた鉱山がいくつかあるが，いず

れも小規模である．

鳥海山地域内では，従来より新第三紀火山岩層中の金属鉱床の探査が行われてきた．しかし，第三系

からは特に有用な鉱床が見いだされていない．鳥海山地域南東部の新第三紀花崗岩岩体周辺の第三系は

鉱化作用を受け，小規模な鉱脈がある．地質調査所（1956, p. 94-95）によると，この付近の輝石安山岩貫

入岩体中に幅 5-50 cm の鉱脈が 2 条あり，閃亜鉛鉱・黄銅鉱・黄鉄鉱を鉱石とし，有沢鉱山と呼ばれて

いた．また，黄銅鉱・方鉛鉱・閃亜鉛鉱を含む，金倉鉱山と呼ばれる鉱脈鉱床があった．しかし，いず

れも産出地点など詳細は不明である．

鳥海町朱ノ又川上流には褐鉄鉱鉱床があり，昭和 31年から 39年まで露天掘が行われていた（朱ノ又鉱

山）．鳥海火山の溶岩及び火砕岩を基盤とし，沢沿いに鉄が沈澱した河床型褐鉄鉱鉱床である．鉱石は植

物仮像構造を持ち，針鉄鉱を主としており，平均品位は Fe50％以上である（椎川，1958）．鉱山から北北

東へ約8 kmの猿倉まで空中索道により鉱石運搬を行っていた．推定埋蔵量は約120万トンであった（早

川ほか，1962）．褐鉄鉱鉱石のうち燐含有量の高い部分では P2O5 が 17％にも達していた（椎川，1963）．

そのほか鳥海町板平から矢島町善神池付近にかけて褐鉄鉱鉱床の露頭が見つかったが, 稼行対象とはな

らなかった（椎川ほか，1963）．

遊佐町の鳳来山付近には鉱泉沈澱型褐鉄鉱鉱床があり，明治 38年頃から昭和 20年まで断続的に採鉱

が行われ，昭和34-35年にも嶽ノ腰鉱山として約 1,000トンの鉱石が出荷されたことがある（神保・清水，

1961 ;  阿部・伊部，1962）．鉱化帯は金俣沢から鳳来山の東まで及んでいる．

吹浦地域の北端，象潟町本郷集落南西の標高 250 m付近には，本郷鉱床と呼ばれた鉱泉沈澱型褐鉄鉱

鉱床があった．昭和 29 年頃に Fe 40％内外の鉱石を数百トン出鉱した実績がある（丸山，1962）．

Ⅸ．4　石油及び天然ガス

鳥海山地域内の石油及び天然ガスは鳥海町猿倉と八幡町湯ノ台付近でそれぞれ開発された．湯ノ台か

らは戦時中豊富な石油を産出し，鳥海山油田と呼ばれた．吹浦地域内からは遊佐町女鹿に吹浦油田があ

る．

鳥海町猿倉では古くからガス徴が知られ，直根油田と呼ばれて明治時代から試掘されていた．金原ほ

か（1958）によれば，昭和 27年（1952）頃より日本鉱業㈱によってこの付近に井戸23坑が掘られ，昭和 30

年頃，直根 R1 及び R4 の井戸においてそれぞれ 10,000 m3 ／日以上の天然ガスを生産した．ガスは深度

200-350 mにある女川層上部の軽石凝灰岩及び凝灰質砂岩を頻繁に挟む泥岩層の層準から産出した．新

第三系を覆う鳥海火山岩屑中からも最大 400-500 m3 ／日のガスと少量の石油が得られた．平成 3年現在

は稼行されておらず，温泉（湯ノ沢温泉；矢島地域南端部）とともに少量のガスが噴出しているだけであ

る．

八幡町湯ノ台付近では古来より石油の浸出が知られ，アスファルトの採収が行われていた．地質調査
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所（1957, p.166-169）によれば，鳥海山油田の開発は昭和 9年（1934）に日本石油（株）による最初の試掘か

ら始まり，昭和16年には初めて豊富な鉱床が発見された．その後次々と掘削され，石油生産量が急増し，

昭和 18 年には 27 の井戸から約 2 万 kl ／年の原油が採取された．しかし，戦時中の濫採のため急激に

枯渇し，昭和 21 年以降は 2,000 kl ／年以下に減っている（地質調査所，1957, p.175）．平成 3 年現在は

稼行されていない．本油田の油層は主として深度 350-500 m に伏在する北俣層上部に挟在する．また，

一部北俣層を不整合に覆う鳥海火山噴出物中からも産油している．北俣層は黒色泥岩を主とし，秋田県

側の船川層に対比される地層である．石油の産出層準付近では灰白色凝灰岩及び凝灰質砂岩を頻繁に挟

有し，石油は主としてこの中に胚胎している．

吹浦油田は遊佐町北部の女鹿付近にあって，昭和33年より石油及び天然ガスを生産した．石油技術協

会（1973）によれば，本油田は昭和 13年より本格的に探鉱され，日本石油㈱によって4本の試掘井が掘削

され，油・ガス徴が認められた．昭和 33 年には吹浦 SK-1 が開坑され，深度 800m の北俣層最上部で油・

ガス層を発見し，日産石油 41.2kl，ガス 6,600 m3 を得た．これ以降昭和 35 年までに 13 本の試掘井が

掘られたが，吹浦 SK-10 D が成功しただけで，これ以上の開発は行われていない．本油田は昭和 34 年が

最盛期で，総累計 3 万 8 千 k4l の原油と 800 万 m3 のガスを生産したが，平成 3 年現在はほとんど稼行さ

れていない．本油田は吹浦沖から北東 -南西に延びる背斜構造の南東翼部にあり（第 62 図），主な油層は

北俣層（船川層）最上部の凝灰質砂岩層である．この油層から原油とともに産するガスは約 62％もの炭酸

ガスを含んでいて，日本の天然ガスとしては特異な特徴を持っている．
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Akita (6) Nos. 46 and 47

GEOLOGY

OF THE

＿＿＿＿＿

CHOKAISAN AND FUKURA DISTRICT

By

Shun NAKANO and Nobuyuki TSUCHIYA

(written in 1991)

(ABSTRACT)

The mapped district is located in the Japan Sea side of the Northeast Japan, stretching over

both Akita and Yamagata Prefectures. Neogene formations are distributed in the east of the

district, while the Ch-okai volcano and Quaternary deposits are in the west. An outline of the

stratigraphic succession is shown in Figure 1.

NEOGENE

The Neogene in the mapped district is subdivided generally into early Middle Miocene volcanic

formations, late Middle Miocene to Early Pliocene sedimentary formations, Late Miocene to Early

Pliocene volcanic rocks and Late Pliocene sedimentary formations. The early Middle Miocene
＿

formations (Hatamura, Sugota, Aosawa and Okawa Formations) were formed under intense mafic
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and felsic volcanism and transgression. The late Middle Miocene to Early Pliocene sedimentary

formations (Onnagawa, Kusanagi and Funakawa Formations) consist of argillaceous sediments,

and were deposited under deep marine (bathyal) environment. The Late Miocene to Early Pliocene

volcanic rocks (Kamitamatagawa Volcanic Rocks, Momoyake Volcanic Rocks and associated

intrusive rocks) were formed by intermediate and felsic magmatism under submarine condition．

The Late Pliocene formations (Tentokuji, Maruyama, Sasaoka and Kannonji Formations) consist

of siltstone and sandstone. They were deposited under the regressive condition in the mapped
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district.

Hatamura Formation consists chiefly of acid volcaniclastic rocks with intercalations of

tuffaceous sandstone and mudstone, and yields plant fossils of the Daijima-type Flora which indicate

a warm climate condition.

Sugota Formation conformably overlies the Hatamura Formation and consists mainly of

conglomerate, sandstone and siltstone. This formation yields fossils of shallow marine mollusca,

foraminifera and radiolaria.

Aosawa Formation may have been deposited simultaneously with the Hatamura and Sugota

Formations, and consists mostly of subaqueous basalt lava and volcaniclastic rocks intercalating

mudstone.
＿＿＿＿＿

Okawa Formation is correlative with the Aosawa Formation. The formation is composed

mainly of andesite lava and volcaniclastic rocks, and intercalates dark gray mudstone of marine

origin in the upper part.
＿

Onnagawa Formation conformably overlies the Sugota and Okawa Formations, and consists

mainly of stratified hard (siliceous) mudstone and dark gray mudstone, accompanied with andesite

volcaniclastic rocks and acid volcaniclastic rocks. This formation yields late Middle Miocene to

early Late Miocene radiolarian fossils and foraminiferal fossils indicating deep marine environ-

ment.

Kusanagi Formation is equivalent to the Onnagawa Formation and conformably overlies the
＿

Aosawa and Okawa Formations. This formation is similar in lithofacies to the Onnagawa

Formation, and yields radiolarian fossils of late Middle Miocene age.

Funakawa Formation conformably overlies the Onnagawa Formation, and consists mainly of

dark gray mudstone and gray siltstone. The formation is abundant in diatom fossils of Late

Miocene to Early Pliocene age and foraminiferal fossils which contain deep marine species. The

formation interfingers with the Momoyake Volcanic Rocks in the upper part.

Kamitamatagawa Volcanic Rocks are composed of acid volcaniclastic rocks and andesite

volcaniclastic rocks and lava. They intercalate mudstone layers correlative with the Funakawa

Formation. They were deposited during Late Miocene to Early Pliocene time.

Momoyake Volcanic Rocks intercalate mudstone layers of the Funakawa Formation.  The

volcanic rocks consist chiefly of andesite volcaniclastic rocks and lava, and are dated as of Late

Miocene to Early Pliocene age by the K-Ar method.

Intrusive rocks consist of granitic rocks, dolerite, andesite, rhyolite and dacite. Most of them

may have been emplaced during late Middle Miocene to Early Pliocene time.

Tentokuji Formation  consists mainly of gray siltstone, resting unconformably on the

Funakawa Formation, and occurs only in the northern part of the district.

Maruyama Formation is equivalent to the Tentokuji Formation, and is confined to the southern
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part of the district. The formation consists mostly of gray siltstone.

Sasaoka Formation conformably overlies the Tentokuji Formation. It is composed chiefly of

weakly-consolidated, medium-to fine-grained sand, and is exposed in limited areas owing to the wide

covering of the Ch-okai volcanic products． Abundant molluscan fossils suggest the depositional

condition of shallow marine and the regression．

Kannonji Formation is equivalent to the Sasaoka Formation and conformably overlies the

Maruyama Formation. It is composed mainly of weakly-consolidated, medium-to fine-grained sand.

Molluscan fossils in the formation are of shallow marine environment．

EARLY TO MIDDLE PLEISTOCENE

Early to Middle Pleistocene comprises the Nishime and J-ozenji Formations consisting of

sedimentary rocks, the Uguisugawa Basalt  and the Tengumori Volcaniclastic Rocks. The

Shimotamatagawa and Fukizawa Formations have occasional intercalations of volcanogenic

deposits.

Nishime Formation is distributed in a restricted area and inferred to overlie the Sasaoka

Formation with an unconformity. It is composed of unconsolidated and well-sorted medium-  to

coarse-grained sand．

J-----ozenji Formation conformably overlies the Kannonji Formation and interfingers with the

Tengumori Volcaniclastic Rocks. It is composed of unconsolidated and well-sorted coarse-to fine-

grained sand．

Uguisugawa Basalt is composed of olivine-augite basalt lava of unknown age. It is widely

covered with the Ch-okai volcanic products．

Tengumiori Volcaniclastic Rocks interfinger with the J-ozenji Formation and conformably

overlie the Kannonji Formation. They are composed mainly of tuff breccia and volcanic breccia，

and intercalate a minor amount of medium-grained sand. Debris avalanche and pumice flow

deposits are included in the volcaniclastic rocks．

Shimotamatagawa Formation is overlain by the Ch-okai volcanic products. It is composed of

well-stratified lapilli tuff, silt and sand with intercalations of tuff breccia and basalt lava. The

formation was deposited nearly in the initial stage of the Ch-okai volcanism．

Fukizawa Formation is narrowly distributed under the Ch-okai volcanic products and consists

mainly of gravel layer and a subordinate amount of silt and sand except for the basal part composed

of volcaniclastics. The gravels are well-rounded and are considered to have been derived from pre-

Ch-okai volcanic rocks and mudstone．
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＿

CHOKAI VOLCANO

Ch-okai Volcano is one of the largest volcanoes in Japan. It consists chiefly of andesite lava

flows. The volcanic edifice is 26 km long in the E-W direction and 14 km long in the N-S direction.

The summit (Shinzan) attains 2,236m above sea level. The western foot of the volcano reaches to

the coast of the Japan Sea. Topographically, it is divided into “West Ch-okai”and “East Ch-okai”，

both of which have horseshoe-shaped calderas at their summit regions. The activity of the volcano

began at approximately 0.5 Ma. Eruptions of more than ten times were recorded in historic times

and the latest one occurred in 1974 A.D. The total volume of the volcano is estimated to be more

than 70 km3.

The volcanic activity is roughly divided into Stages I，II and III．

Stage I : A large composite volcano of 47 km3 in volume was built up (“Old Ch-okai”). It is mostly

concealed by younger volcanic products. It is made up mainly of lavas and volcaniclastic rocks of

hypersthene-augite andesite with or without minor olivine phenocrysts. A small amount of high-

alumina basalt lava erupted in this stage. Debris deposits are extensively distributed at the north

and south of the volcano. Most of them are considered to have resulted from the collapse of the“Old

Ch-okai”volcanic edifice．

Stage II : Stage Ⅱ is characterized by the predominance of the activity of “West Ch-okai”.  The

stage is subdivided into Stages IIa, IIb, IIc and IId. Stage Ⅱ a products are composed of olivine-

hypersthene-augite andesite lava flows issued from the missing center of the West Ch-okai. Stage

Ⅱb products consist mainly of hornblende-olivine-hypersthene-augite andesite lavas. Some of them

were erupted from the flank vents on the western slope. The West Ch-okai horseshoe-shaped caldera

was formed between Stages IIb and IIc. At Stage IIc,“East Ch-okai” initiated its activity. Several

lavas flowed down to the eastern foot of the volcano and into the West Ch-okai caldera. Stage IId

is the activity of central cones inside the West Ch-okai caldera. The rocks of Stages IIc and IId are

olivine-hornblende-hypersthene-augite andesite．

Stage III : Stage III is subdivided into stages IIIa and IIIb. Stage IIIa is the period of center

eruption of “East Ch-okai”. A flank vent on the western slope (Saruana) erupted and issued lava

flows reaching to the Japan Sea coast. In about 3,000-2,600 y.B.P., the Kisakata Debris Avalanche

occurred and resulted in the formation of East Ch-okai horseshoe-shaped caldera. The activity at

Stage IIIb corresponds to the post-caldera volcanism inside the caldera. Olivine-hypersthene-augite

andesite lavas were issued from the central vent. Recent eruptions in historic times occurred there．

In 1801 A.D., the Shinzan Lava Dome was formed．
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MIDDLE PLEISTOCENE TO HOLOCENE

Middle Pleistocene to Holocene deposits consist of fan deposit, talus, debris deposit, colluvial

deposit, terrace deposit, sand dune deposit and alluvium. The fan deposit of Middle Pleistocene to

Holocene age is distributed around the Ch-okai volcano and includes mudflow, pyroclastic flow and

debris avalanche deposits. The sand dune deposit extends along the coast of the Japan Sea. The

colluvial deposit is related to sector collapse or landslide．

GEOLOGIC STRUCTURE

The mapped district is structually characterized by the prevalence of N-S to NW-SE trending

faults and folds. This trend of faults and folds prevails along the Japan Sea coast of northeast

Honsh-u. A collapse structure and a dome structure occur in the eastern part of the mapped district．

The important fold in the district is the Hitane Synclinorium, plunging northwest in the

northeastern part of the district. Kabutoyama-----Takasaka Syncline trends generally NNW-SSE in

the southern part of the district. Yunodai Anticline, plunging south, deformed the Pliocene to

Pleistocene formations on the west of the Kabutoyama-Takasaka Syncline．

There are found some significant longitudinal faults in and around the mapped district. Nikaho

Thrust Faults, Sakata Thrust Faults and Aosawa Faults are major faults and extend in the western

part of the mapped district. They consist of several reverse faults with a N-S trend, dipping east，

though mostly concealed by the Ch-okai volcano and Quaternary deposits. Toritame Faults have a

NW-SE to N-S trend and cut the northeastern wing of the Hitane Synclinorium．

Kamitamatagawa Collapse Structure is recognized in the southeastern part of the district, and

has been probably formed during Late Miocene to Early Pliocene time.  Arisawayama Dome

Structure was formed by granitic intrusion into the Middle Miocene formations．

ACTIVE FAULTS AND EARTHQUAKES

Active faults are recognized in two areas of the district. On the western slope of the Ch-okai

volcano, normal faults trending W-E to NW-SE are radially distributed and cut lava flow surfaces．

The maximum displacement is 30-50 m vertically. At the southwestern foot of the volcano, N-S

trending reverse faults are recognized. The maximum displacement is over 50 m vertically. The

Kisakata Earthquake in 1804 is inferred to be centered at the southwestern foot of the Ch-okai

volcano, that is, at the active reverse fault zone．
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ECONOMIC GEOLOGY

A few thermal springs are distributed around the Ch-okai volcano．

The andesite intruding the Onnagawa Formation is quarried for crushed stones at a site along

the Hinoto River. Ch-okai-Ishi (or Mega- Ishi), a kind of andesite lava of the Ch-okai volcano

(Saruana Lava) is quarried for garden stones at several sites near the coast of the Japan Sea．

Small-scale limonite deposits embedded in the Quaternary thin deposits overlying the Ch-okai volcanic

products were mined until the midst of 1960's (Shunomata Mine and others)．

Three oil fields (Fukura, Chokaisan and Hitane Oil Fields) were found and developed in

the district until 1960. Production is now not expected from these oil fields．
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1．東鳥海馬蹄形カルデラと後カルデラ期の溶岩流（象潟町中島台より）
左のピークがカルデラ縁上の七高山，右が新山溶岩円頂上．カルデラ床は溶岩

流で埋められている．七高山より左へ続くカルデラの壁の成層構造が顕著

2．新山溶岩円頂丘と舌状溶岩流
左端は荒神ケ岳，新山の右は七高山（カルデラ壁）．新山の下に荒神ケ岳溶岩の

溶岩堤防が二列続いている

第Ⅰ図版
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東鳥海馬蹄形カルデラ壁の成層した溶岩・火砕岩
新山山頂より七高山を望む．写真の範囲は七高山溶岩の上部に当たる．最上部は

アグチネートからなるがそれ以外のほとんどは露頭でみる限り溶岩であ

る．少なくとも一部は根無し溶岩流の可能性がある．露頭の高さ約70m，白数字

は第 13 表の層準

第
Ⅱ
図
版
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1.上玉田川火山岩のデイサイト軽石凝灰岩（GSJ R57846)

2.上玉田川火山岩の安山岩（GSJ R57856)かんらん石普通輝石安山岩
Pl:斜長石 Ol：かんらん石 Au:普通輝石

Hy:紫蘇輝石 Hb:角閃石 Qz:石英

（記号は図版Ⅲ -Ⅷに共通，すべて下方ポーラーのみ）

第Ⅲ図版
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1.鶯川玄武岩（GSJ R57037), かんらん石普通輝石玄武岩
2.下玉田川層中に狭在する玄武岩溶岩（GSJ R57040), 普通輝石かんら

ん石玄武岩

第Ⅳ図版
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1.島海火山ステージⅠの朱ノ又川溶岩（GSJ R57046), 紫蘇輝石普通輝
石安山岩

2.島海火山ステージⅠの下玉田川溶岩（GSJ R587047), 紫蘇輝石かんら
ん石普通石玄武岩

第Ⅴ図版
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1.島海火山ステージⅠの鳳来山火山岩（GSJ R57051), かんらん石普通
輝石安山岩

2.島海火山ステージⅠの藤倉川溶岩（GSJ R57060), 紫蘇輝石含有かん
らん石普通輝石安山岩

第Ⅵ図版
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1.島海火山ステージⅡ aの笙ガ岳溶岩（GSJ R57087), 紫蘇輝石かんら
ん石普通輝石玄武岩

2.島海火山ステージⅡ bの島ノ海溶岩（GSJ R57106), 角閃石紫蘇輝石
かんらん石普通輝石安山岩

第Ⅶ図版
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1.島海火山ステージⅡ bの万助道溶岩（GSJ R57121), 角閃石含有紫蘇
輝石かんらん石普通輝石安山岩岩

2.島海火山ステージⅢ aの猿穴溶岩（GSJ R57124）, 紫蘇輝石かんらん
石普通石安山岩

第Ⅷ図版

11111

22222



文献引用例

中野　俊・土谷信之（1992）　鳥海山及び吹浦地域の地質．地域地質研究報告（5 万分の 1

地質図幅），地質調査所，138p．

BIBLIOGRAPHIC REFERENCE

Nakano, S. and Tsuchiya, N.（1992）　Geology of the Ch-okaisan and Fukura district．

With Geological Sheet Map at 1:50,000, Geol. Surv. Japan, 138p. (in Japanese

with English ahstract 7p.)．

平成 4 年 1 月 6 日　印刷

平成 4 年 1 月 9 日　発行

通商産業省工業技術院　地　質　調　査　所

〒 305 茨城県つくば市東 1 丁目 1-3

印刷所　前 田 印 刷 株 式 会 社 筑 波 支 店

〒 3 0 5 茨城県つくば市東新井 1 4 - 5

ゴ 1992 Geological  Survey of  Japan


	表紙
	位置図
	目次ⅰ
	目次ⅱ
	目次ⅲ
	目次ⅳ
	目次ⅴ
	Ⅰ．　地　　形
	Ⅱ．　地　質　概　説
	Ⅲ.　新　第　三　系
	Ⅳ．下部-中部更新統
	Ⅴ．　鳥海火山噴出物
	Ⅵ．　中部更新統-完新統
	Ⅶ.　地　質　構　造
	Ⅷ．　活 断 層 と 地 震
	Ⅸ．　応　用　地　質
	文　　献
	ABSTRACT



